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    　　　　　　　　　　１


    



    　どくんどくんと、少年の心臓は期待に打ち震ふるえていた。


    　机の上には雑誌が一冊。


    　震える指先がその雑誌の秘密のページ──袋とじ──の間に差し込まれる。少年はカッターナイフを持っていなかったので、プラスチックの下敷きで代用した。ギコギコと側面をこすりつけて、丁てい寧ねいにゆっくりと、閉じたページを切り開いていく。


    　ギコギコギコ──少年の上半身がリズミカルに揺れる。その姿は熟練の職人を思わせた。


    　ギコギコブツッ。ついにページの下から上までが切り裂かれた。


    　少年は二度、三度と深呼吸をしてから、ぎざぎざの切り口をつまんで、禁断のページをめくった。秘密のベールがはがされる。


    「ほほう……！」小さな声でうなり、さらにページをめくろうとする。


    　そのとき──、


    「ジャ～ンケンッ！」


    　耳みみ障ざわりな大声が鼓こ膜まくを突き抜け、少年──東ひがし森もり鷹たか兎とは、自分が学校にいることを思い出した。


    　ここは教室。今は昼休み。


    



    



    　カーテンがふわっとふくらみ、窓から六月のさわやかな風が吹き込む。雑誌のページがパラパラといたずらされ、鷹兎は慌あわててページの端を手で押さえた。


    　教室の後ろのほうで大騒ぎしている一団を不ふ愉ゆ快かいそうに一いち瞥べつし、鷹兎はまた机の上のゲーム雑誌に視線を戻す。今日発売されたばかりの最新号で、登校途中にコンビニで買ったものだ。


    　鷹兎は毎週、この雑誌を購入して学校に来る。そして昼休みに教室でそれを広げて読んだ。


    　ぴっかぴかの高校一年生の鷹兎が、このクラス──一年二組──に配属されてから二か月ちょっと経ったのだが、友達と呼べるような相手はまだいなかった。こうしてゲーム雑誌を広げて、ゲーム好きをアピールしているのだが、未いまだ声をかけてくる者はいない。


    （ゲーム好きの奴、このクラスにはいないのかな……）


    　とはいっても、鷹兎自身はそれほどゲームマニアというわけではなかった。有名どころにそこそこ手をつける程度のいわゆるライトゲーマーで、同じゲームを何百時間もやり込んだりしたことはない。しかし〝ゲーム好き〟以外に他人と接点を持てるような要素がほかに思い当たらず、これでダメとなるともうお手上げだった。来年のクラス替えに期待するしかない。


    （というか、このやり方が間違ってるのかな）


    　うすうす、気づいてはいた。


    （こんな、釣り糸垂たらしてあとは待つだけ、みたいなやり方……本当に友達が欲しかったら、自分から話しかけなきゃ）


    　しかしそれができれば苦労はない。鷹たか兎とは自分の内気すぎる性格にため息をつくと、机に片かた肘ひじを突いて顎あごを乗せ、再び雑誌の記事に目を落とした。


    　そのときだ。鷹兎の背中に声をかける者がついに現れた。


    「東ひがし森もりっ、お～い、なに読んでんだよぉ」


    　え？　と驚きつつも、顔をほころばせて振り返る。そこに立っていたのは、先ほど教室の後ろのほうでジャンケンに興じていた者たちの一人だった。名前は確か、小こ柳やなぎ健けん。


    　ジャンケン──嫌いやな予感がしつつ、なんとか愛あい想そ笑いを浮かべて鷹兎は答える。が、


    「えっと……これは……今日出たゲーム雑誌で──」


    「あー、そんなんどーでもいいから、ほれ、ジャ～ン～ケ～ン～！」


    　自分で訊きいておきながら、小柳は鷹兎の話をばっさりと切り捨てて、自分の握にぎった拳こぶしを上下に揺らした。


    「え……ジャンケンって……なに？」


    　鷹兎は尋たずねる。しかし小柳は答えずに、同じ言葉を繰り返す。


    「ジャ～ン～ケ～ン～！」


    「ジャンケン……負けたら、なにかしなきゃいけないの……？」


    　小柳はやはり答えない。握り拳が、ゆらゆらと不気味に揺れている。


    「ジャ～ン～ケ～ン～！」


    　それはまるで鎌かま首くびをもたげ威い嚇かくするコブラのようだった。鷹兎がジャンケンに応じなければ、次の瞬間にも襲いかかってきそう。ぞっとした。


    『なんでジャンケンしなきゃいけないの？　やだよ』──その言葉を飲み込み、観念して自分も拳を握る。


    　満足そうにニヤリと笑えむ小柳。「おっけおっけー、ジャ～ンケ～ン」


    　ホイッ！


    　小柳、パー。鷹兎、グー。よって鷹兎の負け。


    「よおおっしゃああ～！　勝ちィ～！」


    　勝利のパーを掲かかげて、小柳は仲間たちの元に凱がい旋せんする。そのパーで、パチンパチンとハイタッチ。鷹兎はグーを握り締めたまま、心の奥でそっと毒どくづいた。


    （勝つってわかっていた勝負に勝って、そんなに嬉うれしいか？）


    　そう。鷹兎はどういうわけかジャンケンに勝てなかった。物心ついてから、一度もジャンケンに勝った記憶がない。小学生の頃は〝ヘタレジャンケンマン〟〝悪運のグーチョキパー〟と不ふ名めい誉よなあだ名をつけられ、中学に上がってもたびたびからかいのネタにされた。


    　そして高校生になってからも──おそらく鷹たか兎とと同じ中学出身の誰かがばらしたのだろう──小こ柳やなぎのように面白半分でジャンケンを強要してくる者が現れ、鷹兎の連敗記録は着実に更新されていった。


    （面白半分にジャンケン。それだけで気がすんでくれれば、まぁいいけどさ……）


    　中には、当然の勝利を得た上で、さらになにかを要求してくる者がいた。小柳健けんもそうだった。つかつかと鷹兎の前に戻ってくるや、こう言った。


    「ここの二年に、槇まき村むら財ざい閥ばつのお嬢さまがいるって、知ってたか？」


    「槇村財閥？」なぜ急にそんな話をするのか、意味がわからず鷹兎は質問を質問で返す。「槇村って……あのマキムラ？　プレイガーデンの？」


    〝プレイガーデン〟とは、マキムラ・コンピュータ・エンタープライゼスという会社から発売されているテレビゲーム機のことだ。発売されてからたった三日で、九十九万台の販売を記録したという大ヒット商品である。携帯ゲーム機〝プレイガーデン・ハンドヘルド〟も絶賛発売中。鷹兎も当然持っている。


    　小柳は、やれやれ、と言わんばかりにわざとらしく肩をすくめた。


    「バカ、マキムラは財閥が経営する一企業にすぎねーの。この桐とう心しん大学附属不ふ二じ沢さわ高等学校だって槇村財閥が経営してる大学の附属校だろ。生徒のくせに知らねーのかよ」


    　鷹兎は首をひねる。そういえばそんな話を聞いたことがあるような気が、しないでもない。


    「ほかにも家電、銀行、自動車、不動産などなど、挙あげたらきりがねぇ。そのでっかいでっかい槇村財閥のお嬢さま、それが二年四組の槇村伽か夜よさんなんだよ！」


    　自慢げに言い放つと、小柳はびしっと人差し指を鷹兎の鼻先に突きつけた。


    　なんでこいつそんなに詳しいんだ？　あとどうしてそんなに偉そうなんだ？　怪け訝げんに思いながら、「それで、その槇村伽夜さんがなんなの……？」と鷹兎は、人差し指から逃げるように上半身をのけぞらせて尋たずねた。


    「おまえ、ジャンケン、負けたよな」


    「……うん」


    「じゃ、今から槇村先輩の所に行って、告コクってきて」


    「告っ……ぇえッ？　ぼぼ、僕が？　そんな──」


    　ばんっ！


    　小柳の手が乱暴に机を叩き、鷹兎の言葉をさえぎる。鷹兎は椅い子すの上で小さく跳び上がった。


    「やるよな、当然。負けたんだからなぁ」少しドスの利きいた声で小柳が詰め寄る。


    「それは……でも……」


    　そんな罰ばつゲームがあると知っていれば、ジャンケンなんてしなかった。一瞬そう思った鷹兎だが、しかし、


    （いや……知ってても、僕は結局ジャンケンしただろうな）


    　鷹たか兎とは〝ノー〟と言えない。なにを言われても、押しつけられても。


    　もし事前に罰ばつゲームのことを知らされていたとしても、鷹兎に断る選択肢はなかった。


    　結局はそれが一番賢かしこい生き方なのだと、中二の頃に悟さとった。それ以来、ずっとそうやって生きてきた。これからも、その生き方を変えるつもりはない。


    　ずるずると椅い子すを引きずって、鷹兎はおもむろに立ち上がる。


    「わかった…………するよ、告白」


    　ぼそりと、独りごちるように告げた。


    



    



    　小こ柳やなぎ情報によると、昼休みのこの時間、槇まき村むら伽か夜よは図書室にいるのがほとんどらしい。


    　一同──小柳、鷹兎、見届け人としてついてきたクラスメートたち──が図書室前にたどり着くと、まずは小柳が中の様子をうかがいに入っていった。二十秒か三十秒ほどで、ニヤニヤしながら戻ってくる。


    「槇村先輩、いたいた。おら、行くぞ東ひがし森もり」


    　小柳は手招きし、図書室の奥のほうへ歩いていく。


    　鷹兎の足が戸とま惑どっていると、突然、背中をどんと押された。驚き、思わず振り返った鷹兎を、見届け人としてついてきたクラスメートの一人が「ほら、早く行けって」と言って、図書室内に押し込んだ。ほかのクラスメートたちも薄ら笑いを浮かべている。


    （みんな……僕がこっぴどく振られるところを見たいんだな）


    　鷹兎はがっくりと肩を落とし、小柳のあとをのろのろと追った。


    「おせーよ、東森。早くこっち来い」眉み間けんにしわを寄せて小柳がせかす。鷹兎が小走りになって寄っていくと、小柳は声をひそめ、書しよ架かに挟まれたせまい通路の奥を指差した。「ほれ、あそこ、あれが槇村先輩だよ」


    　背の高い書架に挟まれた薄暗い通路──その六、七メートルほど先に一人の女生徒が立っていた。


    （あれが……槇村先輩……？）


    　彼女はこちらに気づいていないようで、手元の開いた本にじっと視線を落としていた。


    　横を向いているせいもあって、この距離では顔はよくわからない。しかしただ立っているだけのその姿に、鷹兎は不思議な──オーラのようなものを感じた。優れた彫刻作品か、あるいは一流のファッションモデルを見ているような、そんな気持ちになった。


    「行くぞ。来いよ」


    　小柳はぼそっと囁ささやいて、忍び足で通路を進み、熱心に本を読んでいる彼女に声をかける。


    「あのぉ～、ちょっといいスか？」


    「──ム？」


    　彼女──槇まき村むら伽か夜よはハッとしたように顔を上げ、小こ柳やなぎと鷹たか兎とのほうを向く。彼女は眼鏡めがねをかけていて、そのレンズが、一瞬不気味に輝いた。


    「私に、なにか用か？」


    　宝たから塚づかの男役のように凜りんとして力強く、それでいてどこか突き放したような冷たさを感じさせる声だった。さっきまでへらへらしていた小柳の顔がこわばる。


    「あ……その……じ、実はっスね」うわずった声を上げて、後ろにいた鷹兎をつかみ、強引に前に引きずり出そうとした。「こいつが、先輩にお話が──」


    　刹せつ那な。


    　武術の達人のようにまったく無駄のない動きで、伽夜の人差し指が小柳の鼻先に突きつけられていた。


    「…………ッ？」小柳は息を呑のみ、そしてピクリとも動けなくなる。


    　やがてゆっくりと、白魚のようなその人差し指が、彼女の唇に当てられた。


    〝しー〟っという仕草だ。


    「……図書室であまり大きな声を出すな。話なら廊下で聞こう」


    「は…………はいぃっ。わわ、わかりまスたぁッ」


    　あたふたときびすを返し、小柳は逃げるように歩きだした。鷹兎も慌あわててそれに続く。


    　伽夜は読み途中だった本を書しよ架かに戻し、つかつかと出入り口へ向かった。


    　歩きながら鷹兎はちらっと振り返り、威い厳げんに満ちた──ＢＧＭとして、エドワード・エルガーの『威い風ふう堂々』が今にも聞こえてきそうなほどの──彼女の歩き姿を見て、思わず震ふるえが走った。


    　これから、自分は、彼女に、告白しなければならないのだ。


    



    



    　鷹兎が廊下に出ると、ついてきたクラスメートたちの姿がなかった。


    　図書室から出ようとする三人を見て、どこか目立たない場所に隠れたのだろう──と思っていたら、十メートルほど離れた廊下の曲がり角から、ちらちらと人の頭のようなものが見え隠れした。


    「さて、それで私に話とはなんだ？」


    　図書室の静せい寂じやくを乱さぬよう、緩ゆるやかに引き戸を閉めた伽夜が、くるりと振り返り、腕を組んで鷹兎と小柳を交互に眺める。


    　鷹兎はうつむいたまま上うわ目め遣づかいで、恐る恐る彼女を見上げた。身長は鷹兎より頭半分ほど高そうだ。短めのスカートからすらりと長い美脚が伸びている。


    　腰まで届くロングヘアは、つややかな光こう沢たくを帯びたストレート。しかし肩を越えた辺りから先端にかけては、緩ゆるやかにウエーブしている──のを、先ほど、引き戸を閉める彼女の後ろ姿を見て確認した。


    「……なにしてんだ、東ひがし森もり、早く言えよ」小こ柳やなぎが切せつ羽ぱ詰まったように囁ささやく。


    　しかし鷹たか兎との勇気は、告白に必要な規定量になかなか達しない。やがて痺しびれを切らしたのか、伽か夜よのほうから口火を切ってきた。


    「どうやら私のことは知っているようだが、一応名乗っておこう。二年四組、槇まき村むら伽夜だ。君は？」


    「あっ……ひ、東森鷹兎です。一年二組です」


    　伽夜はうんうんとうなずき、話を続ける。


    「そうか、では東森、用があるなら早く言ってくれ。昼休みが終わってしまうぞ」


    　楕だ円えん形のレンズの奥で、切れ長の瞳が鷹兎を見み据すえる。まつげが、まばたきするだけで風を起こしそうなくらいに長い。そしてその眼まな差ざしは、落ち着いてはいるが、獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類のように鋭かった。


    「………………あ…………」


    　ビビって声が出ない。


    　伽夜は眉み間けんにしわを寄せ、「？」と小首をかしげる。
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    「あ…………あの……その…………」


    　ぐびり、と鷹たか兎とはつばを飲み込んだ。


    　今から自分がすることを考える。思考がぐるぐる渦うずを巻く。


    　告白。


    　人生初の告白が罰ばつゲーム。


    　相手は思ってもみなかったほどの美人。


    　槇まき村むら財ざい閥ばつのお嬢さま。


    　でも怖そう。


    　告白したらなんて言われるだろう。


    　僕にはなんの取り柄もない。


    　冗談はやめろと笑われる？


    　ふざけるなと怒られる？


    　でも。


    　もしかしたら。


    　お金持ちは変わっている人も多いらしいから、意外と僕みたいなのがタイプだったり？


    　バカか、そんなことあるわけない。


    　バカ。


    　バカ。


    　それにしても本当に綺き麗れいな人だなぁ。


    　先輩の人差し指が、いらだたしげに動いている。


    　これ以上待たせると、本気で怒られるかも。


    　あぁもう考えるの疲れた。


    「槇村先輩……っ」鷹兎はやけくそになった。「えっとその、ぼ、僕と……！」


    　そのとき。


    「ムッ？　ちょっと待て！」


    「僕とつき……え？」


    　突然手のひらを突き出して、伽か夜よが鷹兎を制止する。彼女の目が、とんでもないものを見つけたみたいに大きく見開かれて、鷹兎の足元をじいいぃぃっと凝ぎよう視しした。


    （……え？　な、なに……？）


    　鷹兎も自分の足元を見た。が、まだ汚れの少ない上うわ履ばきとリノリウムの床以外、なにも見当たらなかった。伽夜は急に背中を向けてしゃがみ込むと、どこから取り出したのか手のひらサイズのカメラを構えて立ち上がる。


    「すまない。撮らせてもらうぞ」


    　そして、鷹兎の返事も待たずにシャッターを切った。背面の液晶画面を確認し、おおぉ、とつぶやく。鷹たか兎ともちらっと覗のぞいてみたが、床と、鷹兎の足元から伸びる影が映っているだけ──のようにしか見えなかった。


    　液晶画面を見ながら伽か夜よはピッ、ピッとカメラのボタンをあれこれいじくっていたが、急に顔を跳はね上げ、


    「東ひがし森もり鷹兎──と言ったなッ？」


    　ギヌロ、と鋭い視線を浴びせてきた。


    　鷹兎は思わず姿勢を正して、「は、はいっ、そうですっ！」と答える。自分でもわからないが、反射的に足を開いて、歯を食いしばっていた。


    　すると伽夜は──目を細めてニッと笑った。


    　え、笑った？　鷹兎は驚き戸惑うが、彼女の笑顔に思わず見とれてしまう。


    　彼女はにこやかにこう告げた。「まずは君の用件をすませたい。さぁ、早く言ってくれ」


    　なにがなんだかよくわからないが、今ならなにを言っても許してもらえるような、そんな気がした。


    　だから、ついに、


    「あの……じゃあ……僕とつき合ってください」


    　鷹兎は言ってしまった。


    　しかし。


    「……む？」


    　伽夜は怪け訝げんそうな顔で首をかしげる。


    『あーぁあ、このバカ、ほんとに言っちゃった』とばかりに、小こ柳やなぎがくっくっくと笑った。


    　すぅーっと血の気が引く感覚で、鷹兎は我われに返る。


    （あれ……やっぱりダメだった？　そりゃそうか）


    　もしかしてＯＫしてもらえるかも？　とか、一瞬でも本気で考えてしまった自分がものすごく恥ずかしくなる。


    　やがて伽夜の首が垂直に戻った。


    



    「わかった、つき合おう」


    



    　と言った。


    　鷹兎は耳まで真っ赤にしてうつむき、


    「はい、あの……すみませんでした…………え、い、今、なんておっしゃいました？」


    「〝わかった、つき合おう〟と言ったのだが？」


    　きょとんとした顔で、ぱちぱちとまばたきをする伽夜。


    　鷹兎は目と口をまんまるにして、石像のように固まった。


    「用件はそれだけか？　では私は急用を思い出したので、続きは放課後、旧部室棟とうの前で待っているぞ」


    　そう言うと伽か夜よは、再び威い風ふう堂々と廊下を歩き、去っていった。


    　規則正しい彼女の足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなると、逆方向の廊下の曲がり角に隠れていたクラスメートたちがわらわらと戻ってきた。「小こ柳やなぎぃ、なぁ、結局どうなったんだ？」「あたしたち、ぜ～んぜん聞こえなかったよぉ」「おい小柳、聞いてんのか？　どうした、もしかしておまえも叱しかられたか？」「二人ともどうしちゃったの？」「さぁ」


    　しばらくして、鷹たか兎と同様、石像と化していた小柳が、ぼそっと一言漏もらした。


    「うっそ……！」
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    　去年改築されたばかりの真新しい体育館。その裏に、すすけた壁の旧部室棟がひっそりと建っている。


    　体育館が改築された際、各運動部の部室は新体育館内に設置されることとなった。よって旧部室棟となったこの建物は、ほとんど使わない邪じや魔まな荷物を置くための倉庫代わりとなり、今現在に至る。もう滅めつ多たに人は寄りつかない。


    　その旧部室棟の裏側、校舎からはまったくの死角となったシークレットプレースから、人の話し声が聞こえてくる。携帯電話で何者かと話す伽夜の姿がそこにあった。


    「……はい。〝判定機〟で撮影して確認しました。適応指数は九十二、間違いなく影かげ子こ適応者です」


    『九十を超えたか……！　それはすごいな。過去に例のない逸いつ材ざいだ』


    「おっしゃるとおりです」伽夜は見えない電話相手に頭を下げる。


    『伽夜、おまえのやるべきことはわかっているか？』


    「はい、彼──東ひがし森もり鷹兎に、影子使いになるよう要請、説得します」


    『うむ、そうだな。では早速、夜や獣じゆうの種を送る。早はや瀬せに持たせるから、その東森くんの承しよう諾だくが得られたら、今日にでも種を植えろ』


    「わかりました、お父さま」


    『よろしい。それともう一つ──』


    「もう一つ、ですか……？」


    



    



    　それから約五十分後、五時間目と六時間目の間の休み時間。


    　校門にて、黒いスーツを着た白髪の男から、伽夜はアタッシュケースと薄い茶封筒を受け取った。


    「それではわたくし、今から東ひがし森もりさまのお宅までのコースを一度見てまいります」


    　男はそう言って、黒塗ぬりのベンツで走っていった。


    　伽か夜よは校舎に戻り、そのままトイレへ。個室に入って鍵かぎをかけ、茶封筒の中から一枚の書類を出す。


    「東森鷹たか兎と……三月三日生まれ、十五歳……不ふ二じ沢さわ市供く華げ沼ぬま…………む、一人暮らしか。それは都合がいいな」


    　書類を封筒に戻すと、次に慎しん重ちような手つきでアタッシュケースを開ける。


    　中に入っていたのは、白のアンダースコートが一枚、それだけ。


    　アンダースコートの内側にはポケットがついていた。伽夜はその内ポケットの中に数個の〝玉〟が入っているのを確認し、さらにその一つを取り出して丹たん念ねんに眺める。


    　直径二センチほどのいびつな球体。炭すみを塗りつけたような黒い塊かたまり。


    「夜や獣じゆうの種……なぜ影かげ子この種と呼ばないのだろうな。……まぁ、どうでもいいことだが」


    　ふっ、と笑って、〝玉〟を内ポケットに戻した。


    　上うわ履ばきを脱いでまずは右足、次いで左足をアンダースコートの穴にくぐらせる。


    　厚手の白い生き地じがするすると太ももを滑すべっていく。


    　装着。


    「……んっ…………よし」


    　そして彼女は、乱れたスカートの裾すそを整えて、何食わぬ顔でトイレから出ていった。
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    （僕が……槇まき村むら先輩と……槇村先輩が僕の……か、かの……！）


    　信じられないが、しかし彼女は確かに『つき合おう』と言った。夢ではない。やっぱり〝お金持ちには変な人が多い〟理論は正しかったのかもしれない。


    　放課後、鷹兎は頭の中のお花畑でるんるんとスキップを踏みながら、体育館裏にあるという旧部室棟とうに向かった。


    　伽夜はまだ来ていなかった。


    　体育館一階の武道場からは剣道部の掛け声が、二階のメインスペースからも、ホイッスルの鳴る音とボールが床にぶつかる小気味いい音が響いてくる。


    　待つこと五分。


    　ハッと気づく。


    （もしかして僕、からかわれたんじゃ……！）


    　何時間待っても彼女は来ないのでは？


    　明日学校に来たら、自分は学校中の笑いものになっているのでは？


    　そんな不安に襲われる。めまいがして、旧部室棟とうのすすけた壁に手をつきそうになった──と、そのとき。


    「すまない、待たせてしまったようだな」


    　振り返ると伽か夜よがいた。


    「どうした、顔色がよくないな。具合でも悪いのか？」


    　伽夜が寄ってきて鷹たか兎との顔を心配そうに覗のぞき込む。三十センチ、二十センチ、教室で隣の席に座る女子より遥かに近い距離まで彼女の顔が接近してくる。


    　ふわ、と甘い香りが鼻をくすぐった──ような気がした。


    　鷹兎は旧部室棟の壁にぶつかるような勢いで身を引いて、


    「だだ、だ、大丈夫です！」


    　引きつった顔でアハハハッと笑った。


    「そうか……？」伽夜は瞳をぱちくりさせる。ならいいが、と言ってコホンと咳せき払ばらいすると、急に真ま面じ目めな顔になって鷹兎を見つめた。「……ところで、突然だが君に大事な話がある。ほかの人間には聞かれたくない。ここでもいいのだが、できればもっと落ち着ける場所で……もしよかったら、これから君の家にお邪じや魔ましてもいいだろうか？」


    「えッ……？　ぼ、僕んちですか？」


    　伽夜はこくんとうなずく。中指でずれた眼鏡めがねを戻し、


    「もし今日がダメなら明日でも……君の都合のいい日で全然構わないのだが」


    「えっ……いや……」


    「嫌いやか？」


    「あ、いえ！　その〝いや〟じゃなくて……きょ、今日で大丈夫ですっ！」


    「そうか、それはよかった」


    　表情を崩し、にこっと微笑ほほえむ伽夜。彼女の笑顔は九十七パーセントの美しさと、三パーセントの可愛かわいさでできている。その黄金ブレンドが素材のよさを極限まで引き立てていた。


    　鷹兎の胸が、きゅきゅん、と身み悶もだえする。


    （〝大事な話〟ってのがなんなのか、ちょっと気になるけど……）


    　ま、いいか、と気にしないことにした。このあとの伽夜の行動で、すぐにどうでもよくなった。彼女は「では」と言い、手を前に出す。


    　なんだろう、まるでドアノブを握にぎろうとしているみたいな仕草だな……？　と鷹兎は思う。


    　彼女の手は、しばらくもじもじ、わきわきとしていた。


    　が、やがて意を決したように──鷹兎の手をガツッと握る。


    （え……ッ!?）


    　思わず伽夜の顔を見上げた。その視線から逃のがれるように顔を背そむけた伽夜が、


    「い……行くぞッ！」


    　と言って、つかつかと歩き始めた。


    「あ……は、はいっ」鷹たか兎とも慌あわてて歩きだす。


    　体育館の正面に出て、校舎と校庭の間をずんずんと速いペースで突き進む伽か夜よ。手をがっちりとつながれて、引きずり回されるようにあとに続く鷹兎。


    （先輩の手……すべすべ……それに柔やわらかい…………でも）


    　なんだか落ち着かない。


    　伽夜の手が、ぎゅうぎゅうと締しめつけてくる圧迫感が、ちょっと怖い。


    　悪いことをして先生に見つかり、職員室に連れていかれようとしている小学生のような気分になった。


    　やがて昇降口の前にさしかかると、


    「わっ」


    「おい見ろあれ」


    「噓うそ、槇まき村むらさんじゃん」


    　という声が。下駄箱からスニーカーを取り出したままのポーズで硬直している男子生徒と目が合う。鷹兎は自分でもよくわからないが、なぜかぺこぺことお辞じ儀ぎをして通り過ぎた。


    　昇降口の先から校門までは、三十メートルほどのスロープになってる。左側は校庭、右側は駐輪場が連つらなり、今から下校しようとしている生徒たちの姿が多数見られた。伽夜はつかつかとまったくペースを緩ゆるめずスロープを下りていく。すれ違う生徒たちが、二人を驚きと好奇の眼まな差ざしで見送った。


    （あああ、みんなが見てる。槇村先輩って、やっぱりこの学校の有名人なんだな）


    　たいして興味なさそうにしている生徒も少しはいたが、それはきっと一年生だろう。


    （槇村先輩とつき合うと、毎日こんなふうに周りからじろじろ見られるのかなぁ……。あ、け、携帯で写真撮られた。まるで芸能人カップルだ。目立つのは苦手だよぅ）


    　これからの高校生活に暗雲が垂たれ込めるのを感じた。


    （先輩は……どうなんだろう。今さら目立つことなんて慣れっこなのかな）


    　そんなことを考えながら校門をくぐる。と、その刹せつ那な。


    　──キキィッ！


    　絶妙のタイミングで黒塗ぬりのベンツが滑すべり込んできて、二人の目の前で急停車した。まるでアクション映画のワンシーンのよう。鷹兎は、うわ、と悲鳴を上げて身を引こうとしたが、伽夜は微動だにしなかった。


    「お待たせしました、伽夜さま」


    　ベンツから、黒いスーツを着た初老の男が降りてきて、深々とお辞儀をする。


    　髪も口ひげも真っ白。しかし顔つきは精せい悍かんで、背筋もしゃんと伸びている。もしかしたら意外と若いかもしれない。四十代前半とか……？　鷹たか兎とは首をかしげた。


    「一秒も待ってないよ。相変わらずぴったりのタイミングだな、早はや瀬せさん」


    　伽か夜よはふふっと笑い、初老の男が後部座席のドアを開けるのを待って、素早く乗り込んだ。手をつないだままなので、鷹兎も車内に引っ張り込まれる。


    「はじめまして、東ひがし森もりさま。わたくし、伽夜さまの運転手を務めさせていただいております、早瀬亮りよう治じと申します。以後よろしくお願いします」


    　もう一度深々と頭を下げる早瀬運転手。鷹兎も慌あわてて、「あっ……ここ、こちらこそ、よろしくお願いしますッ」と頭を下げる。


    　早瀬運転手はにこっと品よく笑うと、ゆっくりと後部ドアを閉めた。


    　伽夜がシートベルトを締めているのを見て、鷹兎もそれに倣ならう。気がつけば、いつの間にか伽夜の手が離れていた。寂しいような、ほっとしたような。


    「それでは出してくれ」


    「かしこまりました」


    　運転席に戻った早瀬運転手が車を発進させる。ベンツは静かに加速し、流れていく景色がすぐに見覚えのないものになった。鷹兎の知らない道に入ったのだ。


    「あ！　あの、僕、電車通学だから……み、道がわかりません。住所は……」


    「大丈夫だ、東森。早瀬さんはちゃんとわかっているから」伽夜が落ち着いた声で言う。


    「え？」


    「はい、存じ上げておりますのでご安心を。お気き遣づかい、ありがとうございます、東森さま」


    　バックミラー越しに早瀬運転手が小さくお辞じ儀ぎした。


    「いえ、ど、どうも……」と、鷹兎も反射的にお辞儀を返す。しかし、


    （なんで僕んちを知ってるんだろう？）


    　疑問が湧わく。ハッとする。


    （……調べた？　槇まき村むら先輩とつき合うことになったから？　僕のこと、住所からなにから徹底的に調べられちゃったのか？　さすがお金持ち、ってゆーか怖ッ！）


    　ぶるるっと体に震ふるえが走った。


    （もしかしてこの車、僕んちじゃなくて、どこかの建設中のビルに向かってるんじゃ。怖いお父さんが待っていて、〝君は娘にはふさわしくないな〟って埋められちゃうんじゃ……ひいいいいいっ！）


    　と、そのとき。


    　おぉそうだ、と言って伽夜が手を叩いた。鷹兎はビクッと五センチほど跳び上がる。幸さいわい伽夜には気づかれなかったようで、彼女は平然とした顔でこう言った。


    「ところで、昼休みのときの話がまだ途中だったな」


    「え？　そ、そう、でしたっけ……？」


    （僕が告白して、先輩がＯＫしてくれて…………以上、だよな。なにが途中？）


    　意味がわからず、鷹たか兎とが曖あい昧まいに返事をすると、


    「ム、確かまだ聞いていなかったはずだが？　私はいったいどこへつき合えばいいんだ？」


    「…………はい？」


    「だから、どこにつき合えばいいのかと訊きいている」


    「………………」


    「………………む？」


    　眉まゆ根ねを寄せて、首をかしげる伽か夜よ。


    　自然と鷹兎も彼女の真ま似ねをしていた。


    



    　彼女は確かにこう言った。


    『わかった、つき合おう』


    



    （〝つき合う〟って…………その〝つき合う〟ぅ～!?）


    　鷹兎の頭は一瞬ホワイトアウトした。


    　次の瞬間、今度は顔がかーっと赤くなる。


    （……そっか。そりゃそうだ。やっぱり槇まき村むら先輩が僕なんかとつき合うわけ……いや、つき合ってくれるらしいけど……だからそのつき合うじゃなくて……ああッ）


    　一人で勘違いして、初めて彼女ができたと舞い上がって、その結果がこれ。


    　死にたくなるほどの恥ずかしさに、トランス状態に入った呪術者シヤーマンのごとく鷹兎はぐねぐねと身み悶もだえた。


    「ど、どうした東ひがし森もり。そんなに言いづらい場所なのか？　……遠いのか？　お金と時間がとってもかかる場所か？　心配しなくても自分の分の旅費は出すぞ」


    　不思議な舞を踊る鷹兎を見て、伽夜が目を丸くする。


    　しばらくして、はぁはぁと荒い息を吐きながらも、鷹兎はなんとか理性を取り戻した。


    「すみません、もう大丈夫です……。えーとですね……」


    「ナイアガラの滝か？　エアーズロックか？　あ、いや、本当の世界最大の一枚岩はマウント・オーガスタスなんだ。どっちもオーストラリアだから、なんだったら両方──」


    「本屋さんです」


    「ホンヤ山さん？　き、聞いたことがないな……。それはいったいどこにある山だ？」


    「山じゃなくて、お店です。書店です」


    「………………書、店？　え、書店？　あの、本が売っている？」


    「はい。参考書を選ぶのにつき合っていただこうかと思ったんです。でも、えーっと、気が変わったのでもういいです」


    　もちろん噓うそだ。だがもうそれでいい。


    「もういい？　私は……つき合わなくていいのか？」伽か夜よが尋たずねる。


    「はい」鷹たか兎とは答えた。もうこれで終わりにしたい。なんだったら今すぐここで降ろしてほしいと思った。だが、伽夜はそれを許さなかった。


    「私では頼りにならないということか？」


    「え……？」鷹兎は目をしばたたく。


    「私の選ぶ参考書では役に立たないと、そういうことか？」


    　くいっと中指で眼鏡めがねをずり上げる伽夜。


    　心なしか、ちょっぴり怒っているような──と思ったら、眉み間けんに小さくしわが寄っていた。鷹兎は高速で首を横に振る。


    「い、いいえ、違います！　断じてそのようなことはッ！　そのっ……よく考えたら僕、そんなに勉強好きじゃないし……参考書より漫画買いたいなーって、思っちゃいまして……ア、アハハハハハハハハ」


    「漫画……？」


    「はは、はい、そうです」


    　こくこくと、こくこくと何度もうなずく。


    「そうか、そういうことか……」伽夜はつぶやくと、ようやく険けわしかった表情が和やわらいだ。


    「……だがそれは困ったな。私は漫画はほとんど読まないから、残念だが役に立てそうにない。すまん」


    　そう言うと、伽夜はぺこりと頭を下げる。


    「あ、と、とんでもないです……！　悪いのは僕のほうで……」噓をついて、彼女に謝らせてしまった。胸の奥から、罪悪感が滲にじみ出る。


    「代わりと言ってはなんだが、漫画選び以外で私につき合ってほしいことを思いついたら、いつでも遠慮なく言ってくれ。できる限り、どこへでも、なんにでもつき合おう。……あ」


    　伽夜は宙を睨にらみながら、顎あごに手を当てて、むー、と考え込んだ。やがて、


    「どこへでもと言ってもトイレの中までは勘かん弁べんしてほしい。いや、君がどうしてもと言うのなら、考えなくもないが……」


    「い、いやいやいや！　ぼ、僕、そんなお願い、絶対しませんから！」


    「そうか？　テレビの心しん霊れい番組なんかを見て、夜中に一人でトイレに行けなくなったりしたら……トイレの外からずっと話しかけてやるから、それで許してくれないだろうか？」


    　トイレにつき合うのがもう前提になっている。


    「いやいやいやいや！　ないです、そのシチュエーション！　そんなことでわざわざ夜中に呼び出したりしないですから！」


    「む、そうか。では漫画選びとトイレ以外で、よろしく頼んだぞ」


    　そう言って、伽か夜よはにこっと優しく微笑ほほえんだ。


    　鷹たか兎との心臓が、ドキッ、と跳び上がる。


    　その後、彼女は早はや瀬せ運転手のほうに顔を向け、あとどれくらいだろう？　と話し始めた。


    　鷹兎はほっとため息をついて、黄金ブレンドの微笑みに高鳴る胸を押さえながら、ふかふかのシートにぐったりと体を預ける。緊張とときめきのドキドキで心臓が疲労困こん憊ぱいだ。


    　そういえば、と思い出す。


    （〝つき合う〟がそっちの意味だったってことは……じゃあさっきなんで手をつないできたんだろう。先輩、ちょっと変わった人みたいだけど、だからって恋人同士でもない高校生男女が手をつないだりするかな……？）


    　理解不能。理解不能。


    　いったい彼女がなにを考えているのか、さっぱりわからなかった。


    （大事な話っていったい……。僕をどうするつもりなんだ？　ああっ……なんだかすごく胸騒ぎが……！）


    　鷹兎の不安をかかえたまま、ベンツは住宅街をなめらかに駆け抜けていく。


    



    



    　やがて車は、鷹兎の家の前で静かに停止した。


    　この家には駐車スペースがあり、ベンツはそこに停とめてもらった。早瀬運転手は車の中で待機するらしい。


    　キィーッと軋きしむ門もん扉ぴをくぐり、玄関に向かう。二階建ての一軒家。築造から四十年ほど経っていそうな外観は、今どきの家々が建ち並ぶ周りの風景から若じやつ干かん浮いていた。ここからは見えないが、庭は雑草でぼうぼうだ。


    　ドアの鍵かぎを開けて中に入る。「お邪じや魔まします」と言って、アタッシュケースを持った伽夜があとに続く。


    　家の中はしんとして人の気配がない。


    　鷹兎は伽夜を応接用の洋間に案内し、ソファーを勧めた。


    「お茶とコーヒー、どちらがよろしいでしょうか？　どっちもインスタントですけど……」


    「む、では、お茶で頼む」


    　鷹兎はいそいそと台所に向かい、お盆にお茶を二杯載せて戻る。


    「ど……どうぞ」


    「ありがとう。頂いただく」


    　上品な仕草で伽夜はお茶を一口すすった。


    　Ｌ字型をしたソファーに腰かける彼女の斜め向かいに、テーブルの角を挟はさむようにして鷹兎も腰を下ろした。自分の分の湯飲みを手に取り、口をつけて飲もうとした瞬間、ふと部屋の隅すみにほこりがたまっているのを見つけ、思わず噴ふき出しそうになった。


    　う……ごほっ、ごほっ。口を押さえてむせる。


    「だ、大丈夫か、東ひがし森もり」


    　心配そうな顔で鷹たか兎との横に体をずらし、伽か夜よが背中をさすってくれた。柔やわらかなタッチで優しく撫なでられて、ぞくっとするほど気持ちいい。でも恥ずかしい。


    　やがて咳せきも止まり、鷹兎はすみませんと謝った。


    「気にするな。君が悪いわけじゃない」


    　伽夜はさわやかに笑い、元の位置に戻る。鷹兎は顔を真っ赤にしながら、


    「いえ……今のことだけじゃなくて……その、この部屋、掃そう除じが全然行き届いてなくて……あ、部屋の隅すみとか見ないでください……ほんと、すみません。僕、四月にここに越してきたばかりなんですけど、一人暮らしって初めてで……いろいろ大変で、なかなか掃除に手が回らなくて……」


    「ほう、そうか。私も一人暮らしだが、確かに慣れるまではいろいろと大変だな。……それで、ご両親は？」


    「両親は、隣町の駅前マンションに住んでます」


    「隣町？　ずいぶん近くに住まれているんだな。なにか事情が……あ、いや、無理に言わなくてもいいが」


    　ばつが悪そうにする伽夜に、鷹兎は首を横に振る。


    「いえ、別にそんなたいした事情でもないです。ここは元々父方の祖父母の家だったんですけど、祖父も祖母も亡くなって、ずっと空き家状態だったんです。その頃は僕も家族と一緒にマンションに住んでましたが、３ＬＤＫで、妹と相部屋で──」


    「む、妹さんがいるのか」


    「あ、はい。うちは両親共働きだから、僕がいろいろ面倒を見てあげてました」鷹兎はちょっとだけ昔を懐なつかしむような顔をする。「ちっちゃい頃は〝お兄ちゃん、お兄ちゃん〟ていつもべったりだったんですけど最近はもう……。中学に上がると〝アニキと同じ部屋は嫌いや〟って言いだして、じゃあせっかく空き家があるからって、ほとんど追い出されたような感じで……ははは」


    　苦にが笑わらいしながら頭の後ろをかいて、ちらっと伽夜を見た。自じ虐ぎやくネタとして、そこそこウケそうな自信があった。


    　が、伽夜は全然笑っていなかった。


    「恩おん知らずな妹だな」


    　険けわしい表情で吐き捨てるように言った。


    　鷹兎が目を丸くすると、彼女もそれに気がついて、


    「あ……いや、すまない、出すぎたことを言ってしまった。…………そうだな、よく考えたら、年頃の女の子に相部屋はちょっとつらいな……」


    　気まずそうにうなだれる。


    　しばらく沈黙が続いた。


    



    



    「あの……それで、大事なお話とはなんでしょう？」


    　沈黙に耐えかねて鷹たか兎とが尋たずねると、伽か夜よはハッとしたように顔を上げた。


    「あ、そ、そうだったな、うん。すっかり忘れていた」


    　なにかをごまかすように伽夜が笑う。そして、


    「まずは見てほしいものがある。それから話したほうが、君も信じやすいだろう」


    　彼女は自分の湯飲みをどかし、テーブルの上に手をかざした。コホンと咳せき払ばらいをして、天てん板ばんに映った自分の影をこんこんとノックする。


    「しましま、出てこい、東ひがし森もりに挨あい拶さつをしろ」


    　しましま？　いったい誰に言ってるんだろう？　鷹兎が首をかしげると、天板に映る伽夜の影に異変が起こった。


    「え……っ？」


    　口を大きく開けて、鷹兎は言葉を失う。


    　影から、しゅるりと長いなにかが飛び出してきた。


    　ちっちゃくてつぶらな目。ぴくぴく動く耳。触り心地のよさそうな、つやのある茶色の毛。


    　それは三十センチくらいの細長い生き物だった。


    　鷹兎と目が合うと嬉うれしそうに、


    「しゅー」


    　と鳴いた。すすすと四本脚で天板の上を歩き、湯飲みを持っている鷹兎の右手に近づく。


    　わわッ、と鷹兎は悲鳴を上げた。湯飲みの中のお茶が波打った。


    「大丈夫だ、落ち着け。咬かんだりはしない」伽夜が静かに言う。


    　その生き物は、緊張して震ふるえる鷹兎の手に鼻を近づけて──、


    　くんくん。


    　やがて「しゅしゅ～～」と鳴いて、鷹兎の手の甲にすりすりと頰ほおをこすりつけた。


    「な、なんですか、この生き物……フェレット？　じゃなくて、オコジョ、ですか？」


    　伽夜は首を横に振る。


    「フェレットでもオコジョでもない。これは影かげ子こという。影から生まれたから影子だ。そして私はこの子に〝しましま〟という名前をつけた」


    　その生き物はお腹から尻尾しつぽにかけて縞しま模様が入っていた。意外とファンシーなネーミングセンスなんだな、と鷹兎は思った。


    「しましま、挨あい拶さつはそこまでにして、こっちに来い」


    　伽か夜よが呼びかけると、しましまは「しゅ？」と短く鳴いて、すすすと主あるじの元へ戻る。


    　右手を大きく広げて、伽夜がしましまに命じた。


    「しましま、憑ひよう依い！」


    「しゅ～！」


    　しましまは元気よく鳴くと、伽夜の手のひらに向かって跳はねた。


    　細長い体が、勢いよく伽夜の手のひらに吸い込まれていく。


    　鷹たか兎とは目をまんまるにして、思わず身を乗り出した。


    　しましまの尻尾しつぽがしゅるんと手のひらの中に消えた。


    「え……なんですか今の……手品……？」


    「まだだ。見ていろ」


    　伽夜は宙に向かって右手を突き出す。その指先から手首にまで縞しま模様が入っているのに鷹兎は今さら気づいた。しましまと同じ、茶色の縞模様だ。


    「……むんっ！」伽夜が一声うなると、彼女の手のひらの前に青白い光の粒が現れた。その直後、光の粒は一瞬で展開し、Ｂ５サイズほどの〝平面〟に変化する。それはまるでブルーの色ガラスのようだった。向こう側が透すけて見える。


    「な……なんですか、これッ!?」鷹兎が叫ぶ。


    「防御シールドだ。もっと大きくもできるが、あまり大きくすると強度が下がる。三十メートル圏内なら、どこにでも展開できる。ただし壁などの大きな障害物の向こう側に張ることはできないがな。これが私の──しましまの能力だ」


    　伽夜は表情を変えずに淡たん々たんと言った。


    〝防御シールド〟──ゲームなどで聞いたことがある言葉だ。


    　逆に言うと、現実世界でこの言葉が使われるのを聞いたことがない。


    　しかし、鷹兎の目の前に、確かに存在している。


    「触っても……大丈夫ですか？」


    「ああ」


    　恐る恐るつついてみる。動かない。空間に固定されているようだった。厚さはまったくなくて、真横から見ると青い〝縦たて線〟のようになる。下へ手たをするとどこにあるのか見失いそうだ。軽くノックしてみると、コンコン、と硬かたい音がした。


    　鷹兎は、ふわぁ～！　と感嘆の息を漏もらす。


    「すごい……もう魔法だこれ」


    「影かげ子こ能力を身につけた者を影子使いと呼ぶ。槇まき村むら家けには私以外にも影子使いが多数いる。誰でも影子使いになれるわけではなく、そのために必要な条件を満たさなければならない」


    「……条件、ですか？」


    「才能、あるいは体質と言ってもいいだろう。それを満たした者を影かげ子こ適応者と言う」


    「はぁ」


    　なんだかもったいぶった話し方だな。そう思いながら鷹たか兎とは防御シールドの反対側に回り込んだ。淡いブルーの視界越しに伽か夜よと目が合う。


    「東ひがし森もり、君は優れた才能を持つ影子適応者だ。ぜひ影子使いになって、私たちと一緒に戦ってほしい」


    「…………は？」


    　彼女はにっこりと笑った。黄金ブレンドだ。


    



    



    　その後の伽夜の説明をまとめるとこうなる。


    　──この国には夜や獣じゆうという、夜に現れ人の魂たましいを食べる化け物がいる。


    　──夜獣を倒すと死し骸がいの中から黒い玉が現れる。夜獣の種と言う。土、砂などの地面の上に放っておくと、地中深くにもぐり込んでしまう。時間が経つと、新たな夜獣に生まれ変わる。


    　──ただしその夜獣の種を適応者の影の上に置くと、種は影の中にもぐり込む（植わる）。しばらくすると影子が生まれる。影子と夜獣は似て非なる存在である。


    　──伽夜の一族、槇まき村むら家けは、計画的に影子使いを輩出し、夜獣と戦っている。すべての夜獣の抹まつ殺さつが、槇村家代々の使命であり、悲願である。


    「ぜひ君にも協力してほしい」


    　伽夜は座った姿勢でぐっと頭を下げた。あわわ、と鷹兎はうろたえる。


    「ぼ、僕に、才能？　そんな……あるわけないですよ。なにかの間違いじゃ……」


    「テーブルの上に手を出してみろ」


    　そう言って伽夜は、促すように自分も手を出す。


    「あ、はい……」鷹兎もテーブルの上に手をかざす。二人の手が並んだ。


    「私の影と君の影、濃さを比べてみろ」


    「濃さ、ですか？　…………あれ？」


    　気のせいか？　と最初思った。しかし、「先輩の影より、僕の影のほうが薄いような……」


    　伽夜は、うむ、とうなずいた。


    「それが証あかしだ。影子適応者は普通の人間より影が薄い。私も、しましまが生まれる前はそうだった」


    　槇村家の研究者の仮説によると、この世のあらゆるものには霊れい的てきななにかが宿っているという。人間の場合は、いわゆる守しゆ護ご霊れいと呼ばれるものだと考えられる。そして守護霊の存在が薄いと、その人間の影も薄くなってしまう。


    　守護霊の存在が薄い、つまり守護の力が弱いと、不運を呼び込みやすくなるらしい。


    「なにか心当たりはないか？　たとえば……」


    「心当たりですか……？　あ……あります、心当たりッ。僕、生まれてから一度もジャンケンで勝ったこと……いえ、あいこになったこともないです！」


    「一度もか。それはある意味すごい」伽か夜よは驚きに目を見開く。「おそらく君の守しゆ護ご霊れいの力はかなり弱いのだろう。だがそれがいい」


    「弱いのが、いいんですか？」


    「ああ。夜や獣じゆうの種が人間の影に植わるのは、その人間の守護霊の力が弱いからだ──と考えられている。守護霊の力が強いとそもそも植わらないか、あるいは植わっても影の中で枯れてしまう可能性が高い」


    　化け物の素もとのわりには意外とひ弱なようだ。


    「私の守護霊の力はそれほど弱くなかったようで、夜獣の種を二つ無駄にしてしまった。だが君なら多分……一発で影かげ子こが生まれるだろう。もしよければ早速今から──」


    「え……ちょ、ちょっと、待ってください！」


    　今にも準備を始めそうな伽夜に慌あわててストップをかける。先ほどの説明にものすごく気になる箇か所しよがあった。


    「その……夜獣とかいうのに魂たましいを食べられるとどうなるんですか？」


    「ム、そ、それは……」伽夜は一瞬言葉を詰まらせる。「魂を失った人間は……肉体は無事だが精神活動が止まってしまう。目を開けたまま意識を失ったような、とでも言おうか……」


    　医学的な見地から治療をしても治る見込みはないという。ただし夜獣は捕ほ食しよくした魂を体内でゆっくり消化するので、すぐに倒せば、解放された魂は本人の肉体に戻るらしい。魂の消化され具合では、記憶が一部欠損したりするらしいが──とにかく止まった精神活動は回復するそうだ。


    「でも間に合わなかったら……」鷹たか兎とはゴクッとつばを飲む。


    　一生ベッドでの生活。


    　それを苦痛にも感じない。


    　感じる心がないのだから。


    　そうなった自分をイメージする。恐怖がぞわっと背筋を這はい上がった。


    「い……いやいやいや嫌いや、無理！　無理です！　いくらなんでも──」


    　鷹兎は〝ノー〟という選択肢を取れない人間だ。


    　だがそれは、そのほうが生きていく上で賢かしこい選択だと思っているからだ。でももし今ここで断らないと、鷹兎は夜獣とやらと戦わされて、魂を奪われてしまうかもしれないのだ。そんな選択が〝賢い〟わけがない。


    　本末転倒だ。


    　鷹兎はぬるくなったお茶を一気に飲み干す。そして、


    「……やっぱり僕には、そんな恐ろしい化け物と戦ったりは──」


    　できません、と言おうとした。


    　しかし言えなかった。


    「頼む！」


    　伽か夜よがずいっと席を詰めて、鷹たか兎とに迫った。


    　切れ長の、まつげの長い瞳で、じぃっと見つめてくる。決死の眼まな差ざしだ。


    　その眼差しからなんとか逃のがれようと、鷹兎は視線をさまよわせる。


    「いや……か、勘弁してください」


    　ずずっと、伽夜が接近した分、左にずれて距離を保たもとうとした。が、伽夜はまた、ずいっと追いかける。


    「とりあえず夜や獣じゆうの種を植えてみるだけでいい。頼む！」


    「あ、あの……」


    　ずずっ。


    　ずいっ。


    「戦闘向けの影かげ子こが生まれるとは限らないし、どうしても嫌いやだったら、いつでもやめていいんだ！」


    「でも……」


    　ず。


    　ずいっ。がしっ！　逃がさんとばかりに右手をつかまれた。


    「それにもし君が戦闘に出なければならなくなったら──そのときは私が守る！　守るのが、私のたった一つの能力だ。だから、命に換かえても守ってみせる！　だから頼む！」


    　彼女の顔がぶつかりそうな勢いで接近する。のけぞるように鷹兎はまた左にずれるが、左にもうソファーはなかった。このソファーにはひじ掛けがなかった。


    　あっ……!!　鷹兎の悲鳴。


    　わっ……!!　伽夜の悲鳴。


    　一瞬天井が見えて──思いっ切り床に転げ落ちた。鷹兎の手をつかんでいた伽夜も、一緒に転落する。


    　激しい音。振動。痛みを伴う衝撃。


    　しばらくなにがなんだかわからなくなったが、気がつくと、仰あお向むけに倒れた鷹兎の上に伽夜が覆おおいかぶさっていた。マウントポジションだ。


    （あっ……せ……先輩が……僕の上に……！）


    　動けなかった。理性が吹っ飛んで、動こうという気にもなれなかった。伽夜の顔がゆっくりと迫ってくる。瞳が、瞳を覗のぞき込んでくる。彼女の唇が、吐と息いきを感じる距離まで接近する。


    　ときめきと恐怖が胸の中でぐるぐると渦うず巻まいた。止めどもなくあふれ出す感情に心が押し潰つぶされそうな気がして、鷹たか兎とは思わず、今この現実から逃げるように、ギュッと目を閉じた。


    　だが、そこで伽か夜よの顔が止まった。気配でわかった。


    「………………」


    「………………」


    　そのまま時間が過ぎていく。


    　静かだった。遠くで鳥の鳴き声が聞こえたが、それっきりだ。


    　伽夜にまたがられているので身動きできない。拘こう束そくと静せい寂じやくが徐々に耐えがたくなってくる。


    （先輩……いつまでこうしている気なんだろう……）


    　恐る恐るまぶたを開くと──伽夜と目が合った。


    「あっ……」


    「…………」


    　無言の伽夜と、至近距離で見つめ合う。


    　やがて彼女の唇が、おもむろに動きだした。


    「ダメ…………か……？」


    　伽夜は悲しげに眉まゆ根ねを寄せていた。


    　もしここで断れば、彼女は泣きだしてしまうかもしれない。


    　少なくとも鷹兎にはそう思えた。


    （僕が先輩を泣かせるなんて……そんなの嫌いやだ……）


    　彼女の泣き顔なんて見たくない。その原因が自分だなんて耐えられない。


    　だから鷹兎は、やっぱり〝ノー〟と言えなかった。


    「わかりました…………でも、とりあえずその種を植えてみるだけですよ……？」


    　あさってのほうに目を泳がせながら鷹兎はぼそっと言った。ちょっとだけぶっきらぼうに言ってみたのは、鷹兎なりの精いっぱいの意思表示だ。


    　しばらく部屋の隅すみのほこりを眺めながら、〝先輩が帰ったらすぐに掃そう除じ機きをかけよう〟などと考えていると、伽夜が「ありがとう」と囁ささやいた。


    　ちらりと視線を正面に戻すと、再び彼女と目が合う。


    　潤うるみを帯びた瞳が、ゆっくりと、月が欠けるように細くなり──、


    「本当にありがとう……感謝する」


    　そして彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。


    　今日見た笑顔の中で、もっとも魅力的だった。


    



    



    　黄金ブレンドを超える究極ブレンド（もはや分析不能）の微笑みに、鷹兎の脳はじーんと甘く痺しびれる。が、それもいっときのことで、しばらくすると理性がひょっこり顔を出した。


    「……あの、先輩……」


    「ん……なんだ、東ひがし森もり……？」


    「すみませんが、どいていただけないでしょうか……」


    「む？」伽か夜よは目をぱちくりさせた。さらにぱちぱちとまばたきする。そしてようやく、今の二人の体勢に気づく。


    「あ……ぁあっ……すす、す、すまないッ！」


    



    



    　まだかすかに頰ほおを赤く染めながら、


    「で、では、用意する。少しの間、廊下を借りるぞ」


    　と言って、伽夜は部屋から出ていった。用意ってどれくらいかかるんだろう？　と鷹たか兎とが考えているうちに、伽夜は戻ってくる。一分もかかってない。


    「……これが夜や獣じゆうの種だ」


    　再びソファーに腰を下ろした伽夜が手を広げると、中から直径二センチほどの黒い球体が五個──いや六個。


    「これが…………触ってみてもいいですか？」


    「ああ」


    　ドキドキしながら、親指と人差し指でつまみ上げる。「……なんだか、内側からじわ～っとあったかいですね」


    「……温めておいたからな。種を植える前は人肌──ゴ、ゴホン！」伽夜は奇妙な声を上げて咳せき込む。「と、とにかく！　温めて、種を活性化させておかないと、うまく植わってくれないのだ。そういうやむを得ぬ理由があるからで、他意はない」


    「は？　……はぁ」


    　顔を近づけて夜獣の種をじっと観察する。化け物の素もとなのだから、もっとトゲとか生えているのかと思ったが、意外とすっきりした形をしていた。色が黒いことを除のぞけば、大きな梅干しの種と言ったところだろうか。


    「よし、では始めるぞ。そこに立て」


    「あ、は、はいっ」


    　鷹兎はあたふたと彼女が指差す場所に移動する。


    「もっとテーブルに影がかかるように…………そうだ、よし、そのまま決して動くなよ！」


    　伽夜はテーブルに身を乗り出して、鷹兎の影の上に素早く夜獣の種を置いていく──一、二、三、四、五、六──すべて置き終わると、ふうっとため息をついた。


    「これでよし、と」ぎしっとスプリングを軋きしませてソファーに腰を下ろし、説明する。「……種と適応者の間には相性のようなものがある。この中から、一番相性のいい種が君の影に植わるんだ」


    「…………？　あの、先ほどから〝影に種が植わる〟と言われてますけど、それってどういう意味なんですか……？」


    　鷹たか兎とは思い切って尋たずねてみた。しかし彼女はちらっと鷹兎の顔を一いち瞥べつして、


    「すぐにわかる」


    　とだけ言った。そして視線を種に戻す。鷹兎はちょっと不ふ愉ゆ快かいな気分になったが、実際、彼女の言うとおりとなった。六個の種のうち一つが、ゆらゆらっと動きだしたのだ。


    「ア……！」「動くな！」


    　種はまるで生き物のように、ゆらゆら、ゆらゆら、と揺れ動く。種というより、今にも雛ひなが生まれてきそうな卵のようだ。だが、その揺れは徐々に収まっていった。しばらくすると完全に制止してしまった。


    （あれ？　これでおしまい？）


    　そう思った──刹せつ那な、夜や獣じゆうの種が接地面にズブズブと沈みだした。


    　鷹兎は声も出せず、大きく開けた口ですうっと息を吸った。


    　これが〝影に種が植わる〟ということか。なるほど、確かに種は鷹兎の影の中に沈んでいく。見ようによってはテーブルの天板にもぐっているようでもあるが。


    　種が沈んでいくスピードはかなりゆっくりだった。一分ほどかかって──鷹兎にはもっと長く感じられたが──ようやく直径二センチの半分ほどが埋まった。


    　それから四十秒経過。そして五十秒経過。


    　もう種の端っこがほんの少し見えているだけの状態。やっと終わりか、なんだか見てるだけで疲れた、と鷹兎がため息をついたときだ。伽か夜よが驚きの声を上げた。


    「ム！　な、なにッ？」


    　伽夜の突然の大声にギョッとする。が、鷹兎もすぐに異変に気づく。


    　五個ある残りの種の一個が、ゆらゆらっと揺れた。と思ったら──一瞬で影の中に沈んだ。


    　まるで水の中に落としたみたいな。ちゃぷん、と音が聞こえてきそうだった。


    「二つだと？　そんな……！」


    　信じられないとばかりに伽夜は目を丸くする。


    　気がつけば、先に沈み始めていた種も、もう見えなくなっていた。


    　絶句する伽夜に、しばらく待ってから、鷹兎は声をかけた。


    「あの……もう動いてもいいでしょうか？」


    　ハッとした顔で伽夜は、視線をテーブルから鷹兎に移す。「あ…………ああ。さすがに三つめはないだろう」そして残った四個の種を回収した。


    　鷹兎は上から下から、天てん板ぱんに穴が開いていないか確認する。もちろん開いてはいない。以前テレビで見た、コインがテーブルをすり抜けるマジックを思い出した。一度でいいからあんなマジックを生なまで、間近で見てみたいと鷹たか兎とは思っていたが、今日それ以上のものを見ることができた。さっきの現象には種も仕掛けもない。いや、種はあるが。


    「……影に植わるって、こういうことだったんですね。ところで、一度に種が二つ植わるとは思ってなかったんですけど、それってひょっとしてすごいことなんですか？」


    　先ほどの伽か夜よはずいぶんと取り乱していた。ちょっと気になる。


    　だが伽夜はその質問には答えなかった。ムゥ、とうなって、難しい顔でつぶやく。


    「もしかしたら、失敗かもしれない……」


    「え、そ、そうなんですか？　でも、ちゃんと植わったんじゃ……」


    「夜や獣じゆうの種が二つ同時に植わるなど、私の知る限りでは前例がない。どうなるかまったく予想がつかないんだ。もしかしたら二つの種が干かん渉しようし合って、両方ダメになってしまうかもしれないな……」


    「そんな……」せっかく覚悟を決めて種を植えることを了りよう承しようしたのに。失敗しました、ダメでしたではなんというか──ちょっとがっかりだ。


    「まぁまだ失敗と決まったわけではない。ただ、むしろ失敗のほうがいいかもしれないな」


    「え？」


    「もしかしたら……いや、やめておこう、しょせんは憶おく測そくだ。とりあえず様子を見よう」


    　いや、そこでやめられたらメチャクチャ気になる。ちゃんと最後まで言ってほしい。


    　しかし伽夜は部屋にかけられた時計を見ると、


    「む、もうこんな時間か。種を植えること自体は一応成功したわけだし、私はそろそろ帰ることにしよう」


    　残った種をアタッシュケースに入れて、すっくと立ち上がり、すたすたと玄関に向かった。


    　えッ？　ちょ、ちょっと待って！　追いかける鷹兎。


    　伽夜は靴くつを履はきながら、「早ければ明日の明け方頃にも芽が生えてくるだろう。種が影の中でダメになってなければの話だがな。そうしたら二、三日で影かげ子こが生まれてくるはずだ。ただし、もし芽が二つ出てきたら、あるいは体調に異変を感じたら、すぐに連絡してくれ。何なん時じだろうと──夜中の二時、三時でも構わない」


    　そう言うと、胸ポケットから紙切れを出して鷹兎に渡す。携帯番号と思われる数字が記されていた。では失礼する、と言って、伽夜は玄関を出た。


    　キィーッ、門もん扉ぴの軋きしむ音。


    　そしてベンツのエンジン音が響き、すぐに遠ざかって聞こえなくなった。


    　鷹兎は玄関マットの上にぺたんと座り込んで、自分の影を呆ぼう然ぜんと眺めた。
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    「早速今日、種を植えたのですか？　東ひがし森もりさまは、見た感じではかなりおとなしそうな方でしたが、よく承しよう諾だくしていただけましたね」


    　走るベンツの中、早はや瀬せ運転手が若じやつ干かん驚きの混じる声で言った。


    「ああ」後部座席の伽か夜よがうなずく。「といっても、とりあえず種を植えることを了解してもらっただけで、影かげ子こ使いとして戦ってもらえるかどうかはまだわからない」


    　そして彼女は、少し表情を曇くもらせた。


    「どうなさいました？」早瀬運転手が尋たずねる。


    「いや……種を植えることを了解してもらえたのも、ほとんど泣き落としのような感じだったのでな……。そんなことをするつもりはなかったのだが、つい感情が高ぶってしまった。男性は女性の涙に弱いと聞くから、卑ひ怯きような方法をとってしまったことになる……」


    　伽夜は肩を落とし、うなだれた。そのまま考え込むように黙ってしまう。


    　早瀬運転手もしばらく無言でハンドルを動かした。やがて、優しく落ち着いた口調で言う。「伽夜さまは任務を果たそうと必死だったのです。その結果、たまたま泣き落としになってしまったとしても、それはやむを得ぬことではないでしょうか？」


    「……そうだろうか？」


    「わたくしはそう思います」


    　すると伽夜は、ゆっくりと顔を上げる。


    「ありがとう、早瀬さん。しかしやはり、泣き落としは褒ほめられた方法ではないと私は思う。今後はそのようなことにならぬよう、もっと己おのれを律せねばな」


    　早瀬運転手の横顔を見つめ、伽夜はふふっと苦笑した。


    　そこでいったん、会話は途切れた。


    　車が橋を渡り、継ぎ目を越えるたびに車内も揺れる。


    　ダタン──ダタン──早瀬運転手が唐とう突とつに伽夜に問いかける。


    「伽夜さまは、東森さまと本気でご結婚なされるおつもりですか？」


    「む？　な、なに？」


    　予想外の質問に伽夜がうろたえると、早瀬運転手は穏やかな声で質問を繰り返した。


    「あ……う、うむ」伽夜は気まずそうに視線を泳がせながら、「本気もなにも……それだって任務の一つだからな」


    　先ほどの昼休みに、電話で父親から告げられた〝もう一つ〟の任務──それが鷹たか兎ととの結婚だった。


    「夜や獣じゆうと戦うのが影子使いの重大任務。だがそれ以外に、新たな影子適応者を生み育てるという大事な役目もある。それも影子使いに課せられた任務のうちだ」伽夜は淡たん々たんと語る。


    「存じております」と早はや瀬せ運転手。「確かに任務は大事でしょう。しかし結婚も人生における一大事です。よろしいのですか？」


    　早瀬運転手の声はあくまで静かだ。伽か夜よも真剣な顔つきになって答えた。


    「私には槇まき村むら家けの人間としての覚悟がある。任務とあれば、見知らぬ男と結婚することもやむを得ないと思っている。……しかし東ひがし森もりは違う」


    　もう一度自分の手に視線を落とす。その手をぎゅっと握にぎり締しめる。


    「彼には普通に恋をして、普通に結婚する権利がある。それを奪いたくはない。だから……東森に私のことを好きになってもらう。その上で結婚すれば、彼の権利を侵害せず、私も任務を果たすことができる」


    「……伽夜さまはそれでいいのですか？　伽夜さまにだって、恋をして、幸せな結婚をする権利があると思いますが」


    「言っただろう、私には覚悟があると。それに……」


    　学校で、任務遂すい行こうの第一歩として、伽夜は鷹たか兎との手を握った。任務のためなら、どんなことでも我慢できる自信があった。手と手がつながった瞬間、電流が流れるような衝撃を覚えた。心臓が破裂しそうなほどドキドキした。だが──、


    「そんなに嫌いやではなかった……な」


    　伽夜は、頰ほおがじわっと熱くなるのを感じた。


    　鷹兎の感触がまだ残っている手のひらを見つめながら、かすかに顔をほころばせる。


    　早瀬運転手はバックミラーでそれを見ていた。


    　ほんの一瞬、唇の端をわずかに動かして、彼は微笑ほほえんだ。「……わかりました。分を越えた発言をお許しください」


    「とんでもない。いつも私のことを心配してくれて、本当に感謝している」


    「──もったいないお言葉です」早瀬運転手は小さく頭を下げた。


    　それからしばらくして、車はとある繁はん華か街がいにさしかかる。伽夜がなにかを思い出したように、む！　とつぶやいた。


    「いかがなさいましたか？」


    「大事なことを忘れていた。早瀬さん、書店に寄ってくれ」


    「かしこまりました」
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    　その日の夜。いや、正確には日付が変わっている。午前零れい時十三分──。


    　鷹兎は畳たたみ敷じきの居間であぐらをかいて、テレビゲームをしていた。いつもならもう寝ていなければならない時間だが、今日はいろいろあって神経が高ぶっていた。布ふ団とんに入っても全然眠れる気がしない。


    　鷹たか兎とがやっているのは『女神先生Ⅱ』というＲＰＧだった。昼間見たゲーム雑誌によると、ヘレナという町の射しや的てき屋に行って、クレー射撃のミニゲームを最高難度・ノーミスで三回連続クリアすると、すごいことが起こるらしい。


    　射的屋の店主が『もう一回、やんのかい？』と言う。〝はい〟を選ぶ。ミニゲームがスタート。鷹兎がテレビリモコンのようなコントローラをくくくと動かすと、画面内の照準マークもくくくと動く。コントローラそのものを銃に見立てて操作する、いわゆるガンシューティングだ。異常なほど大量のクレーが、次から次へとフリスビーのごとく撃ち出される。最適・最速の動きでコントローラを操あやつり、射撃ボタンを連打。クレーは照準マークと重なった瞬間、次々と破壊されていった。


    　やがてホイッスルの音が鳴る。破壊数〝50〟。パーフェクト。三回連続クリア。


    　鷹兎はゲームの達人ではないが、不思議とガンシューティングゲームだけは得意だった。


    『これをやるからもう帰っとくれ！』と店から追い出される。ゲットしたアイテムは〝不死鳥の羽根〟。これを持ってメイベ地下遺い跡せきというダンジョンに行き、最下層の地底湖の前で使用すると、かつて主人公をかばって命を落としたヒロインの女神〝ハルハ・カ・パ・ルナナ神〟が復活した。


    『ありがとう。あなたならきっと助けてくれるって思ってた……』


    　女神ハルハの好感度が一気にマックスまで上がる。このゲームにはヒロイン女神が複数登場するが、鷹兎はハルハが一番のお気に入りだった。〝第二世界〟に移動する前のクライマックスシーン、ハルハが主人公をかばって地底湖に沈むイベントを見て、鷹兎はボロボロ泣いた。その後ゲームはクリアしたが、やりきれない思いが残った。


    　しかしハルハは蘇よみがえった。


    　この状態でクリアすれば、真のエンディングが見られるという。現時点のハルハは、ラスボス〝邪じや神しんアムノ〟に呪のろいをかけられて少女の姿にされているが、真エンディングではきっと、元の八頭身〝美神〟の姿を取り戻していることだろう。今から楽しみだ。


    （よかった……これでやっと救われる……）


    　緻ち密みつなグラフィックで表現されたハルハの顔が、画面いっぱいに表示された。


    　ぱっちりと大きな瞳。健康的な小麦色の肌。


    　髪の毛は淡いブルーで、あちこちがツンツンと跳はねてとんがったショートヘア。


    　ほんのひと月ぶりだが、妙に懐なつかしく感じられる。彼女は瞳に涙を浮かべながら、『本当に、ありがとう』と言って微笑ほほえんだ。その顔が、数時間前の伽か夜よの笑顔と重なる。


    （理解不能な人だと思ったけど、手をつないできたのは……つまり僕に、影かげ子こ使いとやらになってほしかったからなんだろう）


    　悪い言い方をすれば、要するに色仕掛けだ。


    （じゃなければ、いきなり手をつないだりなんか……してくれないよな）


    　そう考えると、なんだかちょっと悲しい。


    （でも…………全部下心だったのかな？）


    　あのとき、鷹たか兎とが種を植えることを了りよう承しようしたとき。


    （僕に馬乗りになって……先輩、〝ありがとう〟って……〝本当にありがとう〟って言った。あのときの笑顔は多分演技とかじゃなかったと……思う）


    　心の底から感謝されている──そう感じた。


    〝ノー〟と言えない鷹兎につけ込み、いろいろとやっかいごとを押しつけてくる者たちは多い。が、しかし感謝されることはほとんどなかった。


    『いや～、わりィわりィ、助かったわ～』


    　感謝の言葉らしきものを述べつつも、口元には小馬鹿にしたような薄笑い。誠意などこもっていないのは、鷹兎にだってわかる。


    　伽か夜よは違った。感謝の念が光となってあふれ出しているかのような、まぶしい笑顔だった。


    　化け物と戦うのとかは無理だけど、彼女のあの笑顔が見られるなら、もうちょっとだけつき合ってみようかと思う。


    （それに、今はただの先輩と後輩、だけど……そのうち、なんかのきっかけで、もしかしたら、ひょっとして……）


    　自分に言い訳するように、これでもかと前置きしたあとで、


    （今度こそ本当に、先輩と恋人同士に……なんてことも、あ、あり得るかも？）


    『そんなわけないだろっ』


    　心の中でもう一人の自分が、すかさずツッコミを入れる。


    　だが、さらにもう一人の自分が、


    『いや、そうとも言い切れないだろっ』


    　と、さっきツッコんだ自分にツッコミを重ねる。


    （……今日一日、あり得ないことがてんこ盛りだった）


    　美人でお嬢さまの先輩と一緒に、高級車に乗って帰宅。まるで魔法のような影かげ子こ能力を見せられ、その上自分の影に〝種〟を植えられた。


    （これならあともう一つくらい、あり得ないことが起こってもおかしくないじゃないか……）


    　思い出す伽夜の笑顔。目を閉じれば、容よう易いに脳のう裏りに描き出せた。


    　そして──切れ長の瞳をきゅっと細めて、名字ではなく名前で呼びかけてくる彼女を想像する。


    『…………鷹兎……♡』


    （うわ、ヤ、ヤバッ！　なな、なんて破壊力だ!!）


    　脳みそが蕩とろけそうな妄もう想そうにくらくらしながら身み悶もだえする。ふと時計を見ると零れい時五十五分。体の芯しんがじわーっと熱を帯びて、まだ眠気どころではなかったが、さすがにそろそろ──せめて布ふ団とんには入らないと、明日に差し障さわる。


    　急いで近くの町まで戻ってセーブ。プレイガーデンとテレビの電源を切り、リモコンを座卓の上に置こうとして、鷹たか兎とは初めて気づいた。


    



    　畳の上の自分の影から──植物のような芽が出ていた。


    



    　目を限界まで見開いたまま、ぴくりとも動けなくなる。伽か夜よの言葉を思い出す。


    『早ければ明日の明け方頃にも芽が生えてくるだろう』


    　夜中の一時を明け方というのには異論があったが、それはともかく、本当に芽が出てきてしまったのだ。鷹兎がそ～っと体を動かすと、芽も畳たたみの上を滑すべるように、影にくっついてすすすと移動した。


    （ど、どうしよう！　これってやっぱり、槇まき村むら先輩に電話したほうがいいのか？）


    　しかし彼女が心配していたように、芽が二つ生えてきたわけではない。体調に異変も感じない。かけるべきか？　かけざるべきか？　微妙な問題だ。


    　鷹兎はしゃがみ込み、人差し指でそーっと芽をつついてみた。


    　途端に芽が、ぷるるっ、と震ふるえた。


    「わ！」鷹兎は驚いて飛びのく。腰こし砕くだけの状態で後ずさりすると、芽もすすすとついてくる。


    「うッ!?　うわわっ、く、来るなッ！」


    　怖くなって、つい叫んでしまった。ちょっと気持ち悪いと思った。


    　すると──芽はしゅんとしおれてしまった。


    「あれ……？」


    　さっきまで元気に双ふた葉ばを広げていたのに。急に元気がなくなった。まるで悲しそうにうなだれているみたいだ。


    （もしかして……僕が、来るなって言ったから……？）


    　そういえば、愛情を込めずに育てると枯れてしまうサボテンの話を聞いたことがある。


    　腹はら這ばいになって恐る恐る顔を近づける。指先で葉っぱをそっと撫なでてみた。


    　芽は、おびえるかのように、ピクッと震えた。


    「ご……ごめんね……来るななんて、言っちゃって……」


    　優しく撫でてやると、徐々に元気を取り戻したかのように、双葉に張りが出てきた。やがて元どおりになる。なんだかとっても嬉うれしそうだ。


    『くふふふふっ』という声がした。


    「え？　だ、誰？」鷹兎は辺りを見回す。当然、誰もいない。しかし──女の子の声だった。


    　もしかして……？　再び芽を撫でてやると、


    『くふふふふふっ』


    　また声がした。ちっちゃな女の子の笑い声のようだ。


    （やっぱり……この芽が笑ってるんだ）


    　なんだか急にこの芽が愛らしく感じられた。鷹たか兎とは芽を踏まないように注意深く居間を出て、洋間を抜けて玄関前の廊下に出る。二階に続く階段をゆっくり上る。芽は、けなげにどこまでもついてきた。


    　二階廊下の一番手前の部屋──寝室に入って、押し入れから布ふ団とんを出す。目覚まし時計を確認して、布団に横になった。


    　芽は鷹兎の腰の辺りに来た。折らないように注意しながら、そっと掛け布団をかぶせる。


    （今日は寝返りとか、気をつけないとな……）


    　蛍光灯のひもをカチカチと二回引く。ぼんやり光る豆球を見ながら鷹兎は、


    「おやすみ」


    　と言った。意外にすぐ眠りに落ちた。


    



    



    　さらに真夜中。


    　鷹兎はすうすうと寝息を立てていた。


    　不意に首回りの掛け布団がもそっと動く。


    　布団の中からぷはっと芽が顔を出した。枕まくらを登って、鷹兎の顔の横にすすすと忍び寄る。


    『くふふふっ』


    　少女の笑い声が暗い部屋の中に響いた。


    （〝おやすみ〟）


    　芽は、小首をかしげる人みたいな動きをする。


    （〝おやすみ〟って……なあに？）


    　ぐぐっと茎くきを曲げて、鷹兎の頭にぴったり寄り添う。


    （〝おやすみ〟……〝おやすみ〟は…………ねるまえのあいさつ……）


    　双ふた葉ばがわさわさっと震ふるえた。


    （もっとしりたい……もっとおしえて……）


    （はやくあいたい……おしゃべりしたい……）


    （いっぱいいっぱい……あたまなでてほしい……）


    　ざわざわと蠢うごめく双葉。やがて芽全体がうっすらと輝きだす。


    　鷹兎の眉み間けんにしわが寄る。悪夢にうなされるみたいに、う～ん、とうめく。


    　少女の笑い声が、また響いた。


    『くふふふふふふっ──』


    



    　　　　　　　　　　６


    



    　ピピッ、ピピッ──目覚ましが鳴り始めた。朝七時ジャスト。


    　鷹たか兎とはゆっくり、というかおっくうそうにまぶたを開ける。


    　眠い。頭が重い。脳みそが鉛なまりになってしまったみたいだ。昨日、遅くまでゲームをやってしまったとはいえ、それでも六時間は寝たのだ。それにしてはやたらだるい。まさか風か邪ぜ？


    　頭ばかりか体も重かった。目覚ましの音を早く止めたいのに、体になにかが絡からみついているみたいに身動きがとれない。体になにかが──。


    「…………なっ!?」


    　掛かけ布ぶ団とんをガバッとめくる。


    　体に絡みついているなにかの正体は──少女だった。


    　両腕は鷹兎の脇の下から背中に回り、太ももが、鷹兎の脚を根本からきゅっと挟はさんでいる。


    　要するに、抱きつかれていた。


    （い……いったいいつから……どこから入ってきたんだ……？）


    （ってゆーか…………誰!?）


    　だが、それよりもっと重要な問題があった。彼女の肌は、額ひたいのてっぺんからつま先まで綺き麗れいな小麦色で──いや、それが大事なのではなくて──つまり裸だった。一いつ糸しまとわぬ、全ぜん裸ら。


    　鷹兎は少女の体を振り払うように跳び起きて、畳の上に尻しり餅もちをつく。


    「……な、ななな、なんで？　……夢？　まだ夢？」


    　夢じゃないよ、と言わんばかりに目覚ましの音が一段激しさを増す。


    　謎なぞの少女が「うぅ～ん」とうなり、のそのそと上半身を起こした。


    　耳みみ障ざわりな音を立てる目覚ましを眠そうな目で睨にらむと、手を伸ばしてばしばし叩く。音を止めようとしているというより、『うるさい、黙れ』と攻撃しているみたいだ。


    　しばらくして、たまたまボタンに手が当たり、目覚まし時計は止まった。


    　少女は大きな口を開けて、ふわぁ～、とあくびをする。くしくしと目をこする。


    　きょろきょろ辺りを見回して、鷹兎と目が合うと、


    「──おはよう、パパ」


    　にこ～っと笑った。
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    　　　　　　　　　　１


    



    「パパって……え、僕のこと!?」


    「うん、そうだよ」少女はこっくりとうなずく。


    （いやいやいや、こんな見知らぬ女の子から親呼ばわりされる覚えは…………あれ？）


    　見知らぬこともないような気がする。


    　小麦色の肌。


    　キラキラ輝く、ぱっちりした瞳。


    　あちこち元気いっぱいにツンツン跳はねているショートヘア。色は澄すんだ青空のような淡いブルー。


    　…………あっ！　と閃ひらめく。少女を指差し、叫んでいた。


    「ハッ……ハルハ!?」


    　なぜ今まで気づかなかったのだろう。『女神先生Ⅱ』に登場するヒロイン女神〝ハルハ〟だ。間違いない。鷹たか兎とが昨夜復活させたから、ゲーム世界から抜け出して、お礼を言いに来たのだろうか？


    （って、そんなわけないってば！）


    　脳内で一人ツッコミをしながら頭をかかえる鷹兎。少女はきょとんとした顔で、


    「……ハッハルハ？　あたし、ハッハルハ？」


    　目をぱちくりさせて、小首をかしげる。


    「ハッハルハ、ハッハルハ、ハッハルハって……なんか言いづらい」しゅん。


    　少女は悲しそうにうなだれた。鷹兎は慌あわてて訂正する。


    「あ……い、いや、そうじゃなくて……〝ハッハルハ〟ではなく〝ハルハ〟」


    「……ハルハ？」


    　鷹兎はうなずく。「そう、ハルハ」


    「あたしの名前、ハルハ？　それなら言いやすいね」


    　少女の表情が、ころっと笑顔に戻った。


    〝ハルハ〟はあくまでゲームのキャラクターの名前であって、目の前にいる彼女とはなんの関係もないかもしれない。だが彼女には名前がなかったらしく、そして〝ハルハ〟という名前をそれなりに気に入っているようだった。ならばとりあえず、今日から彼女は〝ハルハ〟ということにしよう。


    「じゃあ、あの……ハルハさん……ちゃん？」


    「なぁに、パパ？」


    　ハルハは可愛かわいらしい仕草で首をかしげた。むき出しの胸が、ぷるっ、と揺ゆれる。決して巨乳ではないが、多少あどけなさの残る顔立ち──『女神先生Ⅱ』制作スタッフのインタビュー記事によると、外見は十四歳くらいをイメージして作ったらしい──には、やや不釣り合いなボリュームだ。こんなところも忠実に再現されている。


    （ぅう……こ、この子、見られても全然平気なのか？）


    　ハルハは自分の体を隠そうともせず、布ふ団とんの上でぺたりと女の子座りをして、上半身をゆらゆら揺らしながら鷹たか兎との言葉を待っていた。鷹兎は耳まで真っ赤にしながら、とりあえず、一つ一つ問題を解決することにする。


    「あの……な、なんで〝パパ〟なの？　僕は、君の、パパじゃないよ」


    「え？」ハルハは不思議そうな顔をして、ちょこっと首をかしげた。しかしぶんぶんと首を横に振る。「ううん、パパだよ。だってハルハはパパの影から生まれたんだよ。ハルハを生んでくれたんだから、あれ……じゃあママ？」


    　パパ？　ママ？　とつぶやきながら、彼女は、かくんかくんと左右に頭を揺らす。


    「え……じゃ、じゃあ君が……僕の影かげ子こなのっ？」


    「うんっ」元気いっぱいにハルハはうなずく。そしてまた頭を揺らし、思案に暮れる。


    　鷹兎はてっきり、自分の影子も伽か夜よの〝しましま〟みたいな、動物っぽいものになるんだろうと思っていた。それに伽か夜よは〝芽が出てから二、三日で影かげ子こが生まれる〟と言っていた。なんだかいろいろと想定外だ。
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    　いや、もちろん現状に不満があるわけではない。自分の好きなキャラクターが素っ裸で現れて、文句を唱となえるつもりはない。問題があるとすれば、この状況を受け入れきれない、自分の度ど胸きようのなさだ。はっきり言って、刺激が強すぎる。直視できない。


    「う～ん……でも、やっぱりパパだよね！」胸のつかえがとれたように、ハルハはにこっと笑う。が、鷹たか兎との顔を覗のぞき込み、


    「……パパ、お顔真っ赤。どうしたの？　お熱？」


    　不思議そうな顔をして、膝ひざをにじり寄せてきた。目のやり場に困ってうつむいていた鷹兎には、彼女の太ももやらなにやらが、思いっ切り目に入ってしまった。


    「うっ！　……ぅううわわわわーッ!!」


    　ガンッ。


    　逃げるように後ずさりして、壁の柱に後頭部を強打する。


    「く……のおおぉぉぉぉおお……！」鷹兎は患部を押さえてうずくまった。じわーんじわーんと、あまりに痛くて涙が出てきた。神さま、これは天てん罰ばつですか？


    「だ、大丈夫、パパ？　痛いの痛いの飛んでけー、する？」


    　ぷるぷる震ふるえながら激痛をこらえる鷹兎の横で、ハルハが一生懸けん命めい〝飛んでけー飛んでけー〟する。鷹兎は声を震わせながら、ハルハに言った。


    「あの……うん……とりあえず、服着よっか……？　今、適当なの用意するから……」


    「え？　うん、わかった、パパ！」


    「……あともう一つ」


    「もう一つ？　なあに？」


    「できれば、〝パパ〟はやめてくれるかな……？」


    



    



    　ハルハはきょとんとした顔で、「なんで？」と尋たずねてきた。


    「え？　い、いや、だって……知らない人が聞いたら変な誤解するかもしれないから……」


    「なんで？　誤解じゃないよ。だってほら、なんて言うんだっけ、こういうの……えーっと」


    　眉み間けんにしわを寄せて、ハルハはウーンと考え込む。しばらくして彼女は、ぱん、と手を打ち、明るい表情でこう言った。


    「〝パパだから、パパなのだ〟だよっ。ね？」


    「い、いやいや、〝ね？〟って言われても。……っていうか、なんでそんな言葉知ってるの？」


    「あれ、違った？　むー、言葉って難しいね」


    　ハルハは人差し指を顎あごに添そえ、難しい顔で天井を睨にらんで、またウーンとうなりだした。


    　現在時刻、七時十二分。あまりグズグズしていると遅刻してしまう。鷹たか兎とは強きよう硬こう手段に出ることにした。


    「あ、あの……とにかくね、〝パパ〟はやめてほしいんだ。だからえーと、た、〝鷹兎〟って呼んでくれる？　ね、お願いっ」


    　両手を合わせて拝おがみ倒す。ハルハは目をぱちくりさせて、


    「そんなに嫌いやなの？　うん、なら……わかった」


    　まだ若じやつ干かん腑ふに落ちないような表情だが、一応納得してくれた。


    「あ、ありがとう。じゃあ、今、着るもの出すね」


    　鷹兎はほっとため息をつくと、洋服ダンスをあさり、部屋着にしていた中学の頃のジャージ上下を出して、ハルハに渡した。


    　ハルハはそれを広げて、前から後ろから、まじまじと眺める。


    「……そうだ。先輩に、影かげ子こが生まれましたって、連絡したほうがいいよな」


    　携帯を開いて、電話帳を呼び出しコール。伽か夜よの番号は昨日のうちに登録してある。


    　トゥルル、トゥルル……コール音を数えていると、だんだんドキドキしてきた。考えてみれば、家族以外の女性に電話をかけるのは初めてだ。十回目のコールで伽夜が出た。


    『──もしもし』


    「あ……お、おはようございます、東ひがし森もりです」


    『おはよう。どうした、なにか変化は──芽は出たか？』


    「はい、出ました。というか、そのぉ……」


    『ム？　もしかして二つ出たのか？』伽夜の声に緊張がみなぎる。


    「あ、いえ、そうではなくて……芽は一つだったんですけど……生まれちゃいました」


    『…………なに？　生まれたとは……まさか影子が、か？』


    「そのまさかです」


    『な……本当かッ？』


    「ほ、本当です。朝起きたら、もう」


    『………………たった一晩でか……!?』


    　伽夜が息を呑のむ音が聞こえた。彼女はしばらく絶句してから、『今からそちらに向かう。準備して待っててくれ』と言った。鷹兎が、わかりました、と言おうとした、そのとき──、


    　どてんっ。


    　ふぎゃっ。


    『なっ……なんだ、どうした？　だ、誰かいるのかッ？』


    「あ、や、なんでもありません。では、お待ちしてますっ」


    　電話を切って振り返ると、ジャージパンツに左足だけ突っ込んだ状態のハルハが、布ふ団とんの上でひっくり返っていた。おそらく穿はいている最中に転んだのだろう。


    「だ、大丈夫？　痛い？　どっか怪け我がしちゃった？」


    　鷹たか兎とが心配そうにそばに寄ると、ハルハはちょっとだけ涙目で、んーん、と首を振る。


    「でも……うまくできないの」


    「できないって……もしかして服の着方、知らないの？」


    「なんとなくは知ってるよ。でも、やったことないんだもん。ねぇタカト、手伝って」


    「ええっ……て、手伝うって……」


    　昔、妹の着替えを手伝ったことは何度もあった。しかしそれとこれでは話がまるで違う。その頃の妹は幼稚園児で、今目の前にいるハルハは、少なくとも外見上は、グラマラスボディに向かって絶賛発育中の推定十四歳。とにかく、なんというか、いやらしすぎる。


    　だが──時計を見る。七時十六分。早くしないと先輩が来てしまう。


    「しょ、しょうがないな……じゃあはい立って……右足上げて……はい次、左……」


    　鷹兎はハルハの後ろにしゃがみ、ジャージパンツを持って、穿はきやすいように穴を広げてあげた。両足を通したら、するすると持ち上げる。ふくらはぎ、太もも、そして──お尻しり。


    「くふふふふっ、くすぐったぁい」


    「い、いいから！　ちゃんと覚えて一人で穿けるようになってよ？　じゃ、次……上ね」


    　右腕、左腕、順番に袖そでを通す。無防備に体を預けるハルハ。鷹兎は顔中真っ赤で、頭のてっぺんから幾いく筋すじもの汗が流れ落ちる。間近に迫る少女の体は、どこもかしこも、脇の下すら目の毒だった。つい視線を奪われていると、一瞬、ふくらみがちらりと見えた。


    （……うぐはぁッ！）


    　鷹兎はぶんぶんと頭を振り回して、込み上げる煩ぼん悩のうと闘った。


    「ファッ……ファスナー……ちょっと難しいかもしれないけど、ここを差し込んでね……はい、これ持って、ジーって上げて」


    「え～、タカトやって～」


    　やってやって～、とハルハは甘えた声でせがむ。


    「こ、これくらいは自分で……もう、しょうがないなぁ……」


    　見た目は『女神先生Ⅱ』のハルハそっくりだが、頭の中は全然違うようだ。ゲームのハルハは呪のろいで子供の姿なだけで、性格は落ち着いた大人の女性のそれである。が、こっちのハルハの精神年齢は──ほとんど幼稚園児なみじゃなかろうか？　いや、これはこれで可愛かわいいけど。


    　二つのふくらみの谷間を越え、上までファスナーが届いて、鷹兎はようやくほっと一息つく。すると、グ～、とお腹なかの鳴る音がした。だが自分ではない。


    「タカト、お腹空いた」とハルハが言った。


    「あ、うん、じゃあ僕も着替えるから、先に居間で待ってて、って……居間、わかる？」


    　ん～、とハルハは首をひねる。そして、「うん、わかるよ。じゃあ先に行ってるね」


    　そう言って、とてとてと部屋から出ていった。


    　鷹たか兎とはもう一度ため息をついて、パジャマの上を脱ぎ、下に手をかけ──誰かに見られているような気配に気づく。ハッと振り返ると、廊下へのふすまがちょっとだけ開いたままだった。隙すき間まを通して、ハルハと目が合う。


    「わ、な、なに見てるのッ？　覗のぞいちゃダメ！　ちゃんと閉めて！」


    「はぁ～い」


    　くふふふふふっ。たんたんたん……。笑い声と階段を下りる足音が遠ざかっていく。


    「なんだ……？　なにがしたいんだか、まったく……」


    　なんだか朝からどっと疲れた。


    



    



    　ピンポーン。


    　朝ご飯を食べていると来客を告げるチャイムが鳴る。伽か夜よが車で迎えに来たのだ。食器などは帰ってから片づけることにして、ハルハと一緒に急いで家を出た。


    「お、おはようございます、先輩」


    「おはよう。むぅ、それが君の影かげ子こか──」


    「ハルハです。よろしくお願いします♪」


    　ひとしきり挨あい拶さつを終えたあと、一同を乗せた車は、学校へ向かって走りだした。


    　流れる景色を眺めながら、ハルハはぴょんぴょん腰を浮かせて、〝ふわあぁ～〟とか〝ふおおぉぉ〟と感嘆の声を上げる。


    「パパ！　速いね！　速いね！」ハルハは興奮気味に言った。瞳はキラキラ、おでこには窓ガラスに押しつけた跡あとがくっきりと。鷹兎が顔を凍りつかせ、大きく開いた目でハルハに視線を送ると、「ん？　……あ、ごめんなさい、タカト」とハルハはあまり悪びれた様子もなくにっこり笑って、また外の景色に夢中になる。


    　しまいには早はや瀬せ運転手に向かって、「ねぇ、もっと速くできる？」と言う始末。


    「ちょ、ハ、ハルハ……無茶言ったらダメだよ」


    　シートベルトをすり抜けて運転席に身を乗り出そうとするハルハを鷹兎が押しとどめていると、早瀬運転手が顔を前に向けたまま言った。


    「かしこまりました。ではちょっとだけ──」


    　ブゥウウウウン。一瞬、体が座席に押しつけられるような感覚。ハルハはまた、窓ガラスに顔を押しつけ、


    「速い速い！　くふふふふふっ！」


    　と、大喜びだ。


    　広い道路で対向車も少なかったが、鷹兎はちょっと肝きもを冷やす。


    　伽夜は一瞬苦にが笑わらいすると、観察するような眼まな差ざしでハルハを見つめて言った。「ハルハ……か。なにか意味のある名前なのか？」


    「え？　い、いいえっ、たいした意味はないです。なんというか成り行きで……」


    〝ゲームに出てくる、僕の好きなキャラの名前です〟とは、なんとなく恥ずかしくて言えなかった。「あの……勝手に名前つけちゃったりして、いけなかったですか……？」


    「む？　いいや？　自分の影かげ子こに名前をつけるのは影子使いの特権だ。全然構わないさ。それよりも──なぜ〝パパ〟なのだ？」


    「うっ、そ、それはその──」


    　なんとかやり過ごせたかと思っていたが、やはり彼女は〝パパ〟を聞き逃のがしていなかった。鷹たか兎とが赤面しながら、一瞬口ごもると、


    「あ、いやいや、別に君の趣味にケチをつけるつもりはないんだ。ただちょっと、な……うん……」伽か夜よは気まずそうに視線を泳がせた。「……そういうのが好きなのか？」


    「はぁ!?　ちちち違います！　そ、そんな趣味はありません!!」


    　慌あわててパパと呼ばれるようになったいきさつを説明する。と、「なんだそうか」と言って、伽夜はほっとため息をついた。ん？　ほっと？　なに今の？


    　気になってちらりと伽夜の顔を見る。鷹兎の視線に気づくと彼女は慌あわててあさってのほうを向き、ポリポリと頰ほおをかいた。それからちょっとわざとらしく咳せきをして、


    「それにしても、一晩で生まれるとは思わなかった──うん」独ひとり言ごとのように言った。


    「あ…………は、はい、僕もびっくりしました」狐きつねにつままれたような気分を引きずりつつ、鷹兎は尋たずねる。「やっぱり一晩で生まれるって、珍しいことなんですか？」


    「いいや」伽夜は首を横に振った。真顔に戻っていた。「珍しいもなにも前例がない。君は本当に……なんというか、想定外の男だな。種が二つ植わったからどうなるかと思っていたが」


    　夜や獣じゆうの種は、影の中で適応者の精気を吸い取って大きくなるのだという。種が一つならたいしたことはないが、二つとなると──、


    「君の体にかかる負担はちょっと大きすぎるかもしれない、と心配していた。杞き憂ゆうだったようだがな」


    「え……精気って……体力みたいなもの、ですよね……？」


    　ゾッとした。もしかしたら夜獣の種に精気を吸われすぎて、死んじゃってたかもしれないのだろうか？　なぜ彼女はその可能性について黙っていたのか？


    　湧わき出た疑問が思わず顔に表われる。伽夜はそれを見て、申し訳なさそうに言った。「黙っていたのは悪かった。しかし確証のないただの憶おく測そくで、君に不要な心配をかけたくなかった。種を宿した状態で強いストレスを感じると、影子に悪い影響が出ることもあるらしいからな。だから昨日は敢あえて話さなかった。……すまない、許してくれ」


    　頭を下げる伽夜。逆に鷹兎のほうが恐きよう縮しゆくしてしまった。「あ、いえ……別にそんな……」手のひらをぶんぶん振って、なんとか話を変えようと試こころみる。


    「そ、それより、ハルハしか生まれなかったってことは、もう一つの種はどうなっちゃったんでしょう？」


    「む、そうだな……これも憶おく測そくだが、おそらく影の中で枯かれてしまったのだろう。種が影の中で枯れてしまうことは、そう珍しいことではないからな。……ところで君の影かげ子こ、ハルハに聞いておきたいことがあるのだが」夢中で外を眺める少女の背中に呼びかける。「悪いが、ちょっといいか？」


    「あ──ねぇハルハ、ハルハ、先輩が聞きたいことがあるって」鷹たか兎とはとんとんとハルハの肩を叩いた。


    「ん、なあに？」


    　ハルハが振り返る。伽か夜よは自分のスカートの上に手をかざして影を作り、呼びかけた。


    「しましま、出てこい」


    　次の瞬間、その言葉を待ってましたとばかりに、ちっちゃな耳が影からひょこっと顔を出す。そして、


    「しゅしゅ～」


    　するりと、しましまが影から現れた。伽夜の太ももの上にちょこんと立つ。


    「きゃあああ！　可愛かわいぃ～!!」


    「しゅ、しゅしゅっ？」


    　しましまを一目見るなり、ハルハは今まで以上に目を輝かせ、ものすごい勢いで手を伸ばした。シートベルトの縛りがなかったら、飛びかかっていたかもしれない勢いだ。しかしその手は宙をかくだけで、ギリギリしましまには届かない。


    「ちょっ、や、やめなさいハルハ、しましまが怖がってるよ！」


    　鷹兎は必死にハルハを押し戻そうとする。しましまは「しゅぅ～」と悲鳴のように鳴いて、伽夜の後ろに逃げ込んでしまった。ちょっとだけ顔を出して、ぷるぷる震ふるえている。


    「え～、や～ん、触りたい～、背中なぜなぜした～い」


    　なおも諦あきらめきれぬハルハ。


    「……悪いが今は大事なことを確認しなければならない。触りたいならあとで好きなだけやってくれ」コホンと咳せき払ばらいをして伽夜が言う。ガーン！　とショックを隠せないしましまに、容よう赦しやなく命じた。「しましま、隠おん形ぎよう」


    「……しゅ～」


    　弱々しい声でしましまが鳴くと、変化が起こった。


    「あれ……なんか、しましまの色が薄くなったような……ていうか、透すけてる？」


    　かすかに、しましまの後ろに伽夜のスカートが透けているような。


    　うむ、と伽夜がうなずく。


    「影子使いの目には、わずかに透けて見えるだけだ。しかし普通の人間には、今のしましまは完全に見えなくなっている。鏡越しでもだ。そうだな、早はや瀬せさん？」


    「はい。隠おん形ぎようを使っているときのしましまは、わたくしには見えません」


    「隠形……ですか？」


    「そう。隠形は影かげ子この基本能力の一つだ。影子の存在が世間に知れ渡ると、いろいろ面倒なことが起こるかもしれないからな。そのための能力と考えてもらっていい。たとえば一般人の前で、影子を影から呼び出すときなんかは、隠形を使うのが基本だ。ちなみに影子だけではなく、敵である夜や獣じゆうもこの隠形を使ってくる。だから夜獣は、私たち影子使いにしか倒せないのだが……まぁそれはともかく、ハルハよ、おまえにもこれができるか？」


    「え、う～ん」ハルハは二回、首をかしげた。さらにもう一回かしげたあと、「……こう？」


    　すぅっと、しましまのようにハルハも薄くなる。伽か夜よは鞄かばんから携帯を取り出すと、ピローンと写真を撮った。その画面を見せられて、鷹たか兎とは息を呑む。


    「ハルハが……写ってない！　……でも……」奇妙な写真だった。確かにハルハは写っていない。しかし、「ジャージは、写ってますね……」


    　まるで透明人間の写真だ。ジャージが人の形で宙に浮いていた。


    「ハルハが着ているのは君の服か。生まれたとき、ハルハはなにか着ていなかったのか？」


    「え……いえ、その…………なにも着ていませんでした」鷹兎は今朝の出来事──体に絡からみつく柔やわらかい感触──を思い出して、ばつが悪そうにうつむく。


    「なにも？　ということはつまり……」伽夜の頰ほおがかすかに赤くなる。「そ、そうか……。生まれたときに最初から着ていた服なら、隠形で一緒に消せるのだが……まぁ、しょ、しょうがないな、うん」


    「そ、そうですね……しょうがないですね……」


    　アハハハ、二人で乾いた笑い声を上げた。


    　と。


    　──ちょんちょん。


    　ハルハが背中をつついてきた。振り返ると、ハルハの顔はさっきとは打って変わって、かちかちに固まっていた。そのくせ、もじもじと腰を蠢うごめかせている。


    「……なに、ハルハ？」


    「おしっこしたい」どこを見ているんだかわからない目をくわっと見開いて、言った。


    「え？　……お、おしっこぉ？　ちょっ──」鷹兎は言葉を失う。


    （影子もおしっこするのか？　そういえばさっき、オレンジジュースをグビグビ飲んで、レーズンバターロールをぱくぱく食べてたっけ。入れたら出る。当たり前だ。って、今はそんなことに納得してる場合じゃなくて──）


    　鷹兎は助けを求めて伽夜の顔を見た。


    「あ……あと五、六分で学校に着く！　それまで我慢しろッ！」伽夜の表情にも焦あせりの色が浮かんでいた。


    「無理。出ちゃう……！」鼻息が荒い。よく見ると、額ひたいにうっすらと汗が浮かんでいた。


    　限界が近いのは、火を見るより明らかだった。


    　そうなれば──大だい惨さん事じだ！


    「伽か夜よさま、そこのコンビニで！」


    　鋭い声とともに、早はや瀬せ運転手はキュキュッとハンドルを切って、コンビニの駐車場に乗りつけた。一番出入り口に近いスペースだ。


    「……無理ぃ、歩いたら、出ちゃう～」


    　ハルハはもう泣いていた。歯を食いしばって、ぷるぷる震ふるえていた。


    「頑張れ！　もうちょっとだ！」


    　励はげましながらハルハの手を引っ張って伽夜は店内に突入する。鷹たか兎とも心配だったが、さすがについていくことはできず、店の外から見守った。


    「こんなとき、わたくしたち男性にできることは、ただ祈るだけです」


    　早瀬運転手がぼそりとつぶやいた。


    　なんだかシチュエーションが違うような気もしたが、鷹兎も無言でうなずく。


    　十五分ほどして──二人は帰還した。


    　ジャージは濡ぬれていなかった。


    　伽夜が鷹兎を見て言った。「……ハルハにショーツを穿はかせてなかったな」


    「あ、そ、それは……」


    　そういえばそうだった。でもあのときはとにかく早くハルハに服を着てほしくて──それに、男物のパンツを穿かせるのもどうかと思うし──鷹兎が弁解の言葉を考えていると、「別に責めているのではない」と伽夜は静かに言った。


    「むしろおかげで助かった。ハルハがショーツを穿いていたらと思うとゾッとする。それくらいの、まさに刹せつ那なのタイミングだった。──ジャージなのもよかったな」


    　そう言って、コンビニのロゴが入った紙袋を鷹兎に差し出す。


    「とりあえず五枚、そこで売っているショーツを買っておいた。一枚はすでに穿かせた。そのほかの衣類は、近いうちに買いに行くことにしよう」


    「ど……どうもありがとうございます。槇まき村むら先輩」鷹兎は頰ほおを赤くしながら頭を下げて、紙袋を受け取ろうとした。しかし、「あ、でも……これ持って学校行くわけには……」


    「む、そうだな……では早瀬さん、帰りまで預かっていてくれ」


    「かしこまりました」


    　早瀬運転手は、女性下着の入った紙袋をうやうやしく受け取った。


    　お願いします、と早瀬運転手にも頭を下げて、鷹兎はハルハの隣に行く。ハルハはコンビニから出てきたときからずっと、むっつり黙っていた。


    「ハルハ、よかったね、漏もらさなくて。よく頑張ったね」


    「……偉い？」ちらっと鷹たか兎とを見上げる。


    「え？　う、うん、偉いよ」


    「じゃあ、〝いい子いい子〟してほしいな……」


    「ぇえっ、ここで……？」鷹兎は辺りを見回す。伽か夜よと早はや瀬せ運転手が見ている。コンビニに出入りする客の多くが、ちらっとこっちに目線を送ってくる。おそらく、場違いな黒塗ぬりベンツが気になるのだろうが──とにかく人目が多いことには変わりない。


    （でも……ハルハは頑張ったんだ。やっぱり褒ほめてあげないとな……）


    　手のひらをハルハの頭に乗せて、優しく撫なでた。


    「よしよし……いい子いい子」


    　なでなで。


    　手のひらが通り過ぎると、スカイブルーの髪の毛が、その都つ度どぴんぴんと跳はねる。手触りはなめらかで、かつコシがあり、撫でているほうも心地いい。


    「……くふふふふっ」


    　うっとりした顔のハルハが、嬉うれしそうに、くすぐったそうに、笑った。


    （…………はうっ……）


    　ドキッと、鷹兎の心臓が高鳴る──それくらい愛らしい笑顔だった。
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    　思わず心奪われ、鷹たか兎との手が止まると、「あ、や～ん、もっとぉ」と言って、ハルハはすり寄ってくる。


    「……コホン！」


    　そのとき、少しいらだちの混じった咳せき払ばらいが、二人の間に割って入ってきた。伽か夜よだ。鷹兎は慌あわててハルハから離れ、直立する。伽夜の眼まな差ざしは少し険けわしかった。


    「……漏もらさなかったのはよかったが、これからは出かける前にちゃんとトイレをすませるよう、気をつけるんだぞ」


    「は、はいっ、すみません」


    　鷹兎はぺこっと頭を下げる。一方、当のハルハは、「むぅ～」と不ふ機き嫌げんそうにほっぺをふくらませて、鷹兎の後ろに隠れてしまった。「──ふんっ」


    「ちょっ……こらハルハ、漏らさないですんだのは先輩のおかげでもあるんだよ。ちゃんとお礼を言って」


    「…………やだ」ハルハはつーんとそっぽを向く。


    「え、ど、どうして？」


    　ハルハはじとっと伽夜を睨にらみ、「……いっぱいいっぱい怒られた。〝あーしろ、こーするな〟って、ガミガミガミガミ……」


    「トイレで用を足したら手を洗う。当たり前のことを教えただけだ」伽夜は腰に手を当てて、冷静に言い放つ。


    　ハルハと伽夜の視線がぶつかり、バチバチと火花を散らした。


    　鷹兎は心の中で、ひいいぃ、と悲鳴を上げる。


    　嫁・姑しゆうとめの間で板挟はさみになる夫の気持ちまでがなんとなくわかってしまった。
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    　睨み合いを続ける二人を、鷹兎と早はや瀬せ運転手でなんとかなだめ──一同が学校へ到着したのは、ホームルーム開始五分前だった。


    「ではまた、放課後にな」


    　と伽夜は言い、昇降口で別れる。鷹兎はせっせと階段を上って、自分の教室に滑すべり込んだ。息を切らしながら席に向かうと、小こ柳やなぎ健けんが鷹兎の前にずいっと立ち塞ふさがる。


    「おせぇよ、東ひがし森もり。俺らへの報告がまだなんだから、もっと早く来いよな。……で、昨日はあれからどうなったんだ？　とぼけんなよ、おまえ、槇まき村むら先輩と一緒にグハァッ！」


    　身長差を利用して上から睨みを利きかす小柳を、同じクラスの女子の一団がはじき飛ばした。


    「東森ぃ、あの槇村先輩とつき合い始めたって、ほんとなの？」


    「ねぇねぇ、槇村先輩ってどんな人？　好きな食べ物とか聞いた？　趣味は？　やっぱ乗馬とか？　あ、お花もやってそうだよねぇ」


    「昨日、先輩と一緒の車に乗ったんでしょ？　もう先輩んち行ったの？　どんな豪ごう邸てい？」


    　矢や継つぎ早ばやに繰り出される質問、雨あられ。


    　鷹たか兎とが口をぱくぱくさせていると、担任の教師がやってきてホームルームが始まった。助かったと思ったが、次の休み時間になるとクラス中の女子に囲まれた。仕方がないので、知っている限りのことを──もちろん影かげ子こ関連の話は抜きにして──話した。お茶とコーヒーだったら、お茶のほうが好きらしいとか、漫画はほとんど読まないらしいとか。


    「なぁに、そんだけぇ？　ほかはないの？　もっと突っ込んだ個人情報は？　一緒に帰ったんだったら、家族構成くらい聞き出しなさいよ！」


    　がっかりな眼まな差ざしが四方八方から鷹兎を貫つらぬく。誰かが小声で「使えねぇー」と言った。


    　女子の一人が、「ま、あの槇まき村むら先輩の気まぐれがいつまで続くのかわかんないけど～。でももし今後新たな情報を入手したら、ちゃ～んとあたしたちに報告すんのよ？　いい？」と言って、なれなれしく鷹兎の肩を叩いた。


    　彼女たちの傲ごう慢まんな態度に、気弱な鷹兎もさすがにムカッとくる。


    　それでも──やっぱり〝ノー〟とは言えなかった。


    　これが正しい選択なのだと、自分に言い聞かせる。


    （でも……正しいはずなのに、なんでこんなにつらいんだろう）


    　行き場のない怒りは最終的に自分に向けられ、自じ己こ嫌けん悪おに拍車をかけた。


    　そして放課後。


    　待ち合わせ場所の旧部室棟とう前に直行しようとする鷹兎を呼び止める者がいた。小こ柳やなぎだ。ほうきを肩に担かつぎながら、のしのしと近づいてきて、


    「東ひがし森もり～、おまえまさか、今日も槇村先輩と帰んのか？」と訊きいてきた。


    「あ……うん」鷹兎はうなずく。やな予感がする。


    「ふぅ～ん。……あっ、そうだ、東森ぃ、ジャンケンしようぜ」


    「……え？　な、なんで……？」


    「負けたら、俺の代わりに教室掃そう除じよろしくな。おまえが勝ったら、次のおまえの当番、一回代わってやるからよ。な、公平だろ」


    　腹に一いち物もつを隠そうともせずにニヤニヤ笑う小柳。鷹兎にもすぐわかった。掃除当番を鷹兎に押しつけて、待ち合わせに遅らせるつもりなのだ。


    「やるよな？　東森くぅ～ん。勝負を挑いどまれて逃げるなんて、男じゃないぜ？　槇村先輩が聞いたらガッカリすんぞ。な？　だろ？　ほれいくぞ、ジャ～ンケン──」


    　鷹兎は〝ノー〟と言えない。だから諦あきらめた。とっととジャンケンして、とっとと掃除を終わらせたほうがいい。そう判断した。


    「──ホイッ！」


    　高らかに声を上げ、小こ柳やなぎはパーを出す。


    　鷹たか兎とは──チョキだった。


    （あれ…………そんなまさか……僕が勝っちゃった……？）


    　信じられずに自分と相手の手を何度も見返す。自分がチョキで、小柳がパー。チョキとパーは、チョキの勝ち。


    　目を丸くして見上げると、小柳も鷹兎と同じ顔をしていた。


    　しばらく見つめ合って、先に我われに返ったのは鷹兎のほうだった。


    「じゃ、じゃあ……今度の僕の当番、よろしくね」


    　すたこらさっさと教室から飛び出す。


    　やがて、ぽかんとした顔で立ち尽くす小柳に、同じ掃除当番の男子が寄ってきて言った。


    「邪じや魔まだよ、小柳。……なにアホみたいな顔してんだよ？」


    　小柳はくるっとその男子のほうを振り向き──ぼそりと言った。


    「うっそ……！」


    



    



    「それは君の影にハルハが宿ったからだ。影かげ子こは守しゆ護ご霊れいと同様に、ある程度の不運から主あるじを守ってくれる」


    　そう言って、静かにお茶をすする伽か夜よ。


    　今日も彼女は──まるでそれが当たり前のように──鷹兎の家に来ていた。ただし今日は、旧部室棟とうから校門まで、手をつないだりはしなかったが。


    「ハルハが……僕を不運から守ってくれたんですか？」


    　鷹兎と伽夜は、昨日と同じ配置でソファーに腰かけていた。二人の真ん中にあるＬ字の角かどっこ席で、ハルハは足をブラブラさせながらオレンジジュースが注がれたグラスを傾かたむけている。


    　鷹兎の視線に気づくと、ハルハはグラスから口を離し、


    「ん？　なに、タカト？」と小首をかしげた。


    　伽夜はふふっと笑う。「本人にはそんな自覚はないだろうがな。存在そのものが魔ま除よけのお守りみたいなものだ」


    「え？　ねぇ、な～に？　ハルハがどうかしたの？」


    「あ……ううん、なんでもないよ。ハルハはいい子だねって話」


    　鷹兎は、ハルハの顎あごについてるオレンジジュースのしずくをそっと親指でぬぐってやる。


    　くすぐったそうにハルハは首をすぼめる。「ほんと？　ハルハ、いい子？」


    「うん。学校にいる間も、ずっと影の中でおとなしくできたもんね」


    　偉い偉い、と鷹兎はハルハの頭を撫なでてやった。


    　足をばたばたさせ、くふふふっ、とハルハが笑った。オレンジジュースがチャプチャプとグラスの中で波打つ。「わ～い、褒ほめられた♪」


    　一瞬、複雑な表情を浮かべる伽か夜よ。しかしすぐにきりっとした顔に戻り、湯飲みをテーブルの上に置いて、


    「さてとハルハ、まだおまえの能力を聞いていないのだがな」眼鏡めがねのブリッジをくいっと上げ、じっとハルハを見つめる。


    　目をぱちくりさせて、ハルハは聞き返した。「能力？」


    「そうだ。おまえはいったいどんな能力を持っている？」


    　ハルハの能力──実は密ひそかに気になっていたことなので、鷹たか兎ともハルハを撫なでる手を止めて、答えを待った。


    　ハルハはぽかんとしながら伽夜をしばらく見たあと、『この人、なにを言ってるの？』という顔を鷹兎に向ける。


    「ん？　能力って、わからない？　ハルハはいったいどんなことができるのか、僕にも教えてほしいんだけど」


    　鷹兎がそう言うと、ハルハは困ったような顔で首をかしげた。


    「ハルハに、できること……？」


    「うん、そう。教えて、ハルハ」


    　ハルハは、今度は反対側に首をかしげる。う～、とうなって、言った。


    「──わかんない」


    「え？　わかんない？」


    「うん。わかんない」ハルハはうなずいて、またオレンジジュースを飲もうとした。が、伽夜の手がハルハのグラスをつかみ、止める。


    「ハルハ、これは大事な話だ。飲んでる場合じゃない」


    「あっ」


    　ついにグラスは取り上げられてしまった。


    「なにするの、返して～」


    「ちゃんと話したら返してやる。おまえの能力はなんなんだ？」


    　ハルハは立ち上がって取り返そうとするが、伽夜も立ち上がり、グラスを高々と掲かかげてハルハを押し返す。伽夜のほうが背が高いので、ハルハが手を伸ばしても届かない。


    「タカト～、センパイがいじめる～」涙目になって助けを求めるハルハ。


    「せ、先輩、ハルハは質問の意図が理解できていないんじゃないでしょうか……？」


    「くっ……そ、そうか？　質問の仕方が悪かったか……」


    「返して～、返して～」


    　ハルハは、高く上げた伽夜の腕をつかんで揺すり始めた。オレンジジュースがグラスからこぼれて、伽夜の頭に降りかかる。


    「ぅわ！　わ、わかった！　ちゃんと返してやるからちょっと待て！　あ～……つまりだな、これから東ひがし森もりは、危険な化け物と戦わなければならなくなるかもしれないのだ。そのとき、おまえはどうする？　どうやって東森の力になり、どうやって守る？　それを聞かせてほしいんだ。言ってる意味、わかるか？」


    　伽か夜よを揺ゆするハルハの動きが、ピタッと止まった。


    　鷹たか兎とのほうに振り返って、尋たずねる。


    「タカト、化け物と戦うの？」


    「え……い、いや……もしそうなったら、って話だからね」あくまで仮定であることを強調するために、もう一度〝もしそうなったら〟を繰り返す。「もしそうなったら……ハルハはどんなことをしてくれるの？」


    「……どんなこと……ハルハが……タカトに……？」


    　ハルハはグラスを諦あきらめ、ぺたんとソファーに腰を落とした。目を閉じ、〝う～ん、う～ん〟とうなって、必死になにかを考えているようだ。握った手に、ぎゅっと力がこもっている。


    　しばらくして、うなり声が止まった。


    　ハルハの肩が小刻みに震ふるえ──ポロポロと泣きだした。


    「ど、どうしたの、ハルハっ？」思いがけぬ展開にギョッとする鷹兎。伽夜も唖あ然ぜんとしている。


    　涙のあふれる瞳で鷹兎を見つめ、ハルハは言った。


    「……ごめんなさい～」


    「え？」鷹兎は目を丸くする。


    「ハルハ……ハルハ、なんにもできない……」


    「……なんだと……!?」伽夜の表情が険けわしくなった。そんなバカな、と言わんばかりの顔だ。


    「だって……だって……ハルハ、生まれたばっかだもん……。お洋服もちゃんと着られないし……どうやったらタカトの力になれるかなんて、わかんないもん……」


    　あふれて、こぼれた涙が、ぽたぽたとジャージにしたたった。鷹兎は慌あわててハルハに寄り添い、頭を撫なでて優しい声で必死にあやした。それでもハルハは泣きやまない。


    「いいんだよ、ハルハ、なんにもできなくたって。洋服だって、毎日練習すればきっと一人で着られるようになるから……ね？」


    　よしよしとあやし続ける鷹兎。優しい言葉をもらって、さらに涙をこぼすハルハ。


    　そんな二人を呆ぼう然ぜんと見つめながら、伽夜はソファーにへたり込んで、つぶやいた。


    「なにもできない……だと？」


    



    



    　それから十分ほどして、ハルハがようやく泣きやんだ頃。


    「ちょっと待っててくれ」と言って部屋から出ていった伽夜が帰ってきた。


    　ソファーの端に置いてある鞄かばんに携帯を戻し、元の場所にまた腰かける。


    「今、研究室の人と話してきた」


    　研究室とは、槇まき村むら家けで影かげ子こや夜や獣じゆうについて研究している部署のことだと言う。


    「詳しいことはこれから調べてくれるらしいが、おそらくは……生まれてくるまでの期間が短すぎたのが原因ではないか、とのことだ」


    　影の中でしっかり成長して影子としての能力を身につける──その前に生まれてしまったのだろう、ということらしい。


    「じゃあ……ハルハには影子の能力はないんですか？」


    　それはちょっと残念な気がした。だがその代わり、夜獣とは戦わなくてもいいということだろう。


    　しかし、伽か夜よは首を横に振り、


    「まだそうと決まったわけではない。きっかけがあれば、後天的に能力に目覚める可能性はあるらしい。そのために……」


    　伽夜は頰ほおを少し赤くして、ぼそっと言った。


    「とりあえず、抱っこしてみろ」


    「……は？　抱っこ、ですか？　なんで……!?」


    「わ、私じゃないぞ。研究室の人がそう言ったんだ。〝影子の能力は影子使いの精神に強く影響を受けるから、体を接触させて心を一つにすれば、能力に目覚めるかも〟とな」


    　影からにょきっと生えた芽は、人間で言うところのへその緒おと同じ役目を果たしていたらしい。芽がなくなってしまった今、体を接触させる必要があるのだという。


    「それに赤ん坊は抱っこをされると、母親の胎たい内ないにいたときのことを思い、安心するという。それも一つのきっかけになるやもしれん」まるで自分に言い聞かせるように、うんうんとわざとらしく伽夜はうなずいた。


    「い……いやいや、それは人間とか動物の赤ちゃんの話でしょう？　ハルハはだって──僕のお腹の中にいたわけじゃないですから。……そもそも物理的に無理ですよ。ハルハは僕よりちょっと背が低いくらいじゃないですか。この身長差では、赤ん坊を抱っこするようには──」


    　そのとき、黙って二人の話を聞いていたハルハが、グラスの中に残っていたオレンジジュースを一気に飲み干して、すっくと立ち上がった。


    「……む、どうした？」


    　ハルハは伽夜の問いに答えず、グラスをテーブルの上に置くと、背中を向けたまま、すすすすすと鷹たか兎との前に移動した。やがてくるっとターンして、いたずらっぽく、えへっと笑う。


    「……ハルハ？」きょとんとなった顔で、鷹兎は目をしばたたかせた。


    　次の瞬間、


    「どーん！」ハルハは座っている鷹たか兎とに向かって、勢いよく飛び込んだ。


    「うわっ!?」


    　鷹兎は背中をソファーの背もたれにぶつけて、一瞬目を回す。ぎしぎしとソファーのスプリングが軋きしむ。


    　あッ？　と気がつくと、鷹兎の膝ひざの上にハルハがまたがっていた。


    「抱っこ♪」ハルハがにこっと笑う。鷹兎の顔から目と鼻の先に、ハルハの目と鼻が。


    　さらに、


    「抱～っこ！」


    　と言って、鷹兎の首に腕を回して、しがみついてきた。


    　ぎゅ～っ。


    「ちょッ……ハルハ!?」うろたえ、赤面する鷹兎。


    「くふふふふっ。なーに、タカト？」


    　ハルハはちょっと体を離して、鷹兎の顔を覗のぞき込み、にこっと笑う。


    　その無む邪じや気きな微笑ほほえみを見ていると、ドックンドックンと激しく脈打っていた心臓が、不思議なことに少しずつ落ち着いてきた。


    　かつて、『おにーちゃん、おにーちゃん』と鷹兎にまとわりついていた幼い妹の姿が、ふと思い出される。妹も確か、今のハルハと同じような顔で笑っていた。


    （子供なんだ、ハルハは……。ただ単に甘えたくて抱きついている。それだけ……）


    　だんだん彼女のことが、ちょっと体が大きいだけの幼稚園児に思えてきた。


    　一方、顔を真っ赤にしてあっけにとられていた伽か夜よが、ハッと我われに返って、つぶやく。


    「う……うむ。まぁそれも……抱っこのうちだろう」


    　まだ若じやつ干かん動揺しているような、少し裏返った声で、「ひっ……東ひがし森もり、腕が遊んでいるぞ。ハルハの腰を抱き寄せて、もっと密着するんだ」と指示した。


    「え……あ、はいっ、わかりました」


    　鷹兎の腕が、ハルハのくびれた腰をぐっと抱き寄せる。


    「きゃっ──くふふふっ！」


    　すると突然、ハルハは腰をくねらせ、脚をもじもじと蠢うごめかせた。


    「こ、こら！　ハルハ、暴れるな！」


    　伽夜が注意するが、ハルハの動きは止まらない。


    「だって～、なんかくすぐったいような──体の奥がムズムズするんだもん」


    　ハルハはなおも動き、鷹兎の体が、まるで地震のように揺ゆさぶられる。左右に首がガクガクと揺れて、目が回りそうになった。たまらず叫ぶ。


    「ハ……ハルハ！　お願いだからじっとしてッ」


    「くふふっ、はぁーい」


    　やがて、ハルハが落ち着くのを見計らってから、伽か夜よはコホンと咳せき払ばらいした。


    「東ひがし森もり、わかっていると思うが、これはハルハの能力覚かく醒せいのためにやっているんだからな。そこのところを忘れるなよ。──それからハルハはもっとリラックスしろ。呼吸を整えて、東森に身も心も預けるんだ」


    「はーい」


    　伽夜の言葉に従って、ハルハの全身から無駄な力が抜けていくのが、抱きつかれている鷹たか兎とにもわかった。ぎゅっと首に絡からみついていた腕が緩ゆるむと、鷹兎の肩に頭をそっと乗せてくる。


    「……うむ、よし、いいぞ」満足そうに伽夜は言った。


    「あの……それで僕はどうすればいいんでしょう……？」


    「む、東森は、そうだな……」伽夜は腕を組み、少しの間、考え込む。「君は……うん、自分の戦闘スタイルを頭の中でイメージしろ」


    「戦闘スタイル、ですか？　いや、ないですけど……」


    　たとえばＲＰＧなんかで、鷹兎は敵を眠らせたり、毒を与えたりする魔法よりも、単純に数値的ダメージになる魔法を重視する。が、今はそれは関係ないだろう。多分。


    「む、言い方が悪かったかな」と伽夜は言った。「戦闘スタイルという表現がよくなかったかもしれないが……要は君の闘争本能を刺激するイメージをふくらませてほしいんだ。といっても、別に殴なぐり合いの喧けん嘩かとかじゃなくていい。たとえば頭にくるようなことをされたり、不ふ愉ゆ快かいなことを言われたりしたとき、君はどうする？　どう反応する？」


    　そんなときどうするか？　それは鷹兎にとって、決まりきっていることだった。


    （どうもしない。〝ノー〟と言わない。怖いからだ）


    　中学二年生の頃、ほぼ毎日のように鷹兎に宿題を見せることを強要するクラスメートたちがいた。ある日、鷹兎がテレビを観ていると、いじめを取り扱った番組でコメンテーターの一人がこう言った。


    『勇気を持って〝ノー〟と言うことが、いじめられなくなるための第一歩です』


    　鷹兎はそれを信じて、翌日、宿題を見せろと言ってきたクラスメートたちに初めて〝ノー〟と言った。その日、体育の授業のサッカーで、鷹兎は無理やりゴールキーパーにさせられた。敵チームはゴールを決めることそっちのけで、鷹兎目がけてシュートした。


    　ボールがぶつかれば当然痛かったが、それ以上に、みんなの悪意が怖かった。


    　なぜそんな簡単に、他人に悪意を向けられる？


    　なぜそんな簡単に、他人を攻撃できる？


    　鷹兎にはわからなかった。そのうち顔面にボールを受けて、気を失った。


    　保健室のベッドで目を覚まして、白い天井を見上げながら、二度と〝ノー〟とは言わないと決めた。


    （〝いやだ〟も〝やめろ〟も全部呑のみ込んで、心の奥にぎゅうぎゅうに詰め込む……戦ったりなんかしない……それが僕の生き方……）


    　敢あえて言うなら、それが鷹たか兎との戦闘スタイルだ。


    （自分でも情けないと思ったりするさ。でもしょうがないじゃないか。だって僕は弱いんだから。……もしかしたらハルハが能力に目覚めてなかったのは、僕のこんな性格のせいかもな）


    　もしハルハが戦いの能力に目覚めていたら、きっと伽か夜よはあらゆる手段で鷹兎を説得にかかるだろう。〝夜や獣じゆうと戦ってくれ〟と。それを断ることができるだろうか？　さすがにそれは断らなければと思うが、はっきり言って自信がない。


    （だったらいっそ、ハルハに能力なんて目覚めないほうが……）


    　そのとき、鷹兎の耳元でハルハが、「あっ」とつぶやいた。


    「え……っ？」ビクッとする鷹兎。


    「どうしたハルハ──なにか目覚めたかっ？」伽夜が詰め寄る。


    　鷹兎の肩に預けていた頭をゆっくりと上げて、ハルハは鷹兎の顔をじっと覗のぞき込んだ。


    　鼻と鼻がくっつきそうな超至近距離。ハルハの瞳はなにかを訴うつたえようとしているみたいであり、また鷹兎の胸の内を探さぐっているようでもあった。


    （な……なんなの……？）


    　鷹兎が、伽夜が、固かた唾ずを呑のんで見守る中、ハルハは大きく大きく口を開けて──、


    「ふわぁぁぁぁ…………ふぁふ」


    　あくびをした。


    「え？」「な……なに？」


    　唖あ然ぜんとする鷹兎と伽夜。


    　ハルハはとろんとまぶたを半分落として、一言つぶやいた。


    「……眠いよぉ」


    　ハルハが乗っていなかったら、鷹兎は多分、ベタなコントのように思いっ切りずっこけていただろう。


    「お……おいおい！」伽夜が身を乗り出して、ハルハの肩を揺ゆする。「ハルハ、今やっているのはとても大事なことなんだ。だからもうちょっとだけ──な？　我慢してくれ」


    　しかしハルハはしょぼしょぼとまばたきを繰り返し、


    「や～ん～」


    　首を振って〝いやいや〟する。なおも伽夜が揺さぶると、ハルハはまた「や～ん～」と言って、助けを求めるように鷹兎にぎゅううっとしがみついてきた。


    　ハルハと一緒に揺さぶられながら、鷹兎はなんとか伽夜をとりなそうとした。


    「せ、先輩、ハルハはリラックスしなければいけないんですよね……？　眠いのにリラックスしたら、確実に寝ちゃいますよ」


    　伽夜は、ムゥ、とうなる。


    「そ、そうだな……。やむを得ん。続きはまた明日にしよう」


    　少し残念そうな顔で立ち上がった。


    　鷹たか兎とはうつらうつらしているハルハをソファーに寝かせてやる。二階の寝室からタオルケットを取ってきてかけてやると、すぐにすうすうと寝息を立てた。


    　すでに帰り支度を終えた伽か夜よが、ハルハの寝顔を覗のぞき込んで、ふふっ、と苦笑した。


    「まったく、手間をかけさせる」


    「あ……す、すみません、先輩。いろいろご面倒おかけしまして……」


    　鷹兎はおずおずと頭を下げた。


    「む？　あ、いや、別にいやみで言ったわけじゃないんだ」すまん、気にしないでくれ、と言って伽夜は微笑ほほえんだ。「それに私が君に生ませた影かげ子こだ。私にも責任がある。困ったことがあったらいつでも言ってくれ。すぐに駆けつける」


    　そう言って伽夜は玄関に向かった。後ろから鷹兎もついていく。


    　上がり口で片方の足を靴くつに通して、伽夜は一瞬ぴたっと止まった。


    （ん……？　あ、靴べらを探してるのか？）


    　下駄箱にひっかけてあるのを取って、急いで差し出そうとしたが、遅かった。


    　伽夜は腰をぐっと曲げ、人差し指をかかとの隙すき間まに差し込み、するりと足を滑すべり込ませる。


    　その際、立りつ位い体たい前ぜん屈くつをするときのように膝ひざをほとんど伸ばしたままだったので、スカートの裾すそがかなりの位置までせり上がった。太ももがほとんどあからさまになる。


    （……ぅあっ!?）


    　鷹兎はそれに気づいた。


    　伽夜は続けてもう片方の足を靴に差し込み、さっきと同じように指でかかとを滑らせる。　スカートの裾がふわりとひるがえり──ちらりと見えた。白だ。


    （うわわわわっ！）


    　思わず声を上げそうになり、鷹兎は慌あわてて自分の口を手で塞ふさぐ。


    　と、伽夜がくるっと振り返った。じっと鷹兎の顔を見る。ばれたと思った。怒られると思った。もしかしたら殴なぐられるかも──と。だが伽夜は何事もなかったかのように、


    「それでは、失礼する」


    　と言って、出ていってしまった。


    　あたふたと鷹兎も玄関から出ると、伽夜はもう早はや瀬せ運転手の車に乗り込んでいた。車はすぐに道路に出て、あっという間に見えなくなった。
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    　小さくなっていく鷹兎をリアガラス越しにちらっと眺め、伽夜は言った。


    「今日は〝パンチラ〟に挑戦してみた」


    「ぱんちら……ですか？　それはいったいどのようなことでしょうか？」と早はや瀬せ運転手。


    「パンチラとはつまり、その……」伽か夜よの頰ほおが少し赤くなる。「パ……パンツが、だな、ちら～りと……見えることだ……」


    「なんとはしたない……」早瀬運転手は眉をひそめた。


    「こ、この本に載っていた」


    　伽夜は鞄かばんから一冊の本を取り出す。『れ・みぜＬＯＶＥる』というタイトルの漫画だった。


    　緩ゆるやかにベンツがスピードを落とす。


    　横断歩道前で信号待ちをしながら、早瀬運転手はそれを受け取り、ぱらぱらとめくった。


    「ずいぶん……過激な内容ですな」


    「友達に、恋愛の勉強ができる本はないかと訊きいてみた。初心者は漫画から入ったほうがいいと勧められた。それが今一番売れている恋愛漫画だそうだ」


    　しばらくすると目の前を横切る人たちが、急に早歩きになる。歩行者用の信号が、カチ、カチ、と赤に変わった。早瀬運転手は本を伽夜に返し、車が動きだす。


    「わたくしには今の若い方々の恋愛はわかりかねますが、一つどうしても気になりました」


    「ほう？　なんだ？　聞かせてくれ」


    「は──」早瀬運転手は小さく頭を下げて、「その漫画、ヒロインが宇宙人のようですが、よろしいのですか？」


    　ああ、そのことか──と伽夜はうなずいた。


    「私もそれは気になったが、その友達に聞いたら〝恋愛は全宇宙共通だから大丈夫〟だそうだ」


    「……さようでございますか」早瀬運転手は、まだいささか腑ふに落ちていないような顔をしつつ、さらに続けて尋たずねる。「それで、東ひがし森もりさまの反応はいかがでしたか？」


    「む、反応？」


    「その……ぱんちら、を見て……」


    「ああ、その反応か…………東森は……」


    　伽夜は顎あごに指を当てて、視線を宙にさまよわせながら、先ほどのことを思い出す。


    　ぷっと吹き出した。


    「いかがされました？」早瀬運転手は目をぱちくりさせる。


    「いや……さっきの東森の顔を思い出してな。顔中どころか耳まで真っ赤にして、まんまるの目でおずおずと私の顔をうかがってくるんだ。まるでいたずらしてるのが見つかった男の子みたいで……ふふっ、可愛かわいかったな」


    　伽夜は、切れ長の瞳を優しげに細めて、顔をほころばせた。


    「ほほう、さようでございましたか」バックミラーをちらっと確認し、早瀬運転手も口の端でかすかに微笑ほほえむ。「やられた甲か斐いがありましたな」


    「ふふふっ──いや、どうだろうな。まぁ、嫌いやなものを見せられたという顔ではなかったが」


    「いえいえ、充分効果はあったと思いますよ」


    「──そうか？　それなら確かに、やった甲か斐いはあったな」


    　そして伽か夜よはまた、ふふふふっ、と思い出し笑いをする。


    　彼女の笑い声を聞きながら、早はや瀬せ運転手も満足げに頰ほおを緩ゆるめた。
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    　その日の午後八時十一分。鷹たか兎ととハルハ、それぞれの夕食後のひととき。


    　ハルハは居間で食い入るようにテレビを観ていた。テレビ番組が、というより、テレビ自体が面白くてしょうがないようだ。試し行こう錯さく誤ごするように、リモコンのボタンをあれこれいじり回す。チャンネルが次々に替わったり、音量がぐぐぐっと上がったり。


    「ハルハ～、テレビのボリュームが大きすぎるよ～。下げて～」


    　台所で後片づけをしながら鷹兎が声を上げる。すると居間から、


    「はぁ～い」


    　という返事が飛んできて、テレビの音はすぐに静かになった。どうやらリモコンの使い方はほとんどマスターしたようだ。自分が興味あることなら、あっという間に理解、吸収する。まったく子供そのものだ。鷹兎はふふっと笑った。


    　そのとき、とある問題に、ふと気がついた。


    　皿を洗っていた鷹兎の手がピタッと止まる。


    （そうだ……そのことを全然考えてなかった……ど、どうしよう!?）


    　しばらく悩んだあげく、鷹兎はタオルでさっと手を拭ふき、テーブルの上の携帯を取った。


    　それから約二十分後。


    　鷹兎が門の前で待っていると、正面の道からヘッドライトが近づいてきた。黒塗ぬりのベンツが滑り込むように鷹兎の家の駐車スペースに入り、エンジン音が止まる。降りてきたのはもちろん伽夜と早瀬運転手だ。鷹兎からの緊急コールを受けてやってきたのだ。


    　鷹兎は二人にぺこぺこと頭を下げた。


    「すみません、こんな時間にまた来ていただいて──ご迷惑をおかけします」


    「いいさ、気にするな」と伽夜は言った。「さっき言っただろう。困ったことがあったらいつでも駆けつけると」


    　早瀬運転手は『伽夜さまのおっしゃるとおりです』とばかりににこっと笑い、一礼して、車の中に戻っていった。


    「さて、では早速始めようか」


    「は……はい、お願いします」


    



    



    　玄関から、階段を横目に廊下を進み、台所を抜け、居間に到着すると、伽か夜よは大きな声でこう言った。


    「ハルハ、風呂に入るぞ！　あとテレビを観るときは、二メートル以上離れろ！」


    　ハルハは、畳の上に女の子座りをしてテレビにかじりついていた。顔だけ伽夜のほうを振り向いて、ぽかんと口を開ける。


    「…………なんでまた来たの？」大きな瞳をぱちくりさせた。


    「こ、こらっ──ハルハ、先輩はね、ハルハにお風呂の入り方を教えに来てくれたんだよ」


    　ハルハの失礼な物言いにびくびくしながら鷹たか兎とが説明すると、


    「……ぇえ～、タカトがいい～。タカトと入るぅ」


    　ハルハは肩を揺ゆすって〝いやいや〟をする。


    　多分そうくるだろうとは思っていた。しかし、見た目が十四歳のハルハと風呂に入るのは、いくらなんでもはばかられた。風呂場という密室で裸のハルハと二人きり──状況を想像するだけで、顔に火がついたみたいにボッと熱くなる。


    「ぼ、僕は、女の子のお風呂の入り方を知らないからダメ。先輩に教わりなさい」


    「え～、センパイと入るのやだぁ。タカトがいいよ～」露ろ骨こつに嫌いやな顔をするハルハ。


    「ちょっ、せ、先輩はね、ハルハのお風呂のためにわざわざまた来てくれたんだよ。お願いだからそんなわがまま言わないで……」


    「やーん、わがままじゃないもん！」不満がいっぱい詰まったほっぺをぷーっとふくらませて、ハルハは顔をぶんぶんと横に振った。「だってセンパイ、ガミガミガミガミ口うるさいんだもん。すぐに怒るし。センパイって──」


    　そしてハルハは、険けわしい目つきで伽夜を一いち瞥べつし、言い放った。


    「なんかオバサンみたい」


    　鷹兎は「!!」氷でできた杭くいを首筋から背骨に沿って打ち込まれたような感覚に襲われた。


    「オバっ……!?」伽夜は目を丸くして絶句する。が、次の瞬間、顔を真っ赤にして、「だ……誰がオバサンだッ！　私はまだ十六歳だ！　なぜオバサンなどと……ッ！　だ、だいたい、東ひがし森もりがパパなら、私はママだろう！　私のお腹で！　おまえを温めてやったんだぞッ!!」


    　火を噴く勢いでまくしたてるが、ハルハはどこ吹く風だ。そっぽを向いて、リモコンをいじくり回している。


    「この眼鏡めがねか？　この眼鏡がオバサンくさいか？　これは私のお気に入りだ！　悪かったなー、オバサンくさいセンスで！」


    「せ、先輩、話がずれてます？」


    　伽夜は、今度は鷹兎をギロッと睨にらむ。「君も私がオバサンくさいと思うか!?」


    「いいえ、ちっとも！　先輩、どうか、落ち着いてください！」


    　鷹たか兎とは台所の流しで水をくみ、ハァハァと息を荒らげる伽か夜よに差し出す。伽夜はそれを受け取り、ごくごくと一気に飲み干した。


    「ぷはぁっ……はぁはぁ……ふぅ…………す、すまんな」


    　少しばつの悪そうな顔でコップを返す伽夜。どうやら一応、クールダウンはしたようだ。


    　コホン、と咳せき払ばらいで仕切り直し、


    「と……とにかく、私がおまえを風呂に入れる。これはもう決定事項だ」


    「ぇえ～。や～ん～」


    「やーんじゃないッ。ほらさっさと行くぞ。立てッ」


    「や～ん～！」


    　伽夜はハルハの腕をつかんで立たせようとするが、ハルハはぺたんと畳たたみにお尻しりをつけて、必死に抵抗する。


    「このっ……！」強情に拒否するハルハに、伽夜が再びキレそうな気配を発した。が、今度はそうはならなかった。ふぅ～っとため息をついて、「……やむを得ん」とつぶやく。


    「しましま、出てこい」


    　かかとで自分の影をとんとんと叩くと、伽夜の影かげ子こ・しましまがしゅるりと現れた。


    「しゅ～」


    「あっ？　かわいーの！」ハルハの目が輝く。


    「しゅ!?」しましまはハルハの大声にビクッとし、すすすっと伽夜の脚を登ると、背中に隠れてしまった。わりと臆おく病びような性格なのだろう。騒がしく、動作が派手なハルハは苦手のようだ。


    　しかし伽夜はこう言った。「私と風呂に入ったら、あとで好きなだけ触らせてやる」


    　ガガーン！　しましまは交換条件の道具にされて、ショックを受けたようだった。


    　ハルハは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で「ぅう～……」と考え込む。しばらくして、


    「じゃあ……入る……」と言った。


    「よし！　では行くぞ、ハルハ」


    「はぁーい……」


    　鷹兎から替えのショーツとパジャマを受け取った伽夜が先に歩き、そのあとをハルハがのろのろと続く。


    　台所から廊下に出る前、ハルハはちらっと振り返る。


    　悲しそうな瞳で鷹兎を見た。


    『タカトがいいのに……』と、その瞳が告げていた。


    （う……）


    　鷹兎の胸が罪悪感できゅっと痛む。ごめんよハルハ──でもやっぱり無理なものは無理。


    　二人が廊下から洗面所兼脱衣所に入り、引き戸が閉められた。


    　居間に戻った鷹たか兎とが、つきっぱなしのテレビを消すと、


    『服ぐらい自分で脱げ！』


    『や～ん～』


    　という声が聞こえてきた。


    



    



    　かぽーん。


    　湯煙漂ただよう浴室。元は鷹兎の祖父母が住んでいたこの家の浴室は、介かい護ごを意識してか、二人で入っても充分な広さがある。


    　伽か夜よの指導の下もと、ハルハは髪を洗っていた。


    　泡立つスカイブルーの髪の毛を指先でしゃかしゃかとこすっている。


    　しゃかしゃか、しゃかしゃか、するとそれに連動して、ハルハの胸がぷるぷる揺れた。


    　さっきから伽夜は、そこから目が離せないでいた。


    （Ｂ……いや、Ｃは確実にあるな……）


    　影かげ子こは能力だけでなく、その姿も、主あるじの精神から影響を受けるらしい。


    　ということは──だ。


    （大きいのが東ひがし森もりの好み、ということか？　それは、困るな……）


    　伽夜はそっと自分の胸をすくい上げてみる。脇から肉を集め、寄せて、上げてみたが、ハルハの推定Ｃカップにはとうてい及ばなかった。ささやかすぎるＡカップ。


    　ふぅ、とアンニュイなため息がこぼれる。するとハルハが、


    「ね～、まだしゃかしゃかするの？」と聞いてきた。


    「あ……ああっ……よ、よし、もう流していいぞ」


    「え～？　ハルハがやるのぉ？」


    「もちろんだ、一人で風呂に入るための練習なんだからな」


    「う～」


    　ハルハは不満げにうなると、体を起こして頭をくいっと動かした。刹せつ那な──、


    「いたぁ～ッ!!」


    　叫び、反射的に目をこすった。しかしその手も泡だらけなので、さらに悲鳴を上げる。


    「目が、目がぁぁ～！」


    「バ、バカッ！　目を開けるなと言っただろう！」


    　慌あわてて伽夜は手て桶おけで湯をくみ、ハルハの顔面にぶっかけた。


    「だ、だっで……」湯が喉のどに入ったのか、けほけほとハルハはむせる。「目を開けないと、手桶がどこにあるのかわからないもん……」


    「そういうときは、まず手て探さぐりで探してみるんだ──まったく」


    　やれやれ、と伽か夜よは思った。


    （シャンプーハットが必要かもしれんな……）


    　ハルハの知識には偏かたよりがある。日本語はほぼ問題なくしゃべれているが、一般常識的なことに関しては、ときどき幼稚園児のようだったりする。これも早く生まれてしまったせいなのだろうか？


    （私が教えてやらなければ……私が、東ひがし森もりに無理を言って生んでもらったのだから……）


    　伽夜は結局、ハルハの頭の泡を全部流してやった。


    　まだ痛いのか、くしくしと目をこするハルハにタオルを渡す。


    「これで終わり？」ぐったりした表情で、濡ぬれた髪の毛をタオルでぬぐうハルハ。伽夜はかぶりを振って、ハルハを止めた。


    「それは拭ふくためのタオルじゃない」


    　石せつ鹸けんを差し出し、持たせる。


    「次は体を洗うぞ。脇の下から足の裏──隅すみ々ずみまで綺き麗れいにな！」
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    　ピィィィーッ！


    　ヤカンがけたたましく鳴る。鷹たか兎とはスイッチを切って、沸わいたお湯をポットに移した。


    （先輩たち、まだ上がってこないのかな。……教えながらだと、時間かかるんだろうな）


    　伽か夜よにお茶を出すために湯を沸わかしたのだが、まだ上がってくる気配はない。


    　左手にポット、右手に湯飲みと粉末緑茶とスプーンが載っかったお盆ぼんを持って、居間に移動。布ふ団とんを外した掘り炬ご燵たつに座って、テレビをつける。


    　それから五分ほど経ったが、二人はまだ風呂から上がってこなかった。


    　どうにも落ち着かないので、先に一杯飲むことにした。いれたてのお茶をふーふー吹いて、ずずっと一口すする。と、そのとき──、


    　ガララッ、ドタドタドタドタ！


    　台所の先の廊下から激しい物音が聞こえてきた。反射的に顔を向けると、ぐしょ濡ぬれのハルハが居間に飛び込んできた。


    「やーんタカト、あの人、怖いよぉ～」


    　ぶぅぅっ！　鷹たか兎とは口の中のお茶を勢いよく噴き出す。


    　ハルハは全ぜん裸らだった。上から下まで包み隠さず、濡れた毛先から、しずくがポタポタとしたたり落ちた。


    　ドタドタドタッ！


    　廊下からまた音がする。


    　ハルハが畳たたみにしずくをこぼしながら、鷹兎の後ろに隠れる。


    「こら！　ちゃんと体を拭ふけッ！」


    　伽夜だった。バスタオルを体に巻いて、台所への出入り口から姿を出す。彼女の背が高いからか、それともバスタオルが短かったのか、火ほ照てった太ももがつけ根ギリギリまで露ろ出しゆつしていた。ちょうど座っていた鷹兎の目線は、もろにそこに集中してしまう。


    「アッ……ひ、東ひがし森もり!?」


    　伽夜はハルハを追っかけるのに夢中で、鷹兎のことをすっかり忘れていたようだ。太ももに突き刺さる視線に気づくと、湯上がりでほんのり桜色に染まっていた頰ほおをさらに赤くする。バスタオルの胸元を押さえ、裾すそを引っ張ると、くるっときびすを返して脱衣所に戻ろうとした。


    　大急ぎで──それがいけなかった。床は濡れていた。


    「ぇ……ッ？」　二、三歩で後ろ足がつるっと滑すべり、伽夜の体が宙に浮く。そして、


    　ズダァーン!!


    　豪快に、ど派手な音を立ててぶっ倒れた。


    「先輩──だ、大丈夫ですかっ？」


    　慌あわてて鷹兎が台所に入ると、伽夜がうつぶせで倒れていた。


    　すぐに助け起こそうと思ったが、


    （ぁあっ……!!）


    　鷹兎は動けなくなった。伽夜のバスタオルが、倒れたはずみでか、お尻しりの半分までずり上がっていたのだ。


    「………………ッ!?」伽か夜よは切れ長の瞳を見開いて愕がく然ぜんとしていた。


    　床にべったりと倒れたまま動こうとしない。


    　おそらく自分の下半身に起こった惨さん劇げきは理解しているだろう。それがショックで頭の中が真っ白になっているのだ。


    　鷹たか兎ともどうしていいかわからなかった。


    　数秒の気まずい沈黙。


    　しばらくして伽夜は突然ガバッと起き上がり、脱だつ兎とのごとく走って──今度は転ばずに──脱衣所に飛び込んだ。


    　ガラララ、バンッ！　引き戸が閉まる。


    「なぁに？　センパイ、どうしちゃったの？」


    「──ぅわあっ!?」


    　いつの間にかハルハがひょっこり横に並んでいた。もちろん、相変わらず素すっ裸ぱだかだ。


    「わ……も、もう！　ハルハも早く戻って、パジャマ着てきなさいっ」


    　鷹兎は左手で目隠しし、右手で廊下の先の脱衣所を指差した。


    　いくら心は幼稚園児でも、ハルハの見た目は十四歳。


    　十四歳の娘の裸を赤面せずに見られる父親は、なかなかいないだろう。


    「んん？　タカト、どうしてお顔隠してるの？　いないいないばあ？」


    「ち、違うから！　って、そんなことはどうでもいいの！　いいから早く──」


    「ねぇタカト、ハルハ、一人でシャンプーしたんだよ。偉い？」


    　ねぇねぇと鷹兎にまとわりつき、なかなか脱衣所に戻ろうとしないハルハ。


    「う、うん、偉い！　脱衣所で体拭ふいて、ちゃんとパジャマ着てきたらもっと偉いよ！　だから、ね？」


    「ほんと？　パジャマ着てきたら……〝いい子いい子〟してくれる？」


    「うん、するする！　いっぱいしてあげる！」


    「やったぁ！　じゃあ、パジャマ着てくる！」


    　ハルハはにこ～っと満面の笑顔を浮かべると、ようやく脱衣所へ向かった。


    　らんらん♪　とスキップしながら──それがいけなかった。


    　あと少しで脱衣所というところで、つるりと軸じく足あしが前に滑すべった。


    「──ふぎゃあっ!?」


    　ドッシィーン!!


    　震度２は揺れた。


    



    



    「あの……今日は本当にありがとうございました……あと、すみませんでした……その……いろいろと」


    「う……む。まぁ、気にするな。というか、できたら忘れてくれ……」


    　玄関先で伽か夜よを見送る鷹たか兎と。二人とも顔を赤くしながら、ちょっとだけ気まずそうに。


    　鷹兎の後ろで、パジャマ姿のハルハがぶるるっと震ふるえた。六月とはいえ、パジャマ一枚では少々冷えるだろう。


    「ハルハは中に入ってていいよ」と鷹兎は言った。しかしハルハは「やーん、もう一回しましま撫なでた～い」と言って、名な残ごり惜おしげに手を伸ばす。


    「また今度な」と言って伽夜は苦にが笑わらいする。


    「……明日は違うアプローチで君の闘争本能を刺激してみよう。準備ができ次第迎えに行くから、すまないがいつでも出かけられるように準備しておいてくれ」


    　へくちっ！


    　鷹兎の前にハルハが返事をした。くしゃみで。


    「ハルハ、湯冷めしちゃうよ。二階にお布ふ団とん敷いておいたから、先に入って寝てなさい」


    　鷹兎がそう言うと、伽夜がピクッと反応する。「……一緒に、寝るのか？」


    「え？　あ……そ、そういう意味じゃないです。僕はその……洋間のソファーで寝ますから」


    「え～!?　やーん、一緒に寝てくれないの～？　一人で寝るの嫌いやぁ～」


    　ハルハは離れまいと、さらにギュッとしがみついてきた。


    「ちょっ、ちょっと、ハルハ……」


    「東ひがし森もり、私は別に、一緒に寝るなと言っているのではないぞ。……年頃の男女がみだりに同どう衾きんするのは確かにあまり感心しないが……まぁハルハは、中身が子供だからな」


    　やむを得んだろう、と言ってコホンと咳せき払ばらいをする──が、急に神しん妙みような顔つきになった。


    「だがハルハは影かげ子こだ。そこが問題だ」


    「え……？」


    「影子は長時間影から出ていると、それだけで体力を消しよう耗もうしてしまう。影子にもよるが、一日六時間は影の中で睡眠をとらせないと、どんどん弱っていくぞ」


    「そ、そうなんですか？」鷹兎は目を丸くする。


    　伽夜は「ああ」とうなずき、人差し指をくいくいと動かした。『耳を貸せ』ということだと気づく。鷹兎が顔を近づけると、伽夜も寄ってきて、ひそひそと耳打ちした。


    「過去に、戦いで影子使いのほうだけが命を落としてしまった例がある。ひと月後、影子も衰すい弱じやく死ししてしまったそうだ。──入る影がなくなってしまったから、ということだ」


    〝死〟という言葉に鷹兎はビクッとした。ハルハが「え～、なになにぃ？　内ない緒しよ話、やーん」と言って、鷹兎の体を揺ゆする。どうやら聞かれずにすんだらしい。


    「わかりました……気をつけます」


    「うむ、そうしてくれ」


    　そして伽か夜よは早はや瀬せ運転手の待つ車に乗り込んだ。


    　駐車スペースを出て走りだした黒塗ぬりのベンツは、すぐに夜の闇やみに溶けて消えた。テールライトも見えなくなった。


    　ハルハと一緒に家の中に入った鷹たか兎とは、今さっきの伽夜の言葉を思い出す。


    （〝戦いで〟〝命を落としてしまった〟……化け物と戦うんだ。そりゃ、死人が出たりもするよな……）


    　やはり自分には無理だ、と思った。


    　そんな鷹兎の横顔を、ハルハがじっと見つめていた。
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    　それから数時間後。


    　日付が変わって午前二時を少し過ぎた頃。


    　鷹兎の住むＫ県と、隣接するＹ県の境さかいにある山奥に、一人の女の姿があった。


    　百八十センチはありそうに見える長身のその女は、エナメルのボディスーツのような、黒い不思議な服を身につけていた。ぴったりと体にフィットしたデザインが、彼女の豊かすぎる胸のラインを浮き彫りにしている。


    　ざッざッ。


    　女は膝ひざの辺りまで届くほどの長い髪をなびかせて歩いた。


    　靴くつはハイヒール。歩きにくそうなこと、この上ない。


    　そして左手にはカラスを持っていた。握にぎった首の部分を軸じくに、ブランブランと揺ゆれている。きっと首の骨が折れているのだろう。


    　真夜中、山奥、女が一人、カラスの死し骸がい、どう考えても普通ではない。


    「……この辺、だな」


    　女はつぶやき、さらに進む。ざッざッ。木々の間をジグザグに縫ぬい、急な斜面も軽々と飛び越える。ぴょん。どんな障害物があろうと、女はよどみなく進んだ。


    「感じる。近いな」


    　女の吐と息いきが徐々に荒くなっていく。ざッざッ。しかし疲れているわけではなさそうだ。


    「はぁはぁ……感じる。すっごい感じる……！」


    　ざッ──女の足が止まった。


    「とっても感じちゃううう～～～～～ッ!!」


    　カラスの死骸をつかんだまま、腕をクロスさせて自分で自分を抱きかかえ、女はビクビクッと震ふるえた。


    　……しーん。


    　山は静かだった。


    　そよ風が葉は擦ずれの音を残して吹き抜けていった。


    「ちっ」女は舌打ちする。「ツッコミのないボケほどむなしいもんはねーなぁ。あー、つまんね」


    　コートの左胸の上についていたスカラベのシルバーブローチを外し、地面に投げる。


    「〝夜ヤ求ク者シヤの卵〟はこの下に埋まっている。探してきな、タマコロガシ」


    　その言葉を合図に、地面に落ちてひっくり返っていたコガネムシ型ブローチが──わさわさと動きだした。タマコロガシと呼ばれたそれは、六本の肢あしを必死に蠢うごめかせて、やっとのことで表向きになる。と、もりもりと地面を掘ってもぐっていった。


    　五分ほどで、その穴からにゅっと、いびつな黒い球体が出てきた。次いでタマコロガシが。逆立ちのような姿勢で、後ろ肢あしで球体を穴から押し出す。


    「はい、ごくろーさん」


    　女はしゃがみ、タマコロガシをスーツの元の場所につける。タマコロガシは動かなくなり、ブローチに戻る。そして彼女は黒い球体──夜や獣じゆうの種──を拾い上げ、カラスの死し骸がいの口に押し込むように咥くわえさせた。


    　大きく息を吸い込むと、女はふぅーっと吐と息いきをカラスに吹きかけた。女が吹きかけたものは瘴しよう気きという気体で、本来はごみためや汚お染せんの進んだどぶ川など、汚けがれた場所から発生する〝悪い空気〟である。怨おん念ねんなどの負ふの感情が充満して定着した場所からも発生する。
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    　瘴しよう気きは普通の人間の目には見えない。だが、それを見ることができる人間には、女の呼気が真っ黒に染まっているのがわかるだろう。そして、死し骸がいの口に咥くわえられていた球体が、空気清浄機のように黒い瘴気を勢いよく吸い込んでいくさまも。


    　やがて変化が始まった。


    　肉の塊かたまりと化していたカラスの死骸を触しよく媒ばいにして、別の新しい存在が生まれようとしていた。夜や獣じゆうと呼ばれる、人の魂たましいを喰くらう化け物が。


    　ボコボコと沸ふつ騰とうする湯のように肉体が盛り上がり、巨大化していく。


    　くちばしが伸びて、縦たてにも割れる。


    　しばらくすると変化は収まった。


    　一言でいえば巨大なカラス。頭から尻尾しつぽの先まで百七十センチはあるだろうか。ただ、三十センチほどのくちばしが縦じゆう横おうに割れて、四つのパーツに分かれていた。


    　それらのパーツがおのおのの方向に開くと、人の形をした〝舌〟が現れた。舌には頭があり、口があり、その口がぱくぱくと動く。


    「あ、あ……お、お、おぅ……おまえ……誰？」


    　女は狐きつねのように吊り上がった目を不愉快そうに細める。「ぁあ？　おまえとか言ってんじゃねーよ。あたしぃがおまえを生まれ変わらせてやったんだからな。こんな瘴気の薄い所じゃ、自力で夜ヤ求ク者シヤになれるまであと百年はかかってたかもしんねーんだぞ」


    「あ……す、すんません……自分、調子乗ってました……」巨大カラスは意外と素直に謝った。


    「あたしぃは奈な闇やみ。奈落の〝奈〟に、〝闇〟だ。ちゃんと〝さん〟をつけろよ？」


    「は、はい……奈闇さん」巨大カラスがしゃべると、四つに分かれたくちばしが、ひっくり返ったゴキブリの肢あしのようにわきわきと蠢うごめく。


    「えーと、おまえにも名前がないとめんどくせーな。そうだなぁ……」奈闇は頭をひねってしばらく考えると、パッと瞳を輝かせた。「──うん、〝黒羽クロウ〟だ。〝黒〟い〝羽〟で、黒羽。カラスの〝クロウ〟ともかかってる。……おい、これマジでよくねぇ？　どうよ？」


    「あ……はい……めっちゃ、いいです……。あ……ありがとう……ございます」


    　黒羽が礼を述べると、奈闇は満足そうに何度もうなずいた。


    「それで、あの……な、奈闇さん……」


    「あ？　なんだよ？」


    「じ……自分……腹減ったんですけど……」


    「じゃあ人間襲って、魂喰いな。……そうそう、魂飲み込んだら胃の中でゆっくり消化するんだよ。じゃねーと腹壊すからなぁ。それからあたしぃに上納する分も忘れんなよ」


    「わ……わかりました……じゃ、じゃ、じゃあ……失礼します……」


    　黒羽クロウは羽を広げて、真っ暗な夜空に飛んでいった。


    　奈な闇やみは黒羽の姿が見えなくなっても、しばらく夜空を見上げ続けた。彼女の瞳は、中天で星々に囲まれながら青く光り輝く月をじっと眺めていた。うっとりとまぶたが半分閉じられ、長いまつげがふるふると震ふるえる。


    「今夜も綺き麗れいだねぇ……」


    　ううん、と首を振る。


    「月はいつだって綺麗さ……明日も、あさっても、ずっと……」


    　ほうっ──と、ため息をついた。
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    　鷹たか兎とは『スウィートホーム・リフォーム』というホラーゲームの世界にいた。


    　廃はい屋おくと化した洋館。夜。外は嵐。


    　ギシギシと軋きしむ階段を上って二階の廊下へ出る。一番手前の扉を開けると、部屋の中から突然三体のゾンビが襲いかかってきた。


    　鷹兎は冷静にショットガンを構え、ギリギリまで引きつけて──撃つ。


    　雷らい鳴めいのような銃声とともに、ゾンビたちは肉片と化した。


    　だが、一息つく間まもなく、背後から〝ギシ……ギシ……〟という音が。振り返ると、先ほど鷹兎が上ってきた階段に、ボロボロのトレンチコートを着た巨体のゾンビがいた。


    　鷹兎はこいつを知っている。名前はネロ。中ボスだ。


    　ショットガンの弾たまを〝スラッグ弾〟に入れ換える。〝散弾〟のように拡散しないが、その代わり一点を破壊する威力は絶大だ。


    　一つ、二つ……ギシギシとネロが上ってくる……三つ、四つ……大丈夫、ネロの移動速度は遅い。奴が階段を上りきる前に入れ換えを終わらせられれば……そのとき、突然声がした。


    「ふぁふぁほ、ふぉんはひひっはひ、ふいはお～（タカト、そんなにいっぱい、無理だよ～）」


    「……えっ？」


    　ハルハの声だ。ハッと気がつくと、鷹兎が持っていたショットガンがいつの間にかハルハになっていた。


    　鷹兎は左腕でハルハの腰をかかえるように持ち上げていた。自分が弾を込めようとしていた場所に目線を移動し、口いっぱいにスラッグ弾を頰ほお張ばった彼女と目が合う。


    



    



    「──ッ？」


    　鷹兎はぱちっとまぶたを開き、しばらくしてから今のが夢だったことを理解した。二階の寝室。布ふ団とんに一人。枕まくら元の目覚まし時計が示す時刻は午前八時三十八分。今日は日曜だから、アラームはセットしていなかった。


    　昨晩、「やーん、タカトと一緒に寝るのぉ～」とハルハに押し切られ、結局同じ布団で寝ることになったのだが──そのハルハの姿がない。


    「ハルハ……一階かな……？」


    　それにしても、なんとも奇妙な夢を見てしまった。


    （あそこで目が覚めなかったら、どうなってたんだろう。口から弾たまを込めたら……）


    　刹せつ那な、頰ほおがカッと紅こう潮ちようする。鷹たか兎とは顔をぶんぶんと振り回して、不ふ埒らちな妄もう想そうを追い払った。


    （パパ失格だ、まったく……）


    　自じ己こ嫌けん悪おから深くため息をつくと、心と体が静まるのを待って、のそのそと一階に下りた。


    「あ、タカト、おはよ～っ」


    　案あんの定じようハルハは居間にいて、女の子向けの大人気アニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』を観ていた。


    「お……おはよう……」


    　気まずくてハルハの顔を見られない鷹兎は、そそくさと台所に逃げ込み朝食の準備をする。


    　目玉焼きにレタス、トースト、ハルハはオレンジジュースで、鷹兎はコーヒー。


    　お盆に載せて二回に分けて運んだ。アニメ本編は終わったようだが、ハルハはエンディングが始まるまでのＣＭを、熱心に見入っていた。


    『デストロイランドで、私たちと握手！』


    　鷹兎も小さい頃何度か行ったことのある遊園地のＣＭだ。


    　その後、次回予告まで観終わって、ハルハはようやく鷹兎のほうを向いた。


    　にっこり笑って、「あ～、面白かった。くふふふっ、喉のど渇いちゃった」


    　オレンジジュースのグラスを両手で持って、ハルハは一気に半分、グビッと飲む。


    　そして朝食が始まった。ハルハはまだ箸はしが使えないので、全部トーストに載せて頰ほお張ばった。


    　それから三十分ほどして食事は終わり、卵の黄身がこびりついた皿を鷹兎が洗っていると、伽か夜よから電話がかかってきた。


    



    



    　一時間後。鷹兎は伽夜と一緒に黒塗ぬりのベンツに乗っていた。運転しているのはもちろん早はや瀬せ。ハルハは車に乗ってすぐにうとうとしだしたので、影の中で仮眠をとらせている。


    　どうやら車はマキムラグループ関連の、とある工場へ向かっているらしい。とはいっても、プレイガーデン工場を見学させてもらえるわけではない。あくまでハルハの能力覚かく醒せいが目的で、なにやら試ためしてみたいという。


    「ところで、影かげ子このタイプについての説明がまだだったな」と伽夜が言った。


    「タイプ……ですか？」


    「うむ、影かげ子こはその戦闘スタイルから、三つのタイプに分けられる。〝憑ひよう依い〟〝変へん化げ〟〝自動〟の三種だ。憑依タイプは、影子使いに憑依することで能力を発動することができるようになる。私のしましまがそうだ」


    　変化タイプは、たとえば剣や槍やりに変身して、影子使いの文字どおり武器になる。武器以外のアイテムに変身する影子もいるという。


    　自動タイプは、憑依タイプや変化タイプとは違い、影子使いから完全に独立して能力を発揮できる影子だという。憑依や変化といったステップを必要としないため、影から出てきてすぐに戦えるという利点がある。


    「ハルハもこの三タイプのどれかに属することになるだろう。たとえばどのタイプが自分に向いていると君は思う？」


    「え、どのタイプ、ですか？」


    　急にそんなことを言われても、なんとも思い浮かばない。


    「影子の能力は、主あるじである影子使いの精神に強く影響を受けると言っただろう？　今のうちからイメージをふくらませておいて損はないぞ。たとえば……気を悪くしないでほしいが、君は剣を振るって戦ったりするのは向いてなさそうだな」


    「そうですね、そのとおりだと思います」鷹たか兎とはあっさりと認めた。


    　むしろハルハには、そんな能力目覚めてほしくないとすら思う。


    「でも、イメージをふくらませれば、思いどおりの能力タイプになってくれるものなんですか？」


    「む、いや、まぁ……必ずしもそうというわけではないがな……」伽か夜よは、なぜか急に歯切れが悪くなった。「そうだな……あまりあれこれ考えすぎると、自分のイメージと違う能力になってしまったときに…………」


    　そのまま、伽夜は黙ってしまった。


    　そうこうしているうちに、目的地はもう目と鼻の先になっていた。


    「伽夜さま、あと五分ほどで着きます」と早はや瀬せ運転手が告げる。


    　鷹兎は自分の影に向かって呼びかけた。「ハルハ、もうすぐ着くよ、起きて」


    　目をしばしばさせてちょっと不ふ機き嫌げんそうなハルハが、影からにゅ～っと顔を出した。


    



    



    　工場正門を抜けてもベンツはしばらく走り続け、とある建物の車寄せ前で鷹兎たちはようやく降ろされる。見回すと、アスファルトで舗ほ装そうされた広い敷地に、同じような造りの建物がずらっと並んでいた。


    　到着するやいなや、待ち構えていた黒いスーツの男に「こちらです」と案内される。


    　なにを作っている工場なのかもわからないままに、建物内に連れられ、エレベーターで上へ。……２……３……４……。


    　チィン。エレベーターが止まる。外に出ると、そこはドアと下り階段があるだけのせまいスペースだった。黒スーツの男がジャラッと鍵かぎ束たばを出してドアを開けた。


    　びゅうぅと風が吹き込んでくる。


    　ドアの外は屋上だった。


    　貯水槽そうと空調機があるだけのだだっ広い空間。四方を囲うフェンスもない。


    　ここまで案内してくれたのとは別の黒スーツの男が、向かって左側のへりに立っている。


    　伽か夜よがつかつかと近寄ると、男は深々と頭を下げて、「ここからです」と言った。


    　鷹たか兎とはハルハを連れて、あとに続く。腕を組み、へりから下を覗のぞき込む伽夜に、


    「ここで、なにをするんですか？」と尋たずねた。


    　伽夜はくるっと振り返ると、「君の性格からして、闘争本能よりも防衛本能を刺激したほうがいいのではないかと思ってな」と言い、ちょんちょんと下を指差す。


    「防衛本能、ですか……？」


    「そうだ、ではまず先に手本を見せよう」


    　そう言って伽夜は、へりの出っ張りに足をかけ──ぴょんと跳んだ。


    「せっ……先輩ッ!?」


    「……うそっ……!!」


    　鷹兎とハルハは慌あわてて駆け寄り、しゃがんでへりから覗き込む。


    　伽夜がこっちを向いて手を振っていた。


    「……え？」「……あれ？」


    　丸に近い多角形の巨大なマットに埋もれるように伽夜は横たわっていた。パニック映画のビル火災シーンなんかで見たことがある、空気式救助マットだ。地上で待機していた黒スーツの男の手を借りて地面に降りると、鷹兎たちを見上げて叫ぶ。


    「さぁ、やってくれ～！」


    　死ぬほどの恐怖を感じることで防衛本能を活性化させ、ハルハの能力覚かく醒せいのきっかけを得る──だからつまり、二人でそこから飛び降りろと、そういうことだろう。


    （いやいやいやいやいや、なにそれ、絶対に、無理ッ!!）


    　鷹兎はぶんぶんと頭を横に振る。


    「あのクッションは直径約五メートルあります。真ん中の黒い点を目指して飛んでください」


    　鷹兎たちの横に立っていた黒スーツの男が、感情のこもらぬ声で言った。


    　鷹兎は恐る恐る、もう一度下を覗き込む。


    　黒い点？　小さすぎる！


    　直径五メートル？　ここからじゃ、せいぜい二センチほどにしか見えない！


    「安全性は伽夜さまが示されたとおりです。影かげ子こと二人分の体重でもまったく問題ありません。さぁどうぞ」黒スーツの男がまたも無感情な声で言う。


    　鷹たか兎とがちらっと見上げると、男と目が合った。顔も声も無感情だが、その目だけは、『いいからさっさと飛べよ』と強く物語っていた。


    　地上では、伽か夜よがこちらを見上げ、待っている。ちっちゃくてよくわからないが、鷹兎を安心させようと、にっこり微笑ほほえんでいるようだ。


    　もし、このままここで十分、二十分と時間を費ついやしたら──下で待つ伽夜の目も、隣にいるこの男と同じになるかもしれない。


    　鷹兎はゆっくりと立ち上がり、ごくりとつばを飲み込む。へりの出っ張りに右足をかける。


    （先輩が待っている。先輩は自みずから先に手本を示してくれたんだ……それに応えなきゃ）


    　そのとき、後ろからの強風にあおられ、体が前に傾いた。


    　一瞬だが、真下の景色が、真横の景色に見えた。


    「わ……わわっ！」出っ張りにかけていた右足を蹴けり、尻しり餅もちをついて倒れる。


    　ガクガクガクガク！　膝ひざから下が、信じられないくらい震ふるえた。自分でも止められない。


    （無理だ、やっぱり無理だよ……!!）


    　気がつくと、涙が滲にじんでいた。怖いからか、情けないからか、もうわからなかった。


    　黒スーツの男が、道ばたに落ちている犬猫の糞ふんでも見るような目で鷹兎を見下していた。


    「どうしたー!?　東ひがし森もりぃー!!」


    　伽夜の叫び声がかすかに届く。


    　すると──今まで黙っていたハルハが、すっくと立ち上がって言った。


    「嫌いや！　ハルハ絶対飛ばないッ！」そして黒スーツの男を睨にらみ、ビシッと指差す。「あと、このオジサン大っ嫌い！」


    　オジサンと呼ばれた、おそらく二十五、六のその男は、


    「なっ……？」と初めて表情を崩した。


    



    



    　しばらくして、伽夜が再び屋上に戻ってきた。


    　なんとかハルハを説得しようと試こころみるが、


    「いやいやいやいやいやっ！　ぜぇーったい、やっ！」


    　コンクリートに仰向けになって、手脚をじたばたさせる。見事なだだのこねっぷりだ。


    　伽夜は『君からもなんとか言ってやってくれ』という目で、鷹兎に助けを求めてくる。


    （ぇえっ……いや、でも、正直僕も飛びたくないし……）


    　困こん窮きゆうする鷹兎。するとハルハがすかさず二人の間に立ち、伽夜の視線をさえぎって、敵意のこもった眼まな差ざしで睨み返す。


    「むっ……」一瞬ひるんだ様子で、しかし伽夜だって一歩も引かない。鷹兎はなにもできずに、ハルハの後ろで情けなく縮ちぢこまっていた。


    　女二人の、無言の睨にらみ合いが続く。


    　今にもつかみ合いの喧けん嘩かが始まりそうな、一いつ触しよく即そく発はつの空気が漂ただよう中、


    「…………あっ！」


    　ハルハが奇声を上げ、『いいこと思いついちゃった♪』とばかりにころっと表情を変えた。


    　伽か夜よは面食らってか、目をしばたたかせる。


    「な……なんだいったいッ？」


    「ハルハ、あれならいいよ。要は怖ければいいんでしょ。あそこ行こうよ」くふふふふっ。


    「あ……あれ？　あそこ？　……じゃ、わからんだろう！　なんの話をしているッ？」


    　怪け訝げんな顔で問い詰める伽夜──に、くるっと背を向け、ハルハは鷹たか兎との顔を見た。


    　ニィ～っと、いたずらっぽく笑う。


    「と～っても怖そうな所っ。ね、タカト！」
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    「タカト、ね、次あれ！　あれ乗ろう！」


    　ハルハが、鷹たか兎との腕に抱きついてぐいぐい引っ張る。


    「ちょ……ちょっと待って、ハルハ。少し休ませて……！」


    　コース全長がギネス級のジェットコースターから降りたばかりで、鷹兎の足はふらついた。倒れるようにベンチに座り込むと、顔の前に突然にゅっと、紙コップのドリンクが突き出される。


    「どうだ……能力は目覚めそうか？」


    　伽か夜よだった。ハルハにも差し出す。ハルハは「わ～い、ジュースぅ～」と言って、早速グビグビ飲んだ。鷹兎は恐きよう縮しゆくしながらコップを受け取り、「すみません……まだ、みたいです」と答える。


    「そうか」伽夜は鷹兎の隣に腰かけた。


    　ここは遊園地〝デストロイランド〟。デストロイ（破壊・破滅）の名にふさわしく、絶叫マシンが日本一怖いと有名な所だ。鷹兎の家から車で三時間半ほどかけてやってきた。


    　おととい、工場の屋上から飛ぶのを断固拒否したハルハが、


    「デストロイランドがいい！　デストロイランド行きたい！」


    　と言いだした。断られるだろうと鷹兎は思ったが、伽夜は意外にも真剣な表情で考え込み、「わかった、検討してみよう」と言った。


    　そして次の日、つまり昨日、デストロイランド行きが決まった。しかも貸し切り。学校への届け出もすんだことになっているという。あまりの手回しのよさに、鷹兎は槇まき村むら家けの力を思い知らされた。


    「──東ひがし森もり、君は絶叫マシンは得意なのか？」


    　隣に腰かけた伽夜が、さっと脚を組んでから尋たずねる。今日の伽夜のスカートはやけに短く、タイトだった。脚を組んだせいで若じやつ干かんずり上がる。だが、鷹兎はまだギネス級ジェットコースターの衝撃から醒さめておらず、伽夜のそんな仕草も全然気にならなかった。


    「いや、全然です……この手の乗り物に乗るの、小学生のとき以来ですけど……なんか昔より弱くなってるかもしれません」と言って、弱々しい声で笑う。


    「……そうか。まぁ、君には気の毒だが、そのほうが防衛本能への刺激という目的にはかなっている。続けて頑張ってくれ」


    　そして伽夜はまた脚を組み直す。


    　鷹たか兎とはハルハの真ま似ねをするように、ドリンクをグビグビと一気飲みした。


    「うっ……」慌あわてて口を押さえるが、げっぷで喉のどが鳴ってしまう。


    「あ……いや……あはは……せ、先輩は乗らないんですか？」


    「…………」伽か夜よは一瞬、じとっと鷹兎を睨にらむと、「……悪いが私はこの手の乗り物が嫌いだ」ぼそりとつぶやいた。そして鷹兎から目線を外して、


    「それに私が乗っても、なんの意味もないだろう。君とハルハの問題なんだからな」


    「あ、そ、そうですね……はは……」


    　伽夜はちょっと不ふ機き嫌げんそうだった。げっぷはまずかったかと鷹兎は肝きもを冷やす。「タカト～、ねぇ次の行こうよ～」飲み終わったハルハが鷹兎の腕を引っ張ってきたので、これ幸さいわいと席を立った。


    「じゃ、じゃあ……また、行ってきます」


    　伽夜は「うむ」とぶっきらぼうにうなずく。


    　顔はそっぽを向いたままだった。
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    　鷹兎とハルハが次に乗ったのは、海かい賊ぞく船型超巨大ブランコとでも言うべき乗り物だった。


    　ぐらんぐらんと前後に大きく揺ゆれ、その振れ幅は最大でほぼ百八十度に達する。


    　伽夜はベンチに腰かけながら、激しく揺れる海賊船を眺めていた。と、突然、ゾクッとする悪お寒かんに背筋が凍りつく。ノースリーブのブラウスから伸びた二の腕が、わずかに鳥肌だっていた。


    　不意に、頭の中で声が響く。


    



    『わ～、伽夜ちゃん、汚～い』


    



    「あッ……ううぅぅっ……！」


    　伽夜はうめき、頭を鷲わしづかみにして、がっくりとうなだれた。


    　忌いまわしい記憶というのは、どうして何年経っても消えないのだろう。


    　しばらくすると、少し離れた所からにぎやかな話し声が聞こえてきた。海賊船から二人が降りてきたのだ。


    「あ～、面白かった！　くふふふっ！」ハルハはぐっと伸びをすると、新たな獲え物ものを探すハンターの目できょろきょろと辺りを見回し、「じゃあね～……あ、あれ！　次、あれ行こう！」


    「ハ……ハルハぁ～、走らないで、もっとゆっくり～」


    　つないだ手を引っ張られて、鷹兎がよたよた走る。しかしその顔は、決して嫌いやがっているようには見えなかった。


    （なんだかんだ言って、楽しそうじゃないか……）


    〝絶叫マシンに弱い〟と彼は言った。しかし〝弱い〟と〝嫌い〟は違う、ということなのだろう。伽か夜よは遠ざかっていく二人をじっと眺め、その姿が見えなくなると──背中を丸めて、寂しげにため息をついた。
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    　地上六十メートルから垂直落下する乗り物に二回乗ったあと、ハルハは近くの売店の看板を指差して言った。


    「あ！　あれ、え～と、ソフトなんとか！　ねぇタカト、ハルハあれ食べてみたい！」


    　看板には、大きなソフトクリームの絵が描いてあった。


    「え……あぁ、ソフトクリームね。うん、いいよ」


    　自分たちだけで食べるのもどうかと思い、伽夜の携帯にかけてみた。が、


    『──私はいらない』


    　という、やけにあっさりした答えが返ってきた。


    　ハルハはソフトクリーム初体験なので、やはりバニラが王道だろうと、二つ注文する。


    「はい、ハルハ。気をつけて持ってね」


    「あ、うん、ありがとう、タカト♪」


    　大切そうに両手で受け取ったハルハは、ぐるぐる巻きをしばらく面白そうに眺め、やがて鷹たか兎との真ま似ねをして、ペロッと一ひと舐なめした。


    「!?」瞳がまんまるに見開かれる。「ひょわわああ！　冷たぁい！」


    　思わず落っことしそうになるほど驚いたあと、くふふふふふっ！　と笑顔をはじけさせた。


    　そろそろと舌の先っちょを突き出して、チロッともう一舐め。


    　ひゃっ、と肩をすくめる。


    「冷たぁい！　でも甘くて美味しいッ！」


    　テンションＭＡＸで喜ぶハルハ。それを見て、鷹兎も頰ほおを緩ゆるめる。


    　一個三百円とちょっとお高めだったが、その甲か斐いはあったと思った。


    　ハルハはチロチロと舐めては、キャッキャッとはしゃいで、鷹兎の周りをくるくる回る。


    「ハルハ、走ると危ないよ。落ち着いてちゃんと持ってないと、落としちゃ──」


    　鷹兎がそう言いかけたとき、ハルハの体はすでに前に大きく傾いていた。


    　つま先が、地面にひっかかったのだ。


    　受け身もとれずに倒れるハルハ。直後、宙に舞ったソフトクリームが、放物線を描いて真っ逆さまに──どちゃっ。コーンの塔となる。


    　ハルハは未いまだなにが起こったのか理解できないという顔で、地面に這はいつくばったまま、ソフトクリームの無残な残ざん骸がいをじっと見つめた。


    「ぁあ……あ…………」


    　やがて大粒の涙がぽろぽろとこぼれだした。


    「ううっ……うわあああああぁぁん……！」


    　眉み間けんに寄せたしわをふるふると震ふるわせて、泣き叫ぶ。


    　鷹たか兎とは慌あわてて駆け寄った。売店からも、清掃用具を持った店員が飛び出してきた。


    「──ハルハ、大丈夫ッ？」


    「うう～う……ぅあっ……うあああっ……うああああん……！」


    　ハルハは突つっ伏ぷしたまま首を横に振った。


    　自分のソフトクリームを店員に預けて、鷹兎はハルハを起こしてあげた。地面にぺたんとお尻しりをつけた姿勢で、ハルハは泣き続けた。


    「ハルハ、どっか怪け我がしてる？　ひじとか膝ひざとか──痛い？」


    「あうううぅ……うあっ……うあああ……！」


    　泣きながら、ハルハはまた首を横に振った。


    　止めどなく涙があふれる瞳を鷹兎に向けて、なにか必死に口をぱくぱくと動かす。最初のうちは声にならなかったが、やがて──、


    「うぅっ……タカト……ごべんなさい……」


    　そう言って、ひっくひっくとしゃくり上げた。


    「え……？」


    「せっかぐ……買っでもらった……のに……」


    　ああ、そういうことか、と鷹兎は理解した。ハルハは、ソフトクリームが食べられなくなってしまったというだけで泣いていたわけではない。せっかく買ってもらったものを自分で台なしにしてしまった、という罪悪感で泣いていたのだろう。そのいじらしさに、胸が熱くなる。


    　鷹兎は店員から、預けていたソフトクリームを受け取ると、


    「はい、ハルハ」


    　そっと差し出した。


    「……え……？」涙をたたえた瞳をいっぱいに見開いて、ハルハは言う。「でも……これ、タカトの……」


    　鷹兎はかぶりを振って、にっこり笑った。


    「ハルハが食べていいんだよ。ほら、早くしないと、溶けてきちゃってる」


    「あっ……う、うん……」


    　おろおろしながらハルハはソフトクリームを受け取った。今にもコーンからあふれそうな部分を、ぺろぺろっ、と慌あわてて舐なめ取る。


    　そんなハルハの頭を、鷹たか兎とは優しく撫なでてあげた。


    「僕も注意するのが遅かったよ。ごめんね。今度からは気をつけようね」


    　頭をなでなですると、ハルハの柔やわらかそうな頰ほおにほんのりと赤みが差した。まだ涙で潤うるんでいる瞳で上うわ目め遣づかいに鷹兎を見ると、ハルハは「……うん」とうなずく。そして、


    「タカト、ありがとう……」


    　と言い、鷹兎の手をぎゅっと握ってきた。


    「あ……う……うん……あはは」


    　なんだか急に恥ずかしくなってきて、鷹兎ははにかみながら頰をポリポリとかいた。


    　くふふっ、と笑って、ハルハはまたぺろっと舐なめる。


    　コーンの端からあふれてきたクリームを、ちゅっ、ちゅっ、と吸い取る。


    　ふと、なにかを閃ひらめいたような顔をした。


    「あっ……そうだタカト、交替交替で一口ずつ食べようよ！　ね？」


    「えっ？　……い、いや、いいよ、ハルハだけで食べて」


    「や～ん、ハルハだけなんて嫌いやぁ。一緒に食べようよ～」


    　はい♪　とハルハがソフトクリームを鷹兎の顔の前に突き出した。ソフトクリームにはハルハの舌の跡あとがしっかりと残っている。鷹兎がここを舐めたら──言わずと知れた間接キスだ。


    　だが断りきれなかった。ハルハは善意で言ってくれているのだ。断る理由が見つからない。
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    （まぁ、ハルハはお子さまなんだし……そんなに意識する必要はないか……）


    　思い切ってぺろっと一口舐なめる。甘い。ソフトクリームなんだから当たり前なのだが。


    　くふふふっ。ハルハは笑うと、今度は自分が舐める。そしてまた「はい、タカト♪」。


    　それを何往復かした。気がつくとハルハの鼻の頭にクリームがちょんとついていたので、鷹たか兎とはそれを人差し指でぬぐってやった。


    （で、この指をどうしようか……？）


    （僕が舐めちゃう？　いや、それは──）


    　そんなふうに悩んでいると、


    　ぱくっ。


    　ハルハが大きく口を開けて、鷹兎の人差し指に食いついた。


    　柔やわらかい唇が、人差し指のつけ根から先端までをゆっくりと──歯が当たらないように気をつけて──滑っていく。


    　ちゅぽんっ。


    　すぼめた唇から人差し指が、音を立てて抜け出た。


    「えへへ、舐めちゃった」無む邪じや気きにハルハが笑う。


    　さすがにちょっと恥ずかしくなり、鷹兎は顔を赤く染めながら、「あ……はは……」と引きつった笑顔を浮かべた。


    　そのとき、


    「──ずいぶん楽しそうだな」


    　突然後ろから声をかけられた。


    「えっ──うわ、せ、先輩ッ？」


    　伽か夜よだった。伽夜はにこっと笑う。だが、目だけは笑っていない。ほとんどまばたきもせず、じっと鷹兎を見み据すえる。


    「お楽しみのところ邪じや魔まして悪いが、どうなんだ？　能力は目覚めそうか？　兆ちよう候こうのようなものはあったか？」


    「い、いいえ……それがまだ、全然……」


    「ほう、全然、か……」伽夜の眼鏡めがねが、ギラリと不気味に輝いた。「……東ひがし森もり、遊園地がダメなら、例の工場にまた行って、今度こそ屋上から飛ぶしかないんじゃないか？」


    「エエッ……いや……それはちょっと……」


    「嫌いやか？　しかしこのままここで続けても、あまり効果は期待できそうにないなぁ。なんなら今から空気マットを持ってきてもらおうか？　幸さいわい、ここなら高い場所はいくらでもあるからな。あそこから飛んでみるか？」


    　伽夜は遥か上空にかかるジェットコースターのレールを指差す。山なりになったコースのふもとの部分だが、先日の工場の倍以上は高い。


    「いやっ……あんな高さからなんて……い、いくらあのマットでも無理なんじゃ……」


    「そうか？　確かにあの空気マットは、地上二十メートルまでの安全許容だったはずだが──しかしやってみれば意外といけるかもしれんぞ？　それにちょっとくらい無理しないと、今日の君はここのいろんな乗り物のせいで、恐怖感覚が若じやつ干かん麻ま痺ひしてるかもしれないからなぁ」


    　そう言って伽か夜よは〝フ、フ、フ……〟と笑った。ゾッと寒気を覚えるような氷の微笑だった。本気なのか、冗談なのか、まったくわからない。


    　鷹たか兎とが思わず一歩後ずさりすると、伽夜が一歩にじり寄ってきた。マジで怖い。


    　そのとき、あっけらかんとした口調でハルハが言った。


    「ねぇセンパイ、ラブデラ（ふたりはラブＤＸデラツクス）ショーはどこでやってるの？」


    　びゅおおお──。


    　突とつ風ぷうが吹き荒れ、伽夜のロングヘアをばらばらに巻き上げた。


    （ハッ……ハルハ……ちょっとでいいから空気読んで……！）


    　心の中で鷹兎は叫んだが、ハルハには届かなかった。凍りついた空気に気づいてもいないようで、にこにこと笑っている。


    　伽夜は乱れて顔に張りついた髪を後ろにかき分け、ドスの利きいた低い声で言った。


    「……今日は貸し切りといっても、乗り物に自由に乗れるだけだ。ヒーローショーはない」


    「ぇえ～？」ハルハが不満の声を上げる。


    　伽夜が、ついにキレた。


    「……いい加減にしろ！　おまえの能力覚かく醒せいのために来ているんだぞ！」


    　ずかずかとハルハの前まで行き、伽夜は上からギヌロと睨にらみつける。


    「確かに今日の目的は、東ひがし森もりの防衛本能を刺激することだ。ハルハ、おまえまでが死ぬほどの恐怖を感じる必要はない。だが本来の目的などお構いなしに、そうやってちゃらちゃら遊び気分で臨のぞんでいては、目覚めるものも目覚めんぞ！」


    「──別にいいもん」ハルハもさすがに一瞬ひるんだようだが、すぐに胸を張って伽夜と対たい峙じした。ぶぅ、とほっぺをふくらませて、唇を突き出す。


    「なんだと……？」


    　伽夜の切れ長の目が、きりきりと吊り上がる。


    「ふざけるな！　能力なしでどうやって戦う!?　私たちには夜や獣じゆう殲せん滅めつという重大な使命があるんだぞ！」


    「なによ、〝私たち〟って。勝手に一緒にしないで」


    「なに……ッ？」


    「ハルハ、能力なんてなくていいもん。夜獣なんか知らない。ハルハはタカトと一緒にいられればそれでいいんだもん。使命だかなんだか知らないけど、そんなのセンパイたちだけで好きにやってたらいいじゃない。……ハルハたちを巻き込まないで！」


    「なっ………おまえ……本気で言っているのか……!?」


    　今度は伽か夜よのほうがたじろいだ。愕がく然ぜんとした顔になり、目を丸くする。


    　その目で鷹たか兎とを見る。『君も同じ意見なのか？』と、眼まな差ざしで問いかけてきた。


    　鷹兎はうつむいて、その眼差しから逃げた。それは『はい』と言っているのと同じだった。


    「…………ッ!?」


    　伽夜は言葉を失った。


    　筋が浮き出るほど握にぎり締しめた拳こぶしをブルブルッと震ふるわせる。


    　しばらく口をぱくぱくさせ、そしてついに──叫んだ。


    「勝手にしろッ!!」


    　あまりの怒声に、ハルハはビクッと身を縮ちぢませた。鷹兎も、思わず顔を上げる。


    　伽夜はハァハァと息を荒らげ、二人を睨にらんだ。が、やがてくるりと背中を向けて歩きだす。


    「せ……先輩、待ってください……」


    　鷹兎が呼び止めると、伽夜は立ち止まった。だが鷹兎には、それ以上の言葉が続けられなかった。なにを言えばいい？　どう弁解する？　夜や獣じゆうと戦いたくないというのは、まぎれもなく鷹兎の本心でもある。


    「あ、あの……その……」口ごもる鷹兎の代わりに、顔だけで振り返って伽夜が言った。


    「──私は帰る。あとはおまえたちだけで好きなだけ遊んだらいい。帰りたくなったら、早はや瀬せさんに送ってもらえ」


    　そして、カッ、カッ、とヒールを鳴らして、彼女は去っていった。


    　鷹兎は、その背中を見送ることしかできなかった。
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    　早足で歩く伽夜。足音だけは、カッ、カッ、と小気味いい。伸縮性の低いタイトスカートは、脚を大きく開こうとすると、すぐに突っ張って太ももを締めつける。


    （まったく……なんなんだ、この歩きづらいスカートはッ？）


    　なんなんだ、と言っても──ラブコメ漫画『れ・みぜＬＯＶＥる』のヒロインのファッションを参考にして、わざわざ今日のために自分で買ったものだ。


    　露ろ骨こつなまでに太ももを見せつけ、さらに狙ねらって不自然なポーズをとらなくても、ナチュラルにパンチラを演出できる優れものである。


    　昨日、伽夜は夜中の三時までかかって、見られても恥ずかしくない──いや、もちろん見られれば恥ずかしいのだが──いわゆる勝負パンツを選び抜いた。


    　ベンチで脚を組んで座って、脚を組み直すときにパンツがチラ見えしたりして、そのとき鷹兎はどんな顔をするだろう。そんなことを考えながらベッドにもぐり込んだのだった。が。


    （……まったくの無駄だったな）


    　まず、行きの車の中では、今日に限ってハルハが真ん中に座りたいと言いだした。元気いっぱいにキャッキャッとはしゃぐハルハが、鷹たか兎との視線を完全にブロックしてしまった。


    　さらにデストロイランドに到着してからも、鷹兎はハルハに引きずり回され、伽か夜よのスカートに気づくどころではなかった。一回だけ好機が訪れるが、鷹兎はドリンクで喉のどを潤うるおすのに夢中で、脚を組む伽夜の仕草には目もくれない。スカートと一緒に買ったピンヒールのミュールも、一度も彼の目にとまらなかった。


    「……バカみたいだ。……なにをやっているんだ、私は……」


    　伽夜は足を止めて、つぶやいた。


    　それから、ふと気になって後ろを振り返ってみたが、誰の姿もなかった。


    （追いかけて……くるわけないか。あんな大声出して怒鳴ったんだ）


    　さっきは自分でもどうかしていたと思う。今さらになって、冷静な思考が戻ってくる。


    　鷹兎は槇まき村むら家けの人間ではない。使命も責任も課せられていない。命を落とすかもしれない戦いなど、したくないのが人情だろう。おそらくその考えがハルハにも受け継がれたのだ。


    （そこを説得して、協力してもらうのが、私の任務の一つだったのに──）


    　怒鳴ってしまった。〝勝手にしろ〟とまで言ってしまった。


    　明日から、いったいどんな顔をして会えばいいのかわからない。


    （このことをお父さまに報告すれば……私は彼らの担当から外されるだろうな。任務は失敗。別の人間が引き継いで、私はいずれ……新たな影かげ子こ使いを産むために、別の知らない男と結婚することになるだろう）


    　終わった──そんな気がした。


    　自分でもはっきりとはわからないが、なにかが終わった。


    　少し前の伽夜は、任務とあらば知らない男と結婚することもやむなしと思っていた。受け入れる覚悟があった。──ではなぜ今、未来がこんなにも真っ暗に感じられるのだろう？


    （わからない……。私は……どうしてしまったんだ……？）


    　伽夜は途方に暮れ、またとぼとぼと歩きだす。


    　ちょうど出口のゲートをくぐったとき、携帯が鳴りだした。父親からかかってきたときの着信音だ。腰に下げたホルダーから携帯を取り出し、通話ボタンを押す。


    「……はい、伽夜です」


    「あ……はい、今から帰るところです。申し訳ありません、結局なんの成果も……は？」


    　受話口から『夜や獣じゆうのねぐらを発見した』という言葉が聞こえた途端、伽夜の目つきが変わった。


    「本当ですか？　場所はッ？」


    「え……!?」一瞬、伽夜は驚きに目を見開く。「…………はい、了解しました。今すぐ向かいます」


    　そして通話は切れた。


    　伽か夜よはすぐさま早はや瀬せ運転手に電話をし、鷹たか兎とたちのこと、自分が任務を受けたことを伝える。「──では早瀬さん、よろしく頼んだぞ」


    　携帯をしまうと、目の前のデストロイランド駅に向かって走りだした。


    （東ひがし森もりへの任務は失敗。次も失態を演じれば、お父さまは私を戦力外と見なすだろう。今度こそ絶対にやり遂とげてみせる。命に換えても……！）
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    　鷹兎とハルハは、黙ってベンチに腰かけていた。


    （先輩、怒らせちゃったな……。明日から、どんな顔して会えばいいんだろう）


    　ふと、脳のう裏りに嫌いやな考えが浮かぶ。もしかしたらもう会ってくれないかもしれない、と。


    （夜や獣じゆうと戦う意思がないとなれば、僕なんかと会う理由もないよな）


    　鷹兎はがっくりと肩を落とした。


    （ってことは……これで終わり？）


    　いつかは伽夜と恋仲に──というほのかな夢も、これでおしまいなのか。


    　途端に、胸が締しめつけられるように疼うずきだす。


    （ああ……僕、結構マジだったんだなぁ……）


    　ははは……、と鷹兎は声にならない声で笑った。


    　伽夜が帰ってしまってから十分ほど経っただろうか。ハルハは不ふ機き嫌げんそうな顔で、膝ひざから下をブラブラさせている。鷹兎も所在なく、空を眺める。


    （だいぶ、暗くなってきたなぁ……）


    　ぼーっと上を向いていると、突然現れた早瀬運転手に声をかけられた。


    「東森さま」


    「わッ……あ、早瀬さん、どうも……」


    　早瀬運転手は一礼してから、「伽夜さまから連絡を頂いただきました。お二人はまだ遊んでいかれますか？　暗くなってまいりましたし、あまり遅くなると明日に差しつかえてしまうのではと思うのですが」


    「そ……そうですね。……ハルハ、まだなにか乗りたいものある？」


    「…………」ハルハは無言で、首を横に振った。


    「じゃあ……もう帰る？」


    「……………………」


    　返事はなかった。が、なんとなく彼女の気持ちはわかった。乗り物に乗って遊ぶ気分にはなれない。でも、こんな終わり方も納得できない。そんな感じだと思う。


    　鷹たか兎ともこのまま帰るのは嫌いやだった。今日はハルハにとって初めての遊園地。笑って、叫んで、走り回って、あんなに楽しそうだったのに──このままで帰ったら、ハルハにとって遊園地は〝嫌な思い出の場所〟になってしまうかもしれない。


    （それじゃハルハが可哀かわい想そうだ。でもどうすれば……）


    　ウーンと考え込んでいると、早はや瀬せ運転手と目が合った。彼は『委い細さい承しよう知ち』とばかりにうなずき、すっ、と手の先である方向を指し示す。


    「それでは、最後にあちらの乗り物はいかがでしょう？」


    　人差し指の先にあったのは──高さ五十メートルの大観覧車。


    



    



    　あまり乗り気じゃなさそうなハルハを引っ張って、大観覧車に乗り込む。


    　動きだすと、ぐらんぐらん、とゴンドラは結構揺れた。


    「わっ、わっ──はは、観覧車も意外と怖いね」中の手すりにつかまりながら、鷹兎は話しかける。しかし対面のハルハはうつむいたままで、ちょっとうなずいただけだった。


    「あ……はは……」白々しい空気を、鷹兎は笑ってごまかした。


    （うーん……観覧車なら、少しくらい落ち込んだ気分でも楽しめるかと思ったけど……）


    　しばらく二人とも黙り込んでしまう。


    　ゴンドラが揺れ、キシッキシッ、と軋きしむ音がいやにはっきり聞こえた。ハルハはつまらなそうな瞳で自分の足元を見続け、顔を上げようともしない。


    （やっぱりダメか……。早瀬さん、当てが外れたみたいです……）


    　鷹兎はぐったりと、硬い座席に身を沈めた。


    　が。


    　四分ほど経って、頂点が近づいてきた頃、事態は変わった。


    　まず鷹兎が、目を丸くして声を上げた。「ハルハ、見て、見て、あれ！」


    「え……？」ゆっくりと顔を上げたハルハも、目を丸くした。


    　西の空が真っ赤に染まっていた。


    　赤を背景に、雄大に漂ただよう灰色の雲の群れ。その輪りん郭かくは幻想的に輝いている。


    　黄金色の太陽が、大きな山々をつなぐ稜りよう線せんに沈みつつあった。


    「うわああああ……綺き麗れい……！」


    　綺麗としか言いようがない、それ以外どう表現していいかわからない──夕焼け空。


    　金色に光る夕日を受けて、ハルハの瞳も輝きだす。眼前に広がる景色に、目が釘くぎ付づけになりながら、はずんだ声で言った。


    「綺麗だね、タカト、綺麗だねっ」


    「うん、そうだね、綺き麗れいだね」


    　鷹たか兎ととハルハは──言葉もなく、しばしこの風景に目を奪うばわれた。


    「そうだ」


    　ズボンのポケットから携帯を取り出し、カメラモードにして、鷹兎は夕景に向かい撮影ボタンを押す。カシャッ。


    　音に気づいて、ハルハが振り向く。「え、タカト、今のなに？」


    　鷹兎は携帯を渡してあげた。ハルハは液晶画面を見て、驚きの声を上げる。


    「わ～、おんなじお空！　ねぇ、ハルハ知ってるよ。これ、〝写真〟だよね。綺麗～」


    　ハルハは目の前の風景と液晶画面を何度も見比べ──急にしゅんとなる。


    「でも……ごめんなさい」


    「え？」


    「やっぱり、直接見たお空のほうが綺麗」


    　そう言って、ハルハは申し訳なさそうに携帯を返す。


    　鷹兎は優しく微笑ほほえんで言った。「いいんだよ。僕もそう思うから」


    　目の前に広がるのは、大自然が生み出した芸術。


    　片や写真の知識などまるでない、ど素人しろうとの鷹兎が撮ったもの。


    　いくら最近の携帯のカメラが高性能になったからといっても、比べようがない。


    「それよりほら……観覧車が下りに入ったよ。あとちょっとしか見られないから、今のうちにしっかりと目に焼きつけて」


    「あ、ほんとだ……。うん、ハルハ、しっかり焼きつける」


    　ハルハは鷹兎から離れると、窓ガラスに顔を張りつけて、じっと夕焼け空に見入った。


    　小さな小さな声でつぶやく。


    「…………綺麗……」


    　鷹兎はもう一枚だけ写真を撮った。


    　夕日と、それを見つめるハルハの横顔を構図に入れて。
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    　Ｙ県の端、県境近くにある廃工場。


    　周りに人家はなく、黄昏たそがれどきの静せい寂じやくが、廃工場一帯を包み込んでいる。


    　ガラスが割れ放題の窓からわずかな残光が差し込み、建物内部をぼんやりと照らしていた。


    　カッ……カッ……ガチャ……。静寂の中、ヒールの音が鳴り響く。


    　伽か夜よだ。彼女はゴーグルを装着していた。とはいっても暗視鏡ナイトビジヨンのたぐいではない。あくまで目の保護を目的とするものだ。床に散らばっているガラス片を踏みながら、廃工場の廊下を奥へと進む。


    　廊下の突き当たり右手に、半分開いたドアがあった。ミュールのつま先でそっと押す。ギギィィと耳みみ障ざわりな音がした。


    　中は八畳じようほどの広さの部屋だった。


    　おそらく事務室だったのだろう。中央にデスクが四つ、向かい合わせで配置され、床には足の踏み場もないほどの書類や、本や、なんだかわからないごみが散乱している。壁には、すすけた額がく縁ぶちに収められた賞状が飾ってあった。しかし、額縁のガラスには細かなひびが入り、なんの賞状かはもはやわからない。


    　次に進むべきドアは向かいの壁、真正面にあった。しかし行く手を阻はばむようにスチールラックが横倒しにされていて、デスクの周りをぐるっと遠回りしなければならなかった。伽か夜よは慎しん重ちように足を進めたが、踏んだ書類の山でずるっと滑り、何度か転びそうになる。パキッと、なにか硬いものを踏み割ったような音がした。


    　苦労の末、ようやく向かいのドアにたどり着く。今度は、ドアは完全に閉じていた。


    「……やむを得んな」


    　伽夜はため息を一つつくと、そーっとドアノブを握った。ほこりのザラッとした嫌いやな感触が手のひらに伝わり、思わず顔をしかめる。


    　ギ……ギ……ギイィィィ。


    　ドアをくぐると巨大な空間に出た。伽夜はぐるりと視線を巡めぐらせる。


    　長方形の広間で、右手はすぐに壁に突き当たった。左手は長く、奥の壁まで五十メートルはありそうだ。だだっ広い空間には、中央に一本、存在感のある太い柱があるだけで、ほかにはなにもない。すべて撤去してしまったのだろう。コンクリートの床が、所々割れていた。


    　天井は普通の建物の三階分ほどの高さだ。見上げると、むき出しの屋根に鉄骨の影がうっすらと見えた。梁はりだ。学校の体育館を思わせる。


    （明かり取りの窓の数が少ない……。照明をつけなければ、きっと昼間でも薄暗いんだろうな、ここは。いかにも夜や獣じゆうがねぐらにしそうな場所だ……ムッ？）


    　腰のホルダーから左手でトランシーバーを取り出す。携帯電話は、外で待機している黒スーツの男に預けてあった。スイッチを押して呼びかける。「こちら伽夜──」


    　そのとき、黒い煙が立ち込めているみたいな天井の暗くら闇やみから、巨大な塊かたまりが落ちてきた。


    　塊は途中で向きを変え、床上一メートルを滑かつ空くうして襲いかかってくる。


    　伽夜はうろたえず、右手を前にかざす。


    「──むんっ」


    　黒い塊は目の前まで迫っていた。しかし次の瞬間、ドンッ！　という激しい音とともに、塊は後ろに吹っ飛んだ。床に叩きつけられ、「ぐあああぁぁあ！」という悲鳴を上げる。


    『伽夜さま、どうされましたかッ？』


    　トランシーバーから心配そうに叫ぶ若い男の声がした。伽か夜よはもう一度スイッチを押して応答する。


    「目標と接触した。これより戦闘に入る。手はずどおりに頼む。どうぞ」


    『──りょ、了解しました。どうぞ』


    　数秒後、突然辺りがパッと明るくなった。生き残っていた照明に明かりがついたのだ。これが〝手はずどおり〟。


    　そして、黒い塊かたまりの正体もはっきりした。


    　くちばしが四つに割れた、人の大きさほどもある巨大なカラスだった。


    「い、いでぇぇぇぇ～ッ！　なにしやがった、ちぐしょお！」


    　床でのたうっていた巨大なカラス──黒羽クロウは、怒りに吼ほえ、バサッと宙に舞い上がった。


    「お、おまえの魂たましいも、喰くってやる！」充分な高度を保たもつと、空気に溶けるように真っ黒な体が透すけていく。ぐえっげげげ、と下げ卑びた笑い声が響いた。


    　黒羽を見上げていた伽夜は、くるっと百八十度回転して、茶色の縞しま模様が入った右手を再びかざす。畳一枚分ほどの大きさの、透き通るブルーのシールドが瞬時に展開される。


    　ドンッ！


    「──いっでええぇぇぇぇ～ッ!?」


    　悲鳴と同時に黒羽の姿が宙に現れる。床に落ち、何度かバウンドして、砂ぼこりを舞い上げながらズザザーッと滑った。


    　夜や獣じゆうも、己おのれの姿を消す〝隠おん形ぎよう〟が使える。黒羽は隠形状態で伽夜の後ろに回り込み、アタックを仕掛けた。だが影かげ子こ使いである伽夜には、少し透けただけの黒羽の姿がはっきりと見えていたのだ。


    　よろりと立ち上がった黒羽のくちばしが、四方向にくぱぁ～っと開く。


    「ぅお、お、おまえ……俺が見えてたのかぁ？　に、人間じゃないのかぁ？　仲間ぁっ？」


    　人の形をした舌が叫ぶ。くちばしがわさわさと不気味に蠢うごめく。


    　伽夜はシールドを消すと、冷静な口調で言った。


    「私は人間だ。貴様らなんぞと一緒にするな」


    「人間んん？　じゃ、じゃあなんで……なんなんだ、おまえぇ!?」


    　黒羽の舌がビクンビクンと震ふるえる。伽夜はフンと鼻を鳴らし、


    「〝なんだ〟なんて考えなくていい。貴様はこれから死ぬんだからな」こともなげに言い放った。「その前にたっぷり地面を味わわせてやる。さぁ、かかってこい」


    　縞模様の入った右手で、くいっくいっと手招きする。


    　黒羽はゆっくりと羽ばたいて宙に舞い、上から伽夜を睨にらみつけた。「お、おまえ……ム、ム、ムカつく……ボロボロになるまでいたぶってから……魂、喰ってやる……!!」


    　ホバリングしつつ、ぶん、と片方の羽を振り回す。と、一枚の羽根が投げナイフのように空くうを切り裂きながら、伽か夜よの額ひたい目がけて飛ぶ。


    「ふん」


    　伽夜はシールドを瞬間張って、それを難なくはじき落とした。


    　羽根はひらひらと舞うように落ちる。ひらひら、ひらひら──しかし突然ギュルルルときりもみしだした。


    「ムッ？」


    　羽根の回転に合わせて周りの空気も渦うずを巻く。初めは小さなつむじ風。しかしどんどん規模は大きくなり、ついには小型の竜たつ巻まきにまで発展する。


    　伽夜は自分の身長より大きく成長した小型竜巻から距離をとろうと、数歩退しりぞいた。黒羽クロウの目が赤く輝く。竜巻が伽夜のいるほうに向かって動きだす。


    「……ッ！」


    　カッカッカッカッ──伽夜はカーブを描くように走った。すると竜巻も、彼女の足あし跡あとを追うようにカーブして進んだ。最初はゆっくりとだったが、どんどんスピードを上げて接近してくる。


    　うかつだった。ミュールでは思うように走れない。すぐに追いつかれそうになった。


    「くっ……！」


    　伽夜は逃げるのを諦あきらめ、振り返って、素早くシールドを張った。竜巻を受け止める。黒羽はそれを待っていた。


    　無防備になった伽夜の背中に黒い影が襲いかかる。


    　三十センチもある、槍やりの先のように鋭いくちばしが迫る。


    



    　　　　　　　　　　７


    



    　時間は少しさかのぼり、鷹たか兎との家に向かって走る車中にて。


    「えっ!?　先輩、夜や獣じゆうと戦いに行ったんですかッ？」


    　鷹兎が驚きの声を上げた。隣に座っているハルハがビクッと跳び上がる。早はや瀬せ運転手はハンドルを切りながら「はい」とうなずいた。


    「そろそろ現場に着いている頃でしょう。お聞きしたところ、デストロイランドからそれほど離れていない場所でしたから」


    「そ……そうですか」


    　影かげ子こ使いが夜獣と戦う、という話は何度か聞いてきた。しかし伽夜が、ついさっきまで一緒にいた彼女が夜獣との戦いにおもむいたと聞かされると、『やっぱり漫画やゲームの話じゃないんだ』という現実感に打ちのめされる。


    「ところで東ひがし森もりさま、差し出がましいことをお訊ききしますが、ハルハさまの能力は目覚められましたでしょうか？」運転しながら、早はや瀬せ運転手が急に問いかけてきた。


    「え？　……いえ、まだです」


    「さようでございますか。それは残念です」


    　早瀬運転手の口調に鷹たか兎とを責めている感じはなかった。ただ、本当に残念そうだった。


    「早瀬さんも……僕に、夜や獣じゆうと戦ってほしいんですか？」


    「そのようなわけでは…………いえ、そうですね、無礼を承知で、正直に申し上げます。もしハルハさまに戦いの能力が目覚められましたら、そのときは伽か夜よさまと一緒に戦って、伽夜さまをお助けしていただきたいとわたくしは願っています」


    「僕が、ですか……？」鷹兎はちょっとだけ、自じ嘲ちよう気味に笑う。「無理ですよ。先輩を助けるどころか、足手まといになっちゃいます。先輩なら僕なんかいなくたって……」


    「伽夜さまに夜獣は倒せません」


    「え？」


    「ご存じでしょう。しましまの能力は、防御シールドを張ること。つまり伽夜さまは〝防御〟しかできません。それでは夜獣は倒せませんから」


    「防御だけ……？　え、じゃ、じゃあ、先輩はなにしに行ったんですか？　夜獣と戦いに行ったんですよね？」


    「関東支部の影かげ子こ使いの中で、夜獣を倒すことのできる方々は、今現在ちょうど全員、別件で関東各地に飛んでいます。明日になればこちらに来ていただける影子使いの方がいらっしゃるとのことで、伽夜さまの任務はそれまで夜獣を足止めすることだそうです」


    「あ……明日って……夜中の一時とか二時の話ですか？　それでもまだ、七、八時間ありますよっ？」


    「いえ──」早瀬運転手は首を横に振る。「早くても、到着は夜明け頃だそうです」


    「……ッ」鷹兎は息を呑んだ。


    　話の深刻さを理解しているのか、ハルハもじっと黙って鷹兎の様子を不安げに眺めている。


    「…………じゃあ先輩は……」鷹兎はつぶやくように言った。「一晩中、化け物相手に戦わなければならないんですか？　倒すこともできず、ただ足止めするためだけに……」


    「そのとおりです」早瀬運転手の声には、隠しきれない悲痛さがかすかに滲にじんでいた。


    「そんな……ッ」鷹兎はなんと言っていいのかわからず、言葉を失う。


    　戦いにもいろんな役割があるのだろう。敵を足止めし、主戦力が到着するまでじっと耐え忍ぶことも、立派な役目なのだと思う。


    （でも……いくらなんでも過か酷こくすぎる……ッ）


    　鷹兎には伽夜が──とても可哀かわい想そうに思えた。


    「伽夜さまは任務に忠実な方です。ときにご自分の身を顧かえりみぬほどに。わたくしはそれが心配です。ですからもしハルハさまの能力が、伽夜さまの助けになるようなものだったらと、勝手ながら期待させていただいておりました」


    「…………すみません」鷹たか兎とはいたたまれない気分で頭を下げた。


    「いえ、東ひがし森もりさまのせいではありません。どうかお気になさらないでください。……本当はこのようなこと、言うべきではありませんでした。お許しください」


    　早はや瀬せ運転手が申し訳なさそうに謝る。しかし生じてしまった気まずい空気は打ち消せなかった。しばし、皆、口をつぐむ。


    　しばらくして、それまでずっと黙っていたハルハが、ぼそっと言った。


    「タカトは、ハルハが能力に目覚めてたら、センパイと一緒に戦いたいの？」


    「え？　そ、それは……」


    　ハルハは上うわ目め遣づかいでじっと鷹兎を見つめていた。彼女にとって、とても大事なことを質問しているようだった。だから鷹兎も真剣に考える。


    　早瀬運転手には申し訳ないが、正直なところ、夜や獣じゆうと戦うのは御ご免めんだった。戦えば、死ぬかもしれないからだ。


    　死ぬかもしれない──ふと、伽か夜よの顔が脳のう裏りに浮かぶ。


    （先輩は今まさに、夜獣と戦っているじゃないか。十時間以上も、ひたすら化け物の攻撃を耐えしのいで足止めするなんて……。十時間だぞ？　先輩の体、もつのか？　途中で力尽きて、なんてことも……！）


    　そんなことは考えたくない。しかし夜獣と戦って命を落とした者は、現にいるという。


    「もしハルハに能力が目覚めていて……僕に先輩を助けるだけの力があったとして……それでなにもしなかったら、それで先輩にもしものことがあったら……僕はきっと後悔する」


    　そう言って、ハルハをじっと見た。ハルハもまた、鷹兎を見つめ返した。


    「でも…………」


    　鷹兎はうつむき、一瞬言いよどんでから、


    「……やっぱり、化け物と戦うなんて……怖い」


    　それが本心だった。鷹兎はちらっと運転席を見る。早瀬運転手はずっと前を向いたままだったが、鷹兎の言葉に多少なりともがっかりしているに違いない。胸が痛む。


    　一方、ハルハはほっとしたように微笑ほほえんだ。


    「そうだよね！　化け物と戦うなんてやだよね！　うん、じゃあやっぱりハルハ、能力なんて目覚めてない！」


    「え……？」


    「な……！」


    　鷹兎と早瀬運転手は同時に声を上げた。二人とも、今のハルハの言葉に同じひっかかりを覚えたのだ。


    「じゃあ……って言った？　ハルハ」鷹兎が尋たずねる。


    「え？　……あッ」


    　ハルハは『しまった！』という顔で、口を押さえた。その行為で、疑ぎ惑わくが確信に変わった。


    「ハルハ……え……能力に目覚めてるの!?」


    　愕がく然ぜんとした顔で鷹たか兎とは目を見開き、じっとハルハの瞳を覗のぞき込む。


    　ハルハはきょろきょろと目を泳がせて、鷹兎の視線から逃げようとした。


    「え……え～っとぉ……な、なんのことだか、ハルハ、わっかんな～い」


    　空そら々ぞらしくエヘヘと笑うハルハ。その肩を、鷹兎は少し乱暴につかんだ。


    「ちゃんと真ま面じ目めに答えてっ。能力に目覚めているの？　どうなのッ？」


    　つかんだ手に、つい力がこもる。


    「い、痛いよ、タカト──」


    「ハルハ、大事なことなんだよッ。お願いだからはっきり言って！」


    「ハルハさま、わたくしからもお願いします！」


    　車を脇道に止めた早はや瀬せ運転手が、振り返ってハルハを見つめる。


    　二人の男から凝ぎよう視しされ、問い詰められ──ハルハはふるふると震ふるえだし、やがて大粒の涙が頰ほおを伝った。


    「だ……だって……嫌いやだなぁって思ってるって……思ったんだもん」


    「……え？　嫌だなって……誰が？」


    「タカトが……」またひとしずく、つぅっと流れる。「抱っこしてくれたとき……そんな気がしたんだもん……。タカトは、戦いたくなんかないなぁって、思ってるって……だから……」


    「だから能力に目覚めてないふりを？　……え、じゃあまさか……あの抱っこしたとき、能力が目覚めてたの!?」


    「ご……ごめんなさい……ッ！」


    　そしてハルハは、あうぅぅと声を上げて、ボロボロと泣き崩れた。頰ほおを伝い、したたり落ちた涙が、ジャージの胸元をあっという間に濡ぬらしていく。


    　鷹兎はがっくりと力なくシートにしなだれた。頭の中が一瞬真っ白になった。


    　早瀬運転手も、驚きのあまり声が出ないようだった。


    （ハルハが噓うそをついていた……）


    　それはやはりショックだった。だがそれは──。


    （僕のためだ。夜や獣じゆうと戦いたくない僕の気持ちを察して、敢あえて噓をついたんだ）


    　思えば工場の屋上から飛び降りろと言われたときも、先ほど伽か夜よが〝あそこから飛んでみるか？〟とジェットコースターのレールを指差したときも、ハルハが割って入ってきてくれた。


    （〝ノー〟と言えない僕に代わって、ハルハが言ってくれたんだ。僕のために……）


    　ハルハは息も絶え絶えに泣いていた。ジャージの膝ひざをぎゅっとつかみ、肩をわなわなと震ふるわせ、しゃくり上げながら、声にならない声で必死に〝ごめんなさい〟と謝った。


    （ハルハが泣いているのは僕のせいだ。僕が自分の気持ちをはっきり言わないから……ハルハを泣かせたのは僕なんだ）


    　不意に鷹たか兎との目め頭がしらが熱くなった。次の瞬間にはもう、視界が涙で滲にじんでいた。


    　シートベルトを外すと、ぎゅっとハルハの頭を抱き締しめる。


    「ごめん、ハルハ……僕のせいだ……ハルハは悪くない……！」


    「タ…………タカト……タカトォ……っ」


    　鷹兎の背中に腕を回して、ハルハもぎゅうっとしがみついてきた。


    　早はや瀬せ運転手は──二人の邪じや魔まにならないように、気を遣つかってくれたのだろう──黙って前を向いていた。


    



    



    　ハルハが泣きやむまで、頭や背中を撫なでてやったりしながら、鷹兎は考える。


    　今度こそ決断しなければ、と。


    　これから確かめなければならないが、もしハルハの能力が戦闘向けなら──ちょっとでも、伽か夜よの役に立てそうだったら──鷹兎は選ばなければならない。


    　一緒に戦うために、彼女の元へ駆けつけるか？


    　あるいは、このまま家に帰るか？


    （きっかけが欲しい……答えを出すために必要な判断材料が……裁判で、裁判員が文句なしに全員一致の評ひよう議ぎを見いだせるような……！）


    　本当は、行って戦うべきだって、わかっている。わかっているが、その決心に踏み出す勇気がないのだ。一歩背中を押してくれる〝理由〟が欲しかった。


    （先輩……今行かなければ、先輩に二度と会えなくなるかもしれない……二度と……）


    　渦うず巻まく不安に脳のう裏りをかき回されて、鷹兎はたまらず頭をガリガリとかきむしる。


    　そのとき、頭の中で雷かみなりにも似た閃せん光こうがはじけた気がした。


    　電気のようなものが首筋を走り抜け、ビリビリと全身に広がった。


    　答えが──出た。


    「ねぇハルハ……ハルハの能力は、どんななの？」


    　ハルハはグスッ、ズズッと洟はなをすすりながら顔を上げ、


    「……戦うの？　タカト、怖くないの？」と問い返してくる。


    「それはやっぱり……怖いよ」鷹兎は正直に答えた。「でも、このままなんて嫌いやだから」


    「……このまま？」


    「もし先輩に万が一のことがあったら……〝勝手にしろ〟が先輩から聞いた最後の言葉なんて、絶対にやだ」


    「あ……！」


    　ハルハがハッとした顔になった。そして、ばつが悪そうに眉根を寄せる。


    「ハルハ、センパイに謝ったほうがいい……？　ハルハがあんなこと言ったから、センパイ怒っちゃったんだよね……」


    「それは、うーん……」


    　鷹たか兎とは頭をひねって考える。どうやらハルハも心の中では、さっきは言いすぎたかもと、少なからず後悔していたようだ。しかし、


    「いや、僕が謝るよ。ハルハは僕のために、僕の代わりに言ってくれたんだから」


    　あのとき、ハルハは鷹兎をかばうために『ハルハたちを巻き込まないで！』と言ったのだ。その上、鷹兎自身も、沈黙することで彼女の意見に乗っかった。だからその責任は自分にこそある──と鷹兎は考える。


    　だから心配しないでいいよ、と鷹兎が微笑ほほえみかけると、ハルハは一瞬ほっとしたような顔になった。が、次いで思い悩むように眉み間けんにしわを寄せ、視線をあちこちにさまよわせたあげく、真顔になって鷹兎の上着の裾すそをギュッとつかんだ。


    「……じゃあハルハも一緒に謝る。ハルハもセンパイに謝りたい」


    　ハルハはじっと鷹兎を見つめる。強い決意を感じさせる眼まな差ざしで。


    「そう……わかった」鷹兎はにこっと微笑み、うなずいた。「じゃあ二人で謝ろう」


    　鷹兎はハルハの頭にぽんと手を乗せて、優しく撫なでた。ハルハは叩かれると思ったのか、一瞬首をすくめたが、そうでないとわかるとすぐにうっとりした顔になり、鷹兎の手に身を任せる。くふふふふっとくすぐったそうに笑い、


    「……うん！」と力いっぱいうなずいた。


    「東ひがし森もりさま、それでは現場に向かってよろしいでしょうか？」早はや瀬せ運転手が後部座席を振り返って尋たずねてくる。少し焦あせっているようだ。


    「あ、お、お願いします。……あ！　いや、その前に……ハルハ、どんな能力なのか、まだ聞いてないんだけど……？」


    「え？　あ、うん……ハルハの能力は……」


    　すっと目を閉じるハルハ。


    　そして──彼女の体が内側から輝きだした。


    　ツンツン跳はねた髪の毛が、メタリックな光こう沢たくを帯びながら、ふわふわと揺ゆれ動く。


    「……！」


    　鷹兎と早瀬運転手は目を見張った。ハルハの体の輝きは、暖かく、柔やわらかく、目に優しい。


    　やがて、ハルハは別の姿に〝変へん化げ〟した。上半身は黒くて長く、下半身は独特の曲線を描くパーツになる。


    　ジャージが、ぱさっとシートに落ちた。


    　彼女の座っていた場所に──一いつ丁ちようのショットガンがあった。


    



    　　　　　　　　　　８


    



    　竜たつ巻まきをシールドで受け止めるため振り返った伽か夜よの背中に、黒羽クロウのくちばしが襲いかかった。


    「…………ムッ！」


    　すんでのところで伽夜は、迫りくる気配に気づいた。バッと真横に飛ぶ。と同時に、シールドを解除。


    「──ッ？」黒羽は自分の作った竜巻に、自みずから突っ込んだ。


    「ドッゲエエエェェェェーッ!!」


    　バサバサバサ！　黒羽の体から羽根が飛び散る。


    　伽夜はごろごろ転がってから、ガバッと立ち上がった。辺り一面に、真っ黒の羽根がひらひらと舞っていた。黒羽の体の所々が、無残にも地肌が覗のぞいて、赤い色が滲にじんでいる。


    「オオオオオオオオオオ──!!」


    　雷らい鳴めいのごとき怒号が、コンクリートの床に、壁に、反響する。ビリビリと、震ふるえる。


    「おおお俺はももももう、おごっ、おごっだぞおおおおおッ!!」


    　雄お叫たけびを上げると、黒羽はバサッと羽ばたき、宙に躍おどる。風が起き、大量の黒い羽根が舞い上がった。


    　黒羽の目が、赤く不気味に輝く。


    　ひらひらと舞っていた羽根のうち二枚が、きりもみを始め、あっという間に二つの竜巻になった。最初はゆっくりと、徐々にスピードを上げて、伽夜に接近してくる。


    （くっ……竜巻が二つか……やっかいだな）


    　伽夜は片方の竜巻の前にシールドを展開して、行く手をさえぎる。そしてミュールを脱ぎ捨て、もう片方の竜巻から走って逃げた。しかし竜巻は、進路を変えて伽夜のあとを追いかけてきた。シールドにさえぎられたほうも、すぐにシールドを回り込んで、伽夜を追跡する。


    　一分ほどすると、竜巻はつむじ風に戻り、消えた。ボロボロになった黒い羽根が、はらはらと地面に落ちた。しかしまた次の二枚の羽根がすーっと宙に浮いて回転し、竜巻となって伽夜を追いたてる。一分後には消えて、また次の羽根が──それを延々繰り返す。


    （くそっ、きりがない……！）


    　そのとき、足の裏に痛みが走った。割れたコンクリートの破片を踏んだのだ。一瞬、足元に意識をとられた。


    （…………しまった！）


    　ほんのわずかな気の緩ゆるみが、間違った方向へと足を向かわせてしまった。気づいたときには正面は壁、左右からは竜たつ巻まきが迫り、振り返れば──奴がいた。黒々とした目をギラリと光らせ、地上の獲え物ものに狙ねらいをつけた猛もう禽きん類るいのように急降下してくる。鋭いくちばしが伽か夜よを狙ねらっていた。四方を塞ふさがれてしまった。


    （──どうするッ？）


    　伽夜はすぐに決断した。


    　あのくちばしに胸でも突かれたら、即死の可能性もある。一方、竜巻は見た目に反し、それほど深刻なダメージにはならなさそうだ。先ほど黒羽クロウ自身がそれを証明してくれた。


    「ムン！」


    　黒羽の前にシールドを張り、伽夜は竜巻の横をすり抜けるように走りだす。竜巻が軌き道どうを変えても接触が最小限になるよう、全力疾走する。足の裏が痛い。


    「うがああ！　く、くそっ！」


    　二度も喰くらったせいか、さすがに今度は、黒羽はぎりぎりでシールドを避よけた。


    　二つの竜巻はぶつかり合い、激しい音を立てて空気をこすり合わせ、やがて消滅した。


    　伽夜は足を止め、ハァハァと呼吸を整えながら、シールドを解除する。竜巻とは接触することなく、無事に難を逃のがれた。


    （軌道を……変えなかった……？）


    　伽夜が竜巻の横を駆け抜けたとき、竜巻はまったく迫ってこようとしなかった。さっきまで伽か夜よがいた場所を目指して、まっすぐに突き進んでいった。

  


  [image: ]


  
    （そうか……だんだんわかってきたぞ）


    　変えなかったのではなく、変えられなかったのだ。


    （あの竜たつ巻まきは自動追尾ホーミングではない。奴自身が操あやつっているんだ。奴が一度に操れる竜巻は二つまでで、そして竜巻の軌き道どうを操っている間は、ホバリング程度のことしかできない）


    　おそらく竜巻の操作には意識の集中が必要なのだろう。集中が途切れれば、竜巻はまっすぐ進むことしかできなくなる。だから伽夜が横をすり抜けても、軌道を変えてくることがなかったのだ。


    「おおお！　つつ、次こそはぁ、ぶぶ、ぶぶぶ、ブッ殺ぉすッ！」


    　黒羽クロウの目が赤く輝く。あれだ。あれが竜巻を操っているサインだ。さっき伽夜に向かって急降下してきたとき、奴の目は真っ黒だった。間違いない。


    （それと、竜巻を持続できる時間は、一分が限界といったところのようだな）


    　からくりが解けて、わずかだが突破口が見えたような気がした。


    　今一番大切なことは体力の温存。


    　夜や獣じゆうは太陽の光を嫌う。朝日が出れば、奴はもうこの場所から逃げられなくなるので、伽夜の任務は完了となる。


    　一晩中、明日の日の出まで、奴をここに足止めし続けるために、体力の消しよう耗もうは最小限に食い止める必要があった。伽夜は新たに回転を始めた羽根に注意を払いながら、考える。


    （そのためには無駄のない動きをすることが──）


    　そのとき、上のほうから声がした。


    「なぁ～にやってんだよ、このバカカラスっ」


    「ッ？」「そ、その声はっ!?」伽夜と黒羽、ともにギョッとした顔で、天井を見上げる。


    　梁はりの陰からなにかがすーっと下りてきて、黒羽のすぐ横まで来て、止まった。


    　それは人の姿をしていた。黒いボディスーツを着ていた。髪が長く、女性のようだった。


    　しかし──小さかった。身長が、黒羽のくちばしの長さと同じくらいしかない。遠近感がおかしくなってしまったのかと伽夜は思った。


    「ああ、な、奈な闇やみさん……こ、こんばんはっス。……なんだかずいぶん、ち、ち、ちっちゃくなっちゃいました……？」


    　ふよふよ宙に浮いている小さな女──奈闇──に、黒羽はぺこぺこと挨あい拶さつする。


    「これはあたしぃの思し念ねん体たいなんだよ。って、そんなことはどーでもいいっつーの」


    　ミニ奈闇はいきなり黒羽の額ひたいをハイヒールのつま先で蹴けりつける。が、彼女の足は黒羽の頭をスルッとすり抜けた。


    「ぐわっ……あ、あれ……痛くない？」


    　狐きつねにつままれたような顔をする黒羽。奈闇はチッと舌打ちする。


    「さっきから見てりゃあ、おまえ──ブッ殺す、ブッ殺すって、百万回唱となえようが敵は死なねーんだよ、ボケッ。もうちょっと頭使いな」


    「頭……ず、頭突きっスかぁ？」


    　黒羽クロウが恐る恐る言うと、奈な闇やみの目がキラーンと光った。


    「ほう……古典的だが、なかなかいいボケかますじゃねーか。ちょっと見直したよ」


    　と言って、彼女は嬉うれしそうに微笑ほほえむ。どうやら本気で感心しているようだ。


    「え？　あ……あざぁーっス！」


    『なんのことだかよくわからないけれど一応──』という感じに、愛あい想そ笑いをする黒羽。


    　奈闇は満足げにうなずいた。


    　アハハハハ、グエッゲゲゲと笑い合う。


    「…………おい、なんだ貴様は……ッ？」


    　夜や獣じゆうたちのやり取りを注意深く観察していた伽か夜よが、少しイラッとした口調で言った。


    「お、今、いい間まで入ってきたな、おまえ。気に入ったよ。……よし、じゃあちゃんと名乗ってやろうかな」


    　奈闇は伽夜の顔を見て、ニヤリと笑う。腰に手を当て、ちっちゃいけれどおっきい胸をグイッと突き出し、高らかに告げた。


    「あたしぃの名前は奈闇……ふふふ、あなたの生き別れの姉よ！」


    「会いたかった、お姉さま！　──って、なにその設定！　昼ドラ!?」


    　言ってから、伽夜はハッと顔をこわばらせた。


    「なんだ今のは……ッ？　き、貴様、私になにをしたッ!?」


    「くくくっ、答える義理はねーな。……うそうそ、心配すんなって。あたしぃのボケにツッコまずにはいられなくなる、ってそんだけ。それがあたしぃの能力、〝ツッコミ待ち〟だから」


    「なっ……ふ、ふざけるな！　なんだその、人をバカにした能力はッ？」伽夜は顔を真っ赤にして怒鳴った。


    「人をバカにするのが好きなんだよー、あたしぃは。バカにされるのは大ッ嫌いだけどねぇ。ま、信じないのは勝手さ」奈闇はいたずらっぽくニッと笑う。「それはそれとして、おまえ、いい腕してるじゃねーか。ふふっ、ノリツッコミとは恐れ入ったよ」


    「あ、あれは……貴様のふざけた能力で言わせたんだろうがッ！」


    「いいや。ツッコまずにはいられなくするのがあたしぃの能力。どうツッコむかは、そいつのツッコミスキルに依存するのさ。おまえ、センスあるよ」


    「わ、私は、ツッコミなんてしたことはない！」伽夜はぶんぶんと首を横に振る。


    「ふふん、どうやら自分でも気づいていない潜在能力のようだねぇ。とんだ逸いつ材ざいを発見しちまったよーだな、まったく……」


    　ふっとため息をつくと、奈闇の微笑みが──一瞬にして凶悪なものに変へん貌ぼうした。


    



    「〝魂たまなし〟にするのが、惜しくなるねぇ……」


    



    　ドスの利きいた声でつぶやく。吊り上がった目に点のような瞳どう孔こうで、伽か夜よの体を上から下まで舐なめるように見やる。


    　刹せつ那な、背筋にゾクッと悪お寒かんが走ったが、伽夜はそれをおくびにも出さず、「ふんッ……ならばかかってこい。今度は二人、いや二匹がかりか？」


    　今度はこちらが胸を張ってみせる。


    　舐めるような奈な闇やみの視線が伽夜の胸元で止まり、


    「…………プッ」


    　笑われた。確かに、伽夜の胸元には、奈闇ほどのインパクトはなかった。


    （くっ……）


    　伽夜はちょっとだけくじけそうになった。でも負けない。


    「な……なにがおかしいッ!?」


    「くっくっ……」奈闇はこらえるように喉のどの奥で笑い、「いやいや、ずいぶんと勇ましいじゃないか。そのわりにはなんでさっきから逃げてばっかなんだい？」


    （……うッ）


    　一瞬、伽夜の表情が固まり──しかしすぐに、ふんっ、と鼻で笑った。


    「遊んでいるだけだ。飽あきたら、殺す」


    　奈闇は大げさに目をぱちくりさせる。「遊んでいる？　おまえが？　へ～ぇ、戦いを楽しむタイプには見えないけどねぇ」


    「人を見かけで判断しないほうがいいぞ？」


    「いやいや──人を見る目には自信があるんだよ、あたしぃは。ついでに言うと、こうやって敵とグダグダおしゃべりするタイプにも見えないねぇ」


    「では、貴様の人を見る目が、当てにならないということだろう」


    「いいや、違うね」奈闇の目が鋭く光る。「おまえの本当の目的は時間稼かせぎだ。なにかを待っているんだ。そうだろう？」


    「……さぁ、どうかな？」


    「とぼけるか。じゃあこれはどうだい？　おまえはバリアみたいなものが作れるようだけど、一度に作り出せるのは一枚だけだ──違うかい？」


    「…………」伽夜は無言で肩をすくめる。


    「まだしらを切る気？　いいさ、じゃあはっきりさせよう」


    　奈闇は黒羽クロウの耳元に近寄り、何事か囁ささやいた。黒羽が「……ぇえっ？」と間まの抜けた声を上げて驚くと、ヒールの先端をビシッと眉み間けんに突きつける。


    「いいからさっさと言われたとおりにしな！」


    「ひッ……す、すんません……」


    　黒羽クロウの目が赤く輝く。地面に散らばった羽根がみるみるうちに二つの竜たつ巻まきになり、うなりを上げて迫ってくる。


    （ム……なにをする気だ？）


    　伽か夜よは片方の竜巻をシールドで足止めして、黒羽の目の輝きに注意を払いながら、もう片方の竜巻から距離をとろうと移動を開始──そのとき、奈な闇やみが言った。


    「それじゃ、あたしぃらはこれで帰らせてもらうよー。さぁ黒羽、そこの窓ぶち破って外に出なっ」


    「……な、なにッ!?」伽夜の足が思わず止まる。


    「りょ、りょーかいっス」黒羽はクルッと旋回し、明かり取りの一つに向かって直進する。目の色は黒に戻っていた。


    （…………しまったッ!!）


    　さすがの伽夜も、一瞬頭が真っ白になった。その間にも、黒羽は明かり取りに向かって加速し、竜巻の片方が轟ごう音おんを上げて伽夜に迫りくる。


    　考えている時間はもうなかった。


    　激しい音が廃工場内に響き渡った。


    　だがそれはガラスの割れる音ではなく──、


    「いッッッッだああああああああああああああああああーッ!!」


    　ドズンッ!!　という鈍にぶい衝撃音。そして黒羽の叫び声。


    　人差し指で耳を塞ふさいだ奈闇があきれたように言う。


    「バカだね～。窓に突っ込むふりだけでよかったのに。……ぁあ、〝頭使ってみた〟のかい？　ボケに体張るとは、たいした芸人根性じゃねーか。褒ほめてやるよ」


    　黒羽は、明かり取りの前に張られた防御シールドに、頭から突っ込んでしまったのだ。


    「しかし、ま、これではっきりしたね」奈闇はニヤリと笑う。「やっぱりバリアは一度に一枚しか張れないんだ。それにしても、黒羽の足止めを優先するなんてねぇ。そんなにこいつをここに閉じ込めておきたかったのかい？」


    　奈闇は芝居がかった動きで耳に手を当て、返事を待つ。


    　静せい寂じやくだけが返ってくる。


    「くくくっ、返事をする気力もないようだね」


    　伽夜はコンクリートの床に倒れていた。


    　ブラウスはズタズタ、片サイドの縫ぬい目が半分以上引き裂かれたマイクロミニスカート。


    　あらわだった太ももには、鞭むちで打たれたような赤い傷きず跡あとが幾いく重えにも走り、ジクジクと血が滲にじみ出していた。
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    　　　　　　　　　　１


    



    　回る回る、くるくる回る。


    　真っ暗くら闇やみの空間で記憶の断片がメリーゴーラウンドのように回転している。


    



    　──伽か夜よ、五歳。


    　誕生日を二日後に控えた伽夜の元へ、父の故郷から祖父母が遊びにやってきた。


    「伽～夜ちゃん、お誕生日どうしよう？　そうだ、ばあちゃんたちと遊園地に行こうか？」


    　猫ねこ撫なで声を出して尋たずねる祖母。


    　その頃の伽夜は、まだ遊園地に行ったことがなかった。興味はあった。


    　それでも伽夜は胸を張ってこう答えた。「伽夜はゆーえんちなんて行きたくありません」


    「え……そ、そう？　伽夜ちゃんは遊園地嫌いなのかい……？」祖母はびっくりしたように目を丸くして困こん惑わくしたが、すぐに気持ちを切り替えるようににっこりと微笑ほほえむ。「……じゃ、じゃあプレゼントはなにがいい？　近頃の子はみんなゲームが好きだっていうけど、伽夜ちゃんもゲームは好き？」


    　伽夜はその質問にも自信を持って答える。


    「伽夜はゲームなんてしません」


    　こう言えば父が喜ぶことを、伽夜は子供ながらに知っていた。


    　案あんの定じよう、父は伽夜の頭に優しく手を置き、


    「偉いぞ伽夜。おまえは選ばれた人間なのだ。ほかの人間が遊んでいる間にも、おまえは優れた影かげ子こ使いになるため常に鍛たん錬れんを続けなければならない。それが選ばれた人間の義務なのだ」


    　と言って、満足げに微笑んだ。


    （お父さまが喜んでくれた）


    　それだけで伽夜も嬉うれしかった。


    　しかし祖母は喜んでくれなかった。つまらなそうに顔をしかめ、黙ってしまった。


    　その日の夜、伽夜は尿によう意いに目が覚め、トイレに向かった。


    　用を足して自室に戻る途中、居間のほうから父と祖母が言い争う声が聞こえてきた。


    　はっきりとは聞き取れなかったが、どうやら自分のことで口論しているようだった。


    『伽夜は──』


    『伽夜ちゃんが──』


    　伽夜は怖くなって、急いで自室に戻り、頭から布団ふとんをかぶって耳を塞ふさいだ。


    　二人の声がまだ聞こえてくるような気がして、いつまでも眠れなかった。


    



    　──伽か夜よ、十二歳。


    　一回目の〝夜や獣じゆうの種〟植え、失敗。


    　二回目も失敗。影には植わるが、中で枯かれてしまう。


    　三回目、ついに影から芽が出た。そのことを報告すると父は、


    「おまえならきっと影かげ子こ使いになれると信じていたぞ」


    　と言って、大いに喜んだ。


    　三日後、生まれてきた影子に〝しましま〟と名づけ、その能力を早速父に披ひ露ろうした。


    　父は喜ばなかった。


    　無表情な顔で、「それだけか？」と尋たずねてきた。


    「えっ……あ、はい、これだけ……です」


    　ふぅーっ。父は額ひたいに手を当て、不ふ機き嫌げんそうにため息をつく。


    「正直言ってがっかりだ」


    「……え……？」


    「我われ々われに課せられた使命はすべての夜獣を倒すことだ。いいか、〝倒すこと〟だ。おまえの影子の能力──防御シールドを張るだけで、いったいどうやって夜獣を倒すんだ？　ん？」


    「そ、それは……」伽夜は答えられずに、うつむいた。


    「影子の能力は、影子使いの精神に影響を受ける。おまえは槇まき村むら家けの使命よりも、自分の身を守ることのほうが大事だったというわけだ」


    「そ……そんなことはありませんッ……私は……！」


    「もういい、自分の部屋に戻れ」


    　そして伽夜は、父の部屋から追い出された。


    　閉ざされた扉を呆ぼう然ぜんと見上げ、伽夜はいつまでも立ち尽くした。


    



    　──伽夜、十四歳。


    　サポート要員として、初めての実戦に参加した。


    　任務は無事終了。夜獣を倒すことができた。


    　パートナーとなった影子使いの青年は伽夜の働きを褒ほめてくれた。


    　任務の結果を報告するため、現場近くの駐車場に向かった。二人の上じよう司しである伽夜の父が待っていた。


    「──あのとき伽夜ちゃんがシールドを張ってくれなかったら僕は死んでいたかもしれません。伽夜ちゃんはきっと優秀な影子使いになれますよ」


    　と、影子使いの青年は、伽夜の父に熱く語って聞かせた。


    　しかし伽か夜よの父は、眉まゆをぴくりとも動かさず、こう言った。「おまえは自分の無能さを報告しに来たのか？」


    　え？　と影かげ子こ使いの青年が言葉に詰まる。


    「影子使いは一人で夜や獣じゆうを倒せるようになって、初めて一人前だ。おまえはまさか、これからもずっと伽夜のサポートを当てにするつもりではないだろうな？」


    「い、いえっ、そういうわけでは……す、すいません……」


    　影子使いの青年がぺこぺこと頭を下げる。伽夜の父はフンと鼻を鳴らして、


    「報告は以上か。では任務は終了。私は支部に戻る」


    　と言い、車に乗って去っていった。


    　父の乗った車が見えなくなると、


    「あんな言い方しなくてもいいのにな……」


    　影子使いの青年が、不愉快そうにぼそっと漏もらす。しかし隣にいる伽夜の存在を思い出し、


    「あッ……い、今のは別に、支部長補佐（伽夜の父のこと）を非難したわけじゃなくてね……そ、その……」


    　伽夜はうなずき、「大丈夫です、わかっています」と静かに言った。


    「あ……そ、そお？　なら、いいんだけど……ハ、ハハ」影子使いの青年はヒクヒクと頰ほおを引きつらせて笑う。


    　伽夜にとってはどうでもいいことだった。


    　初めての任務が成功したら、ちょっとくらいは褒ほめてもらえるのではないかと、ほのかな期待を抱いていた。


    　しかし、さっきの父は、一度も伽夜のほうを見ようとしなかった。


    『偉いぞ伽夜』──最後にそう言われたのはいつだっただろう。


    　遠い遠い昔のように思えた。
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    （む……）


    　冷たいコンクリートの床に突つっ伏ぷしている自分に、伽夜は気がついた。


    　どうやら気を失っていたようだ。口の中がじゃりじゃりする。ペッと、砂とほこりを吐き出す。


    「くっ……ウウッ……！」


    　立ち上がろうとしたが、なかなか力が入らない。それでも必死に体を動かそうとすると、皮ひ膚ふが引きつれて腕や太ももに激痛が走った。焼けた鉄を押しつけられたような熱い痛みが、いつまでもじわじわと残る。


    「おやぁ？　まだ生きてたようだね」


    　声がした。歯を食いしばって体を起こすと、さっきと同じ場所──明かり取りの近くに奈な闇やみと黒羽クロウがいた。気を失っていたのは、あまり長い時間ではなかったようだ。


    「うっ……ううっ……くううっ……」


    　苦く悶もんの表情で、必死に立ち上がる。すり傷、切り傷、打ち傷で体中が痛い。


    　特に右みぎ膝ひざが──竜たつ巻まきに吹き飛ばされたとき、床に打ちつけてしまったのだろう。もう先ほどまでのように走ることはできない。


    （ここまで……か……）


    　走れなければ竜巻をかわすすべはない。


    　伽か夜よはちらりと斜め後ろを振り返る。十メートルほど先に、伽夜がここに入るときに使ったドアがあった。


    （死にものぐるいで動けば、なんとかあそこまでたどり着けるだろうか……？）


    　廃工場内に入る前に、『ご自分の身を第一に。これ以上は無理だと思われたら、すぐに撤退してください』と黒スーツの男から言われていた。


    　なぜなら、影かげ子こ使いの最大のタブーは〝命を落とすこと〟だからだ。


    　影子適応者はなかなか産まれない。が、影子使い同士で子供を作れば、適応者が産まれる確率はそれなりに高くなる。ゆえにどんなに役に立たない影子使いにも、次なる適応者を産み出すという重大任務が待っているのだ。


    （だが……お父さまの考えは違う）


    　伽夜の父にとっては、夜や獣じゆうを殺すことこそが影子使いの最重要任務。自分の命を守るための撤退など〝無能の証明〟〝生き恥〟に過ぎない。


    （それに……ここに来る前、誓ったではないか……この任務は、命に換かえてもやり遂とげてみせると……！）


    　たとえ一分、一秒でも長く、夜獣をこの場に足止めする。そうすれば、奴の被害に遭あう人間が、一人でも減るかもしれない。


    「だから……私は逃げない……。たとえ魂たましいを奪われ、心を失うとしても……ッ！」


    　荒い呼吸まじりに、自分に言い聞かせるようにつぶやき、縞しま模様の入った右腕を黒羽に向かってすっと突き出す。


    　頭の中で、しましまの悲しげな鳴き声が響いた。


    「ほう、まだやる気かい？」奈闇が言う。「あたしぃはね、気に入った人間は見み逃のがしてやる主義なんだ。おまえみたいな逸いつ材ざいは特にね。……でもおまえはあれだろ？　あたしぃら夜ヤ求ク者シヤを殺しまくってる奴らの仲間なんだろう？　それじゃあ見逃すわけにはいかないねぇ」


    　そして奈闇は、黒羽に顎あごで指示した。


    『やんな』と。


    　黒羽クロウの目が赤く輝きだす。


    　伽か夜よは自分にできる最後の抵抗として、夜や獣じゆうたちを睨にらみ続けた。


    　覚悟はほぼ固まっていた。が、一つだけ心残りがあるとすれば──、


    （東ひがし森もりたちに、謝りたい……）


    〝勝手にしろ〟と怒鳴りつけて、ほったらかしにしてしまった。


    （すぐ怒る、めんどくさい女と思われただろうか……。そんなふうに思われたまま、もう二度と会えないなんて……）


    　胸の奥に鈍にぶい痛みが走った。


    　固まりかけていた覚悟が、ぐらぐらと揺ゆらぎだす。


    （もう一度……東森に会いたい……！）


    　叶かなわぬ思いが、心をかきむしった。


    　と──そのとき。


    　後ろのドアが、ギギイィィィ……、と開いた。


    （…………え？）


    　目を見開いて振り返ると、ドアの隙すき間まから顔を覗のぞかせる鷹たか兎とと目が合った。


    「あ……先輩……ど、どうも」


    　彼はぺこっと頭を下げた。
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    　鷹兎たち一行が現場である廃工場にたどり着いたときには、デストロイランドを発ってから一時間弱経過していた。


    　待機していた黒スーツの男たちに早はや瀬せ運転手が話をつけ、鷹兎は早速廃工場内に踏み込んだ。


    　蛍光灯がチカチカと明滅する薄暗い廊下を、何度も後ろを振り返りながら進み、書類やらなんやらが散乱しまくった部屋を壁沿いにぐるりと回って、その先へと続くドアを開ける。


    　ギギイィィィ……。


    　錆さびた蝶ちようつがいが悲鳴を上げるように軋きしんだ。


    　開いたドアの隙間から中を覗のぞき込むと、すぐに伽夜の姿が目に入った。向こうも鷹兎に気づき、こっちを見た。瞠どう目もくする伽夜と目が合う。


    「あ……先輩……ど、どうも」


    　ぺこっと一礼してから、鷹兎もギョッと目を丸くした。彼女の服がビリビリのボロボロで、露ろ出しゆつした肌には痛々しい真っ赤な傷きず跡あとが無数に走っていたからだ。


    「だ、大丈夫ですか、先輩……ッ」


    　ドアをくぐって駆け寄ろうとすると、鋭い声が鷹たか兎とを制した。


    「来るな！　今すぐ引き返すんだ！」


    　しかし伽か夜よが叫んだその直後──鷹兎の目の前には奈な闇やみがいた。


    「お姫さまを助けに来たナイトってところかい？　ふぅん、ずいぶん頼りなさそうな顔してるけどねぇ」


    　そう言って、まじまじと鷹兎の顔を覗のぞき込む。


    （え……な、なにこれ？　浮いてる？　妖精さん？）


    　鷹兎も、上半身をのけぞらせながら、人の姿をした三十センチほどの──生物？　を観察した。長い髪、狐きつねのように吊り上がった目、小さいが体つきは大人っぽく、ぴちぴちのスーツに窮きゆう屈くつそうに押し込められた胸は、テレビやグラビアで見る巨乳アイドルなみに大きい。


    　鷹兎の頰ほおが熱を帯び、紅こう潮ちようする。


    「あ？　な～にガン見してんだよ。目に焼きつけて、今夜のオカズにするつもりかぁ？　この童貞小僧」


    　奈闇は意地悪そうに笑い、たわわに実った胸をぎゅむっと寄せて上げた。鷹兎の鼻先にぐいっと突き出して、これでもかとばかりに見せつける。


    　鷹兎は息を呑のみ、思わず見入ってしまった。


    　が、しばらくしてハッと我われに返り、


    「あっ……いや……すす、すみませんっ」慌あわてて目をそらして謝る。


    「なッ……」伽夜は顔をかーっと真っ赤にし、切れ長の目を吊り上げて怒鳴った。「なにをやっている、東ひがし森もり！　そいつも夜や獣じゆうだぞッ！」


    「え……ッ？」


    　目を見開いて鷹兎は一歩退しりぞく。さらに一歩、一歩。


    　奈闇が、くっくくく、と笑う。


    「おい童貞小僧、〝夜獣〟ってのはおまえら人間が勝手に決めた呼び名だ。あたしぃらは自分らのことを〝夜ヤ求ク者シヤ〟って呼んでる。〝夜を求める者〟っつー意味だ。できればそっちも〝夜求者〟でそろえてほしいねぇ。ん？」


    　そして奈闇は、顔を傾けて見下すような眼まな差ざしを鷹兎に送る。


    「ふざけるな！　なにが──夜を求める者だ！」


    　伽夜が叫んだ。苦痛に顔をゆがませながら、右足を引きずりながら、こちらに向かおうとする。しかしほんの二、三歩で右みぎ膝ひざがかくんと折れ、床に崩れ落ちた。


    「クッ……貴様らは〝夜獣〟で充分だ！　人の魂たましいを喰くらう獣けだものどもめッ!!」


    　ひざまずき、コンクリートに爪を立て、伽夜は憎しみのこもった眼差しでゴーグル越しに奈闇を睨にらんだ。


    「ふん──ま、どーせこれから〝魂たまなし〟になる奴にこんなこと言っても、無駄ってもんか」


    　地べたの伽か夜よを見下して、奈な闇やみは言った。


    「せ、先輩ッ」


    　鷹たか兎とは今度こそ駆け寄ろうとする。


    　が、ひらりと舞うような動きで奈闇が回り込んできて、鷹兎の行く手を阻はばんだ。


    「ど……どいてください！」


    　そう言って鷹兎は突きつける。


    　全長九百九十ミリのショットガン。


    　曲線と直線が組み合わさった、美しい木目のグリップ。


    　黒い銃身には、波なみ形がたをした淡いブルーのレリーフが刻まれている。


    　奈闇の眉まゆがぴくりと動いた。


    「さっきから物騒なもん持ってやがるとは思ってたけど……その黒くて長いので、あたしぃにブチ込もうってのかい？　ふふん、面白いじゃないか」


    　銃口を向けられても奈闇は薄ら笑いを浮かべ続けている。一方、鷹兎は引き金が引けなかった。いくら相手は夜や獣じゆうといっても、人の姿をしているものを撃つことにはさすがに抵抗を覚えた。テレビゲームでゾンビを撃つのとはわけが違う。


    「どーれ……じゃあ一つ試ためしてやろうか。おまえがどんだけの腕を持ってんのかをな」


    　奈闇は宙を舞う蝶ちようのようにふわりと浮上し、鷹兎が『あっ』と思ったときには、もう彼の目の前に移動していた。


    　そして今までとは一転、さわやかな笑顔を浮かべ、ぺこりと頭を下げる。


    「いらっしゃいませー、一名さまでよろしいでしょうかぁー？」


    「………………は？」わけがわからなくて、鷹兎は頭の中が真っ白になった。


    　しばらく見つめ合いが続く。


    「………………」


    「………………」


    「………………」


    「………………」


    「…………………………え、一名さまって……？」


    「……………………………………」


    　イラッ。


    　奈闇は一瞬険けわしい顔つきになり、鷹兎をギヌロと睨にらむ。


    　しかしすぐにさわやか笑顔に戻って、


    「食後の一服はなさいますかー？」


    　と言い、ちょんと小首をかしげた。


    　理解不能にもほどがある、と鷹兎は思った。


    　また見つめ合いが続いた。


    　三十秒ほど気まずい沈黙が続いたあと、奈な闇やみはペッと床につばを吐いた。


    「あ～、もういい……ったく、このヘタクソ！」


    「え……ぇえッ？」


    　なにがなんだかわからなかった。しかし女の人から〝ヘタクソ！〟と言われると、心が痛くなった。奈闇は「あ～も～」とうなりながら、いらだたしげに頭をかいて、突然叫ぶ。


    「ファ、ミ、レ、ス、かッ!!」


    　は？


    　鷹たか兎との口はぽかんと開いたままになった。奈闇がさらに叫んだ。


    「なんで食後の一服限定なんだよッ、だろーがァ!!」


    「…………あ、あの～……いったいなんの話ですか……？」恐る恐る鷹兎は尋たずねる。


    「なんの話ッ？　はぁあぁぁぁ～っ！」


    　奈闇は腹の底からため息をついた。


    「ダメだわ、おまえ。いくらあたしぃの能力をもってしても、ボケに気づいてない奴をツッコませることはできねー」


    　ボケ？　ツッコミ？　なぜ今漫才の話が出てくるのか、鷹兎は目をぱちくりさせる。


    「えっと……それってどういう……？」


    「黙んな、童貞小僧。よ～くわかったよ。おまえは〝魂たまなし〟にしてもちっとも惜しくねー」


    　意味はよくわからないが、なんだか酷ひどい言われようだ。


    　奈闇は天井の梁はりを止まり木にしていた黒羽クロウの横に戻る。そして何事かを耳打ちする。


    「……わかったか？　よし、じゃあやれっ」


    「りょりょりょ了解っスー！」


    　羽でビシッと敬礼する黒羽。その目が赤く輝きだす。すると伽か夜よの元に駆け寄ろうとした鷹兎の前で、一枚の羽根がすーっと宙に浮いた。


    「……ッ？」


    「いかん！　東ひがし森もり、羽根から離れろッ！」


    　羽根はキリキリと回転し、やがて竜たつ巻まきとなる。そして鷹兎のほうではなく、床にひざまずいている伽夜のほうへ向かって動きだした。


    「くっ……！」シールドを張って、伽夜はそれを受け止める。


    「先輩ッ！」


    「私のことはいい！　君は早く逃げろッ！」


    　竜巻の向こうから伽夜の声が聞こえた。鷹兎も竜巻の轟ごう音おんに負けないように、腹の底から声を出して叫んだ。


    「──嫌いやですッ!!」


    　鷹たか兎とは反射的に〝ノー〟を口にしていた。言えなかったはずの〝ノー〟を。


    　先ほど鷹兎は、伽か夜よを助けに行くべきかどうか、さんざん迷った。


    　背中を押してくれる〝理由〟を見つけてからも、行けば命を失うかもしれないという恐怖が、胸の奥でくすぶり続けていた。


    　しかし、傷だらけの伽夜を目の前にした今、鷹兎の心の声はなんの迷いもなくこう命じる。


    　先輩を助けるために戦え！　──と。


    　鷹兎は、その声にこそ、〝ノー〟と言えなかった。


    　天井の黒羽クロウを睨にらみつけ、ゲーム『スウィートホーム・リフォーム』の主人公の見よう見まねでショットガンを構える。直線距離にして約二十メートル。ちょっと遠いが、赤く光った目が恰かつ好こうの的だ。それに、


    （なんだろう……銃なんて持ったの、ゲーセンやお祭りの射しや的てきくらいだけど……全然外す気がしない……！）


    　自分でもわからない奇妙な自信、いや確信があった。


    　引き金に指をかける。が、


    「おおっとぉ～、やらせねーよぉ？」


    　いつの間にか、奈な闇やみが再び鷹兎の目の前に現れた。


    　文字どおり目の前に──視界が塞ふさがれてしまった。


    （く……くそっ、これじゃ狙ねらいがつけられない……ッ）


    　鷹兎は一歩後ろに下がって、銃口を奈闇に向けた。


    「ど……どかないと、撃つぞ……ッ！」


    　しかし、カタカタ震ふるえる銃口を突きつけられても、奈闇は意に介する様子もない。


    「おまえみたいな童貞小僧にそいつをブッ放す度胸があるのかい？　ふふん、やれるもんならやってみなよ」


    　くるっと背を向けると、馬跳びの馬になったような姿勢で、鷹兎にお尻しりを突き出す。


    「カモーン、ほれ、撃ってみな～っ」


    「う……うわあああーッ！」


    　ガォゥン！


    　銃声と衝撃。鷹兎は撃った。間違いなく引き金を引いた。


    　だが奈闇は、木こっ端ぱ微み塵じんの肉片にはならなかった。


    「ああん、響くぅぅ～ッ──なーんてなぁ」


    　振り返って、奈闇はニヤリと笑った。


    （そっ……そんな……今、確かに撃ったのに……ッ）


    　傷一つ負っていない奈闇を見て、鷹兎は目をむいた。


    　この銃を撃ったのは、今が初めてだった。鷹兎も早はや瀬せ運転手も、ハルハがショットガンに変へん化げしたのを見て、これなら夜や獣じゆうと戦えると思った。


    （でもまさか……ショットガンなのは見た目だけ……ッ？）


    　焦あせりを覚えながら再び構える。今度は人をバカにしたようにニヤニヤしている顔を狙った。


    　奈な闇やみが、くっくくく、と笑う。「悪いけど、いくらやっても無駄なんだよ。今のあたしぃは思し念ねん体たいだからね。撃っても斬ってもすり抜けるだけさ。でも、ま、童貞小僧に引き金を引く度胸があったことだけは最後に褒ほめてやるよ」


    　そのとき、伽か夜よを襲っていた竜たつ巻まきが、一分の限界時間を超えてつむじ風と化した。


    　ようやく見えた彼女の顔は──驚きよう愕がくにゆがんでいた。


    「東ひがし森もり！　う、後ろッ！」


    　伽夜が指差す。鷹たか兎とは振り返る。


    　伽夜を襲っていた竜巻がなくなっても轟ごう音おんがやまなかったことに、すぐ気づくべきだった。


    　もう一つの竜巻が、鷹兎の後ろ二メートルほどの距離まで接近していた。


    「………………ッッッ!?」


    　我われを忘れんばかりに驚き、錯さく乱らんしかけた頭で鷹兎はなんとか〝逃げる〟を選択する。が。


    　コンクリートの亀き裂れつに足をとられ──転んだ。
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    （東森が……危ないッ！）


    　伽夜はシールドで鷹兎をガードしようとした。しかし黒羽クロウの元に戻った奈闇が言った。


    「おいっ、逃げる準備はできてんだろーなぁ？」


    「い、い、いつでも、お、オッケェーっス」


    　わざとらしく大きな声。明らかに伽夜に聞こえるように言ったのだ。


    　つまり、鷹兎を守るためにシールドを使えば、その隙すきに逃げてしまうぞ──という脅おどし。


    　伽夜の意識が、シールドの展開を一瞬躊ちゆう躇ちよする。


    （……いや、ハッタリだ。さっきだって、本気で逃げる気はなかったんだ）


    　そう思う。しかしさっきはさっき。今度も同じだという保証はどこにもない。


    　もし逃げられてしまったら──、


    （私の任務は失敗。さらに新たな犠ぎ牲せい者を生むことになるかもしれない……）


    　伽夜が逡しゆん巡じゆんしている間にも、竜巻が鼠ねずみを追い詰めた猫のように、じわじわと距離を縮ちぢめる。


    「あ……ああ……」鷹兎は腰が抜けたように、尻しり餅もちをついたまま動けないでいた。


    （……なにを考えている、私ッ……！）


    　伽夜は左手で拳こぶしを握ると──思いっきり、自分の顔面を殴なぐった。


    



    『それにもし君が戦闘に出なければならなくなったら──そのときは私が守る！　守るのが、私のたった一つの能力だ。だから、命に換えても守ってみせる！　だから頼む！』


    



    　そう誓って、彼を夜や獣じゆうとの戦いの世界に引きずり込んだのだ。


    （そもそも東ひがし森もりは、私を助けに来てくれたんだ。そんな東森と任務、どっちが大切だッ！）


    　さっき、〝逃げろ〟と言った伽か夜よに対し、鷹たか兎とは〝嫌いやです〟と叫んだ。


    　戦いのさなかにありながら、伽夜は胸の奥がじわっと熱くなるのを感じた。嬉うれしかった。


    （……東森だけは、死んでも守る……ッ!!）


    　竜たつ巻まきと鷹兎の距離は、もう一メートルもない。


    　伽夜はシールドを展開するため、右手に意識を集中した。


    　同時に、獣けものの咆ほう哮こうのような銃声が響き渡った。
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    　コンクリートの亀き裂れつに足をひっかけ、うつぶせに転んでしまった鷹兎が慌あわてて体を反転すると、竜巻はほぼ絶望的な距離にまで接近していた。


    　絶望的──つまり、今から立ち上がっても、もう間に合わないだろうという距離。


    「あ……ああ……」呆ぼう然ぜんと迫りくる竜巻を見上げた。


    （僕はなぜ竜巻を見上げているんだろう……）


    　自分でもわからない。わからないが、目が離せなかった。ホラー映画で、連続殺人鬼が振り下ろす凶器を、逃げもせずバカみたいに見つめ続ける犠ぎ牲せい者の気持ちがわかった。


    　鷹兎はただ、竜巻を眺めた。竜巻を──渦うず巻まく旋せん風ぷうを──その中でかすかに浮かぶ、黒い羽根の影を──。


    （さっき、あの羽根がふわーっと宙に浮いて、回転して、そしたら竜巻になったんだ……）


    　あれ、撃ったらどうなるんだろう？


    　そう思った次の瞬間、鷹兎の体はなにかに操あやつられるように動いていた。フォアエンドと呼ばれる部分を左手でジャコッとスライドさせて、空からになった薬やつ莢きようを排出。そして銃口を竜巻に向ける。銃身を目の高さに合わせず、腰に構える。


    　さっき撃ったとき、銃口から射出された弾たまが一瞬見えた。撃ち出された弾が見えるなんて、普通なら考えられないことだろうが、とにかく見えた。


    　そして弾は一直線に飛んでいった。広範囲に拡散しない、一点破壊に長たけたスラッグ弾タイプ。ちゃんと狙ねらわなければ目標には当たらないだろう。


    　しかし、銃口がどこを狙っているのかは、自分でも不思議なくらいわかった。


    　ギタリストが弦を見なくてもどこを押さえているのかわかるように、この位置、この角度で構えれば弾がどう飛んでいくのか、銃になったハルハ──〝ガン・ハルハ〟を握にぎっていると、なぜだか鷹たか兎とにはわかってしまうのだ。


    　竜たつ巻まきと鷹兎の距離が、残り一メートルを切った。


    　鷹兎は引き金を引いた。銃声が鳴り響いた。


    



    　ガォゥン！


    



    　反動で鷹兎は後ろに倒れる。直径約二センチメートルの弾丸が竜巻を貫つらぬく。


    　その直後、竜巻はつむじ風に変わった。


    　やがてただの空気の渦うずになり──消えた。


    　はらり、はらりと、力なく舞い落ちる、ちぎれてボロボロになった黒い羽根の薄片二枚。


    「………………」右手をまっすぐに構えたままの伽か夜よが、信じられないものを見るように目を丸くして、固まっている。


    　竜巻の軸じくとなっている羽根を撃ち抜けば、もしかして竜巻は消えるのではないか──そんな無意識の期待がまさに現実のものとなり、鷹兎自身も開いた口が塞ふさがらなかった。


    　そのとき、


    「うがあああああああ！」


    　叫び声がした。鷹兎の意識を現実に引き戻す。叫んでいたのは黒羽クロウだった。


    　次の二枚の羽根が宙に躍おどる。


    　鷹兎は立ち上がると、素早くフォアエンドをスライドさせて排はい莢きようし、回転を始めた羽根の片方を狙ねらう。


    　が、伽夜が叫んだ。「東ひがし森もり！　羽根より奴を狙えッ！」


    「あッ……は、はい！」


    　言われて気づく。確かに、羽根を一枚一枚潰つぶしていくより、大本を叩いたほうが合理的だ。鷹兎は狙いを黒羽に変える。


    「やっば……おい黒羽、逃げ……ッ」


    　ガォゥン！


    　奈な闇やみの声を銃声がさえぎった。竜巻の操作に意識をとられていた黒羽は、銃弾をかわすことができなかった。


    　弾たまは──黒羽の胸元に命中した。真っ赤に輝いていた目が、光を失う。


    　やった！　と鷹兎は思った。しかし断末魔の叫びは上がらなかった。


    「いったぁ～…………な、なんだァ？」間まの抜けた声を上げる黒羽。


    　鷹兎の撃った弾が、コンクリートの床に落ちて、カーン、カーン、と跳はねた。


    「え…………？」


    　鷹たか兎とは呆ぼう然ぜんとつぶやく。


    （そんな……バカな……ッ？）


    　ジャコッ、ガォゥン！


    　もう一発撃った。


    「おわッ!?」黒羽クロウはガードするように左右の翼を前で組み合わせる。


    　弾たまは翼にビシッと当たり、一呼吸置いてからポロリと落下した。そしてまた、カーン、カーン、と床で跳はねる。


    「ぐぐっ……」黒羽はうめくように喉のどを鳴らした。翼がぷるぷる震ふるえる。


    「ぐぐぐっ……ぐえっげげげげげげ！　全然、痛くねええええええええ～ッ！」


    　勝ち誇った嘲ちよう笑しようがコンクリートに反響──そして真っ白になった鷹兎の頭の中で、いつまでも残響した。


    「おい、本当か？　おまえ最初、〝いったぁ～〟とか言ってたよな？」


    　奈な闇やみが問い詰める。黒羽はぶんぶんとかぶりを振った。


    「あ……あれはちょっとびっくりして……つ、つい、言っちゃっただけっス。そりゃ、まったく痛くないってわけじゃ、な、ないっスけど……全然、たいしたことないっスよぉ。ほら……ちち、血ィも出てないし……」


    　黒羽はぐいっと胸を張る。奈闇は弾が当たった所をしげしげと確認し、


    「ふん、確かにねぇ……とんだ見かけ倒しってことかい……？」


    　じろっと、醒さめた目で鷹兎を見下ろした。


    　鷹兎はまだ、茫ぼう然ぜん自じ失しつのまっただなかだった。


    （なにこれ……かすり傷一つ負わせてない……これが……こんなのが……僕の能力？）


    〝影かげ子この能力は、主あるじである影子使いの精神に強く影響を受ける〟と伽か夜よは言った。


    （これが……僕にお似合いの能力ってこと……？）


    　はっ……ははははっ……、鷹兎は笑っていた。


    　情けなくて、笑うしかなかった。目め頭がしらがじわっと熱くなった。


    「〝こんなはずじゃなかった〟って感じだね。ナイト気取りでお姫さまを助けに来たのに、頼りにしてた武器がそれじゃあ──なんとも惨みじめだねぇ」


    　奈闇はやれやれと肩をすくめ、黒羽に指示する。


    「もうやっちまいな。あの情けない笑い声聞いてると、気が滅め入いるよ。それに、時間稼かせぎをしてたってことは、グズグズしてるとこっちがまずいことになるかもしれないからねぇ」


    「そっスね。りょ、りょーかいっス」


    　黒羽はバサリと羽ばたき、梁はりから降りる。目が赤い輝きを放ち、床から二枚の羽根が宙に浮いた。キリリリリリと回転を始める。


    「東ひがし森もりッ、もういい、逃げてくれェッ！」


    　伽か夜よが叫ぶ。


    　羽根は竜たつ巻まきをまとい、斜め右、左から彼女を一直線に襲った。真っ黒い目に戻った黒羽クロウは一直線にダイブ。鋭いくちばしが鷹たか兎とを狙ねらう。


    「くううッ！」まともに歩くこともできない伽夜は、床に這はいつくばって、ごろごろと転がりながら竜巻をかわした。


    　そのときすでに黒羽と鷹兎の距離は、直線で十メートルを切っていた。


    　あの荒れ放題の事務室へと続くドアが六、七メートル背後にある。すぐに走りだしていれば、もしかしたら逃げきれたかもしれない。だが鷹兎は──、


    （逃げる？　先輩は？　……見捨てていくのか？）


    　そう考えてしまった。答えは出なかった。そして、黒羽は五メートルほどの距離にまで接近していた。


    （ああ……もう今から逃げてもダメだ）


    　と、思った。間近に迫った死の恐怖から逃のがれるためか、鷹兎の心から現実感が薄れていく。自分が自分じゃなくなるような、まるで赤の他人に降りかかる災難を眺めているような感覚。


    　ふと、脳のう裏りにハルハの顔が浮かんだ。


    　彼女は、必死の表情で、鷹兎になにか訴うつたえかけていた。


    『危ない！　タカト、逃げて！』


    　だろうか？　……いや、違う。


    『大丈夫！　タカト、ハルハを信じてッ！』


    　鷹兎には、ハルハがそう言っているような気がした。


    　ジャコッ、薬やつ莢きようを排出して、構える。


    　無駄なあがきだ、とばかりに黒羽があざ笑う。


    「ぐえっげげげうげげげげげげげげげげげぇぇぇぇ～ッ！」


    「ううっ……うわああああああああああああ！」


    　鷹兎は叫び、引き金を引いた。銃声が轟とどろく。


    　ガォゥン！


    　ズブッ。


    「ぐえっ……？」


    　黒羽は奇声を上げた。


    　腹部に直径二センチの穴が開いていた。


    　前から後ろまで貫通して、穴から向こう側が覗のぞけるほど、ぽっかりと。


    「ッッッッッドッゲエエエいでえええええええええええッ!?」


    　鷹兎の体は、発砲の反動も手伝って、のけぞるように後ろに傾いた。その上を、黒羽が悲鳴を上げながらすれすれに飛び抜けていく。ほんの数センチの異常接近ニアミス。


    　前髪がぶあっと風に巻き上げられるのを感じながら、鷹たか兎とは不思議に思った。


    （なんでだ……さっきはかすり傷一つつけられなかったのに……？）


    　べちゃっと床に倒れる。背中からもろにだったので、結構痛い。


    「うぐげええええええええええええッ」ドンッ！


    　黒羽クロウの悲鳴が、大きな鈍にぶい音と同時に止まった。


    　見なくても、後ろの壁に激突したのだとわかった。


    　壁にぶつかった黒羽は、ずるずると壁をこすりながら落ちていったが、すぐにまた翼を広げ、中途半はん端ぱに殺虫剤をかけられたゴキブリのように無茶苦茶に飛び回った。コンクリートの床に赤黒い血が、縦じゆう横おう無む尽じんにまき散らされる。


    （ど、どうなってるんだ……さっきと今、なにが違ったんだ……？）


    　狐きつねにつままれた気分で鷹兎は立ち上がる。先に気づいたのは伽か夜よだった。時同じくして、奈な闇やみも気づいた。


    「距離だ！　東ひがし森もり、近づけッ！」


    「距離だ！　離れろ、黒羽ッ！」


    　二人の声が同時に響く。


    　呆ぼう然ぜんと首をかしげていた鷹兎も、正気を失っていた黒羽も、それぞれが信頼する者の声でハッと我われに返った。


    　鷹兎は、ジャコッと排はい莢きようし、黒羽を追いかける。


    　今や追われる身となった黒羽は、この広い空間の中央にそびえ立つ巨大な柱の陰かげに逃げ込もうとした。が。


    　柱の裏側にぐるりと回り込もうとした黒羽の前に、青く透明なシールドが突然現れた。


    「ぐッッッ!?」


    「ふふっ……逃がすものか……！」片かた膝ひざを突き、荒い息の伽夜が、縞しま模様の入った右手を左手で支えるように掲かかげて、不敵に微笑ほほえむ。


    「ぐああああアアアアアアアアアアアア！」


    　ドムッ！


    　全速力で飛んでいた黒羽は、飛行の向きを急には変えられず、シールドに衝突した。


    　柱の下にたどり着いた鷹兎は、衝突の反動で後ろに跳はね返された黒羽に銃口を向ける。


    　引き金がカチッと鳴り、ガン・ハルハが火を噴いた。


    



    



    　大事なのは確かに〝距離〟だった。


    　およそ十二メートル──ガン・ハルハから射出された弾丸は、接触するものすべてを弾丸内に取り込みながら進んでいく。


    　立ち塞ふさがる障害物は、コンクリートだろうが鉄の塊かたまりだろうが──もちろん空気すら──ありとあらゆるものを〝飲み込み〟、内部に〝詰め込ん〟でいく。


    　衝突も、破壊も、ない。


    　直径二センチの空虚な穴が残るのみ、だ。


    



    



    　ジャコッ、ガォゥン！


    　鷹たか兎とは、撃っては排はい莢きようを繰り返した。


    　今さらだが、この銃があと何発弾たまを撃てるのかわからない。


    （でも今この瞬間が、最後のチャンスかもしれないんだ。ここでとどめを刺さないと……！）


    　だから鷹兎は、すべての弾を撃ち尽くすつもりで、ガン・ハルハの引き金を引いた。


    　何度も、何度も。


    　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！　ジャコッ、ガォゥン！


    　ズブッ、ズブッ、ズブッ。


    　十発か、あるいはそれ以上の弾を撃ち込み、『この銃に弾切れはないんじゃないか？』と鷹兎が考え始めた頃──、


    　黒羽クロウの体がグシャッと床に落ちた。


    　巨大な柱には、ぽっかりと貫通した無数の穴が、上から下までずらりと並んでいた。
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    　ピクリとも動かなくなった黒羽の体を、鷹兎はガン・ハルハでつついてみた。


    　──反応なし。


    （やっつけた……のか？）


    　もう一度つついてみようとすると、頭の中にまたハルハの像が浮かんだ。


    『やーん、変なものつっつかないで～』


    　と言っているようだった。


    「あ……ご、ごめん、ハルハ」


    　そう言ってガン・ハルハを引っ込めようとした刹せつ那な──黒羽の体がドロリと崩れた。


    「うげっ!?」


    　みるみるうちに黒羽の体は、半透明の黒い粘ねん液えきになり、ドロドロと床に広がっていく。


    （ひええっ……な、なんだこりゃッ！）


    　鷹兎は慌あわてて飛びのく。頭の中のハルハも、嫌けん悪お感いっぱいの顔で『いやあああ～、気持ち悪～いッ』と悲鳴を上げているようだった。


    　と。


    　ドロドロの中でポウッとなにかが光った。光の玉が一つ、二つ、黒い粘ねん液えきの表面にゆっくりと浮き上がり──次の瞬間、はじかれたように飛び出す。


    「うわわッ？」


    　二つの光の玉は、追いかけっこするみたいに天井近くをくるくる回っていたが、やがてコンクリートの壁をシュボッとすり抜けて、消えてしまった。


    　鷹たか兎との口がぽかーんと開けっぱなしになる。


    「やったな、東ひがし森もり。──夜や獣じゆうは死んだ。奴に喰くわれた魂たましいが解放されたんだ」


    　後ろから声がした。振り返ると、伽か夜よが力なくひざまずき、少し疲れた顔をして微笑ほほえんでいた。


    「先輩、怪け我がは……大丈夫ですかっ？」鷹兎は駆け寄って、彼女の横にしゃがみ込む。


    　伽夜は「ああ、心配ない」と言って、ゴーグルを外し、にっこり笑った。


    「それほど深刻なダメージは受けていないようだ。ただ──」伽夜はちょっと恥ずかしそうに両手を差し出す。「悪いが手を貸してくれないか？　膝ひざが……骨にひびが入っているかもしれない」


    「えッ？　……わ、わかりました」


    　鷹兎がおずおずと左手を出すと、その手を伽夜がぎゅっとつかんだ。


    　先に鷹兎が立ち上がる。


    　伽夜は、自分を引っ張り上げる鷹兎の顔を見上げながら、つぶやくように言った。


    「……まったく、無茶をする」


    「はい？　……な、なにがですか？」


    　完全に立ち上がると、伽夜は少しふらつきながら「ありがとう」と言い、じっと鷹兎を見つめた。手はまだつながったままだ。


    （な……なんだ……？）


    　鷹兎も戸と惑まどいつつ、恐る恐る伽夜を見た。目が合うと、伽夜はちょっとだけ頰ほおを赤く染めてうつむき、たどたどしい口調で言った。


    「いきなり実戦に出るなんて……いくらなんでも危険すぎるぞ。うまく倒せたからよかったものの、影かげ子こ使いはなにより自分を大切にしなければならないんだ。君にもしものことがあったらハルハがどうなってしまうのか……前に話しただろう？」


    　影子は自分の主あるじの影にしか入れず、入る影がなくなれば、いずれ衰すい弱じやくして死んでしまう──そう言われたことを鷹兎は思い出した。


    「あ……す……すみません」


    　しゅんとする鷹兎。


    　伽夜は、そんな鷹兎をちらっと見て、「あ、いや……すまない、私にそんなことを言う資格はなかったな」と、申し訳なさそうに言った。「今回は私もちょっと無理をしすぎた。反省する。もし君が来てくれなかったら──」


    　彼女の、鷹たか兎とを握にぎる手に、ぐっと力がこもる。


    　と、鷹兎の右手にあったガン・ハルハが、突然内側から輝きだした。


    「……ッ？」


    「ムッ……！」


    　伽か夜よは驚いて、つないでいた手を思わず離し、光を放つガン・ハルハに見入る。


    「やはりそれがハルハ……変へん化げタイプか……！」


    「は、はい」


    　伽夜によく見せるため両手で前に差し出そうとすると、ガン・ハルハは急速にフォルムを変化させ始めた。銃身が上半身に、グリップが下半身に──それにともない重量も増える。「わわっ」鷹兎は両手をガクンと下に引っ張られたみたいになり、尻しり餅もちをつくように床に倒れた。


    　べちゃ、どさっ。「うぐッ？」


    　気がつくと、鷹兎のお腹の上にハルハが乗っていた。


    「むー、ハルハのこと忘れちゃイヤ～。……って、あれ？　タカトの顔がない」


    　鷹兎とハルハは前後逆になっていて、ハルハのお尻しりが鷹兎の目の前にあった。


    　そして彼女は裸だった。


    　ハルハは上半身をひねって後ろを覗のぞき込む。「あ、いた！」


    「………………ッ」


    　鷹兎が絶句していると、体の向きを変えたハルハが、鷹兎の胸にダイブしてきた。


    「どーん！」


    「どわッ？」


    　ハルハの腕が、鷹兎の首にするりと絡からみつく。


    「ねぇタカト、どう？　ハルハ、役に立った？　偉い？」


    「あ……う、うん、ハルハのおかげでとっても助かったよ。ありがとう」


    「助かった？　えへへ、ほんとに？」


    「うん、本当に」


    　照れくさそうにはにかむハルハに、鷹兎は力強くうなずいた。


    　最初は、ハルハに能力なんて目覚めなければ、なんてことを考えたりもした鷹兎だったが、今はハルハに能力が目覚めてくれてよかったと、心の底から感謝している。


    （ハルハの能力があったから僕は──僕なんかが──先輩を助けることができたんだ）


    　結局伽夜には〝無茶をするな〟とたしなめられてしまったが、それでもやっぱり鷹兎は今、ちょっとだけ自分を誇らしく思っていた。自分のことをそんなふうに思えたのは、もしかしたら生まれて初めてかもしれない。胸が心地よく高鳴り、とてもすがすがしい気分だ。


    　それもこれも皆、ハルハのおかげである。


    「ハルハがいてくれて、本当によかったよ。本当に、本当に──ありがとうね」


    　鷹たか兎とは顔をほころばせ、優しい眼まな差ざしでハルハを見つめる。ハルハは鷹兎に褒ほめられた上に感謝までされて、ぶるるっと身み震ぶるいするほど喜んだ。「くふふふふふっ！」と満面の笑み。そして飼い主に甘える猫のように、鷹兎の胸元にほっぺをくしくしとこすりつける。


    「うん、それで……ね、ハルハ」


    「ん？　なになに、タカト？」


    　くしくしとこすりつける動きを止めると、ハルハはなにかご褒ほう美びがもらえるとでも思ったのか、期待に瞳を輝かせて、鷹兎の言葉を待った。


    　鷹兎は目線をつつーとそらして、重い口を開くように、もごもごとつぶやく。


    「だからその……ちょっ……ど、どいてくれる……？」


    「え？」ハルハは目をぱちくりさせた。


    「い、いや、だって……」


    　鷹兎の心臓は別の意味でも高鳴っていた。あられもない恰かつ好こうの女の子に押し倒されて、抱きつかれて、胸をぎゅうぎゅう押しつけられているのだ。これで冷静でいられるわけがない。


    　顔を赤く染め、困こん惑わくまじりの半笑いを浮かべながら、「……ね？」と鷹兎はお願いした。が、ハルハはぷぅ～っと頰ほおをふくらませて〝いやいや〟する。


    「う～、やだっ」


    「え？　ど……どうして？」


    「まだ〝いい子いい子〟してもらってないもん」


    「い、〝いい子いい子〟ッ？　って、今しなきゃ、ダメ？」


    「今してくんなきゃ、やーんッ」


    　ぎゅうう、っとハルハがしがみついてくる。むにゅうう。


    「わ、わかったよ……」鷹兎は観念して、ハルハの後頭部から襟えり足あしにかけてを、優しく優しく撫なでさすった。「……よしよし、ハルハ、偉い偉い……」


    「わーい、くふふふふふふっ」


    　ハルハはきゃっきゃとはしゃいで脚をバタバタさせる。


    「ゴ……ゴホンッ！」


    　わざとらしいほど大きい咳せき払ばらいに鷹兎がハッとすると、伽か夜よが怖い目をして見下ろしていた。こめかみの辺りがピグピグ痙けい攣れんしている。


    「うッ」さらに鷹兎を驚かせるものがあった。


    　伽夜は腕を組んで仁に王おう立だちしていた。床に押し倒されていた鷹兎には、マイクロミニの内側──太もものつけ根や、レース入りで高級感あふれる淡いブルーのショーツ──が、しっかり覗のぞけてしまった。もはや〝パンチラ〟どころではない。


    「アッ」視線に気づき、伽か夜よが手でスカートの前を隠す。恥ずかしそうに顔を真っ赤にして、じろっと睨にらみつけられた。


    「ぁあッ……すすす、すみませんッ！」


    　鷹たか兎とは慌あわてて謝り、もうどうしていいかわからず、とにかく目をつむった。


    （……先輩、怒った？　な、殴なぐられる？　いや、踏まれる？）


    　ぎゅうっと目を閉じて、ビクビクしながら硬直していると、


    「まぁいい……どうせ見せるつもりだったのだから……」


    　ぼそっと伽夜が言った──ように聞こえた。鷹兎は我が耳を疑った。


    （え……今なんて……？）


    　そ～っとまぶたを開くと、伽夜はパンチラしない距離までよろよろと下がって、


    「さぁ、そろそろ立ってくれないか？　夜や獣じゆうは倒したし、喰われた魂も解放できた。黒羽クロウの体から夜獣の種も回収した。任務はこれで無事終了だ。戻ろう」と、苦にが笑わらいして言った。


    　なんだかはぐらかされてるような気がしたが、


    （先輩、怒っていないようだし、まぁいいか……）


    　そう思って気にしないことにした。実際、いつまでもこんな所に居続ける意味はない。


    　鷹兎は、素すっ裸ぱだかのハルハをなるべく見ないようにしながら起き上がる。ハルハは「やーん」と不満そうに一声漏もらした。


    「あ、そういえば……あのちっちゃい夜獣……いなくなっちゃいましたね」


    「あたしぃのことかい？　なら、ここにいるよ」と声がした。


    「！」「！」


    　鷹兎と伽夜は一いつ斉せいに顔を上げる。天井近くの柱の陰から、すーっと奈な闇やみが姿を見せた。


    「貴様ッ……まだいたのか」


    「いたらまずかったかい？　でももう帰るよ」


    　仲間が倒されてもニヤニヤ笑っている奈闇を、伽夜は敵意のこもった眼まな差ざしで見上げ続けた。が、急に興味をなくしたような顔になり、ふん、と鼻を鳴らす。


    「勝手にしろ。──今日のところは、だがな」


    「おや？　黒羽クロウのことはあんなに逃がしたくなかったくせに、あたしぃのことは見み逃のがしてくれるってのかい？」


    「……今の貴様には触れることができない。確か〝思し念ねん体たい〟とか言っていたな。触れられないのでは倒しようがない。捕まえることもできない。そんな奴を相手にしてもしょうがないからな」伽夜はつまらなそうに言い放った。


    「ふん、なんだかつれない言い方だねぇ。……いいのかい、ほんとに逃げちまうよ？」


    「ああ、とっとと失うせろ」


    　しっしっ、と手で追い払う仕草をする伽夜。


    　すると奈な闇やみは、ふうっ、とため息をついて、寂さびしそうに微笑ほほえんだ。「わかってないなぁ。女が逃げるのは、追いかけてほしいからだよ？」


    「そうやってまた私を試ためすのか？　もうやめよう。お互い傷つくだけだ──って、煮に詰つまった状態でズルズルつき合っているカップルの別れ話か！　……ハッ!?」


    　伽か夜よは慌あわてて両手で口を塞ふさぐ。しかしもう遅かった。


    （先輩……いきなりなにを言いだすんだ……？）


    　鷹たか兎とは目を見開いて伽夜を見つめた。その視線に伽夜も気づく。


    「あ……ち……違ッ……今のは私の意思で言ったのではなくて……き、貴様、いい加減にしろッ!!」怒りと羞しゆう恥ちで耳まで真っ赤にして、伽夜は奈闇に向かって吼ほえた。


    　くっくくく、と奈闇はさもおかしそうに笑い、


    「じゃあな、また会う日まで──あばよ逸いつ材ざい！」


    　先ほどの光の玉と同じように、すっと壁をすり抜けて、消え去った。


    　しーん。


    　ここが廃工場であることを思い出させられるような静せい寂じやくが、急に訪れる。


    　鷹兎は上着のパーカーを脱いで、ハルハに着せてやった。


    　ハルハは襟えり元もとに鼻を突っ込んで、くんくんとにおいをかぎ、


    「タカトのにおい♪」


    　と言って、くふふふふふっ、と笑った。鷹兎は恥ずかしいような、くすぐったいような、ちょっと嬉うれしいような──で、なにも言えなくなった。


    「よ、よしっ、では、帰るぞッ」


    　まだ動揺を隠しきれない伽夜が、出口に向かって一歩足を踏み出す。が、


    「ムッ」


    　顔をしかめ、右みぎ膝ひざを押さえてしゃがみ込んでしまった。鷹兎は駆け寄って、彼女の右隣にひざまずいた。


    「先輩、あの……」思い切って申し出る。「もしよかったら、肩をお貸ししましょうか？」


    「あ……う、うむ……すまない、助かる」


    　伽夜はためらいがちに、鷹兎の首に右腕をかけた。鷹兎はその腕をつかんで、ゆっくりと立ち上がる。肩にのしかかる彼女の重みを感じると、それを支えているのは自分なんだと、思わず叫びたくなるような衝動に駆られた。と、


    「……東ひがし森もり、左手を私の腰に回してくれ。そのほうが安定する」


    「えっ……は、はい」


    　伽夜に言われたとおり、彼女の腰を抱き寄せるように左手を回した。二人の上半身がぴったりと密着する。首筋に彼女の二の腕の柔やわらかさを感じ、鷹兎の心臓がドキドキと暴れだした。


    〝二の腕の柔らかさは、その女の子の胸の感触と一緒〟という中二情報が脳のう裏りをよぎる。


    「あ……そうだ……私のミュール……」


    「ふぇっ……ミュ、ミュール？　あ、ああ、靴くつですか」


    　不届きな妄もう想そうを見抜かれぬよう、何食わぬ顔で辺りを見回すと、彼女のミュールが片っぽずつ離れた場所に散らばって転がっていた。


    「ハルハ、あれ、取ってきてくれる？」


    「え～……」


    「頼むよ、お願い」


    「う～、わかった……」


    　ハルハは渋々、伽か夜よのミュールを回収する。


    　戻ってきたハルハに、「すまないな、ハルハ。ありがとう」伽夜は微笑ほほえみながら頭を小さく下げて、感謝の意を示した。


    「え……べ、別に、タカトのお願いだったから……」


    　いつも怒られてばっかりだったので、ハルハは戸と惑まどい、照れくさそうにもじもじする。


    　しばらくして、


    「あ……あの……センパイ、ごめんなさい」ぺこりと頭を下げた。


    「む？　どうして謝る？」伽夜は首をかしげる。


    　あ！　と鷹たか兎とは口を大きく開けた。そういえばハルハと一緒に、伽夜に謝るつもりだったのを思い出す。


    （またハルハに言ってもらっちゃった……）


    　我われながら情けなく思いながら、鷹兎も慌あわてて頭を下げた。肩を貸しているので、首を小さく傾けただけだが。


    「あ……あの、ハルハは悪くないんです。僕、夜や獣じゆうと戦うの、やっぱり怖くって……でも、それを先輩にちゃんと伝えられなくて……だから、僕の代わりに、ハルハは言ってくれたんです……！」


    　すると伽夜は、「……ああ、さっきの……デストロイランドでのことか……」と納得した。


    「は、はい。すみませんでしたッ」


    「すみませんでしたっ」


    　二人そろって、もう一度頭を下げる。と、鷹兎の耳元で、伽夜の優しい声が響いた。


    「頭を上げてくれ、東ひがし森もり。──ハルハも」


    　そーっと顔を上げると、伽夜は、嬉うれしそうに目を細めていた。


    「私のほうこそ悪かった。こちらの事情を押しつけようとして、その上、怒鳴ってしまった。許してくれ」そして彼女も、小さく頭を下げる。


    「センパイ、もう怒ってないの……？」上うわ目め遣づかいのハルハが尋たずねると、


    「ああ、怒っていない」と、うなずく伽夜。が、「ただ……な」


    「え？」ハルハがドキッとしたように、表情を曇くもらす。


    「今さらだが、ハルハに〝センパイ〟と呼ばれると、どうもこう……しっくりこないというか、変な違和感を抱いてな……。まぁ私はおまえの〝先輩〟ではないのだから、当然といえば当然なのだが」伽夜はふふっと微笑ほほえみ、「〝伽夜〟でいい。これからは、そう呼んでくれ」


    「あ……う、うん……わかった」


    　えへへ……とハルハも笑った。照れくさそうに。でも、ちょっと嬉うれしそうに。


    「──よし、じゃあ、そろそろ行きましょうか！」と鷹たか兎と。夜や獣じゆうは倒せた。伽夜とも仲直りできた。今の気分をゲームにたとえると、ＲＰＧでラスボスを倒したあと、自分たちの生まれ育った町に向かっているときのような感じだ。疲れているはずなのに妙に心が高ぶり、思った以上の大きな声が出て、自分でもびっくりした。


    　もはやエンディングは目前。あとはスタッフロールを見るだけ──だ。


    　一同は隣の事務室に続くドアへと向かう。


    　少し歩いたところで、鷹兎はふと思い出した。


    「あの……ところで先輩？」


    「む、なんだ？」


    「〝逸いつ材ざい〟って、なんのことですか？」


    　鷹兎が尋たずねると、途端に伽夜の頰ほおがじわっと赤く染まり、それがみるみるうちに顔全体に広がった。お互いの顔がくっつきそうなほど近かったので、その様子が鷹兎にははっきりと見て取れた。


    「し……知らんッ！」


    　伽夜が叫んだ。
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    　廃工場内から出ると、早はや瀬せ運転手と黒スーツの男たちが安あん堵どの表情で迎えてくれた。


    　一台の車の後部ドアが開く。中からグレーのスーツの、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた四十代くらいの男が降りてきた。


    「あっ……お、お父さま……！」


    　伽夜が声を上げる。男は鷹兎たちの元にゆっくりと近づき、「あの……」となにか言おうとしかけた伽夜を、さっと手で制した。


    　黒スーツの一人がやってきて、グレーのスーツの男に報告する。


    「夜獣の死し骸がいを確認」


    「うむ」グレーのスーツの男は小さくうなずき、その険悪そうな眼まな差ざしを鷹兎に向ける。


    「……君が東ひがし森もり鷹兎くんだな？　私の名は槇まき村むら修しゆう三ぞう。関東支部の支部長補佐を務めている。あと、伽か夜よの父親だ。よろしく」


    　修しゆう三ぞうと名乗るその男は、すっと右手を差し出した。鷹たか兎とも慌あわてて右手を出して、二人は握あく手しゆする。


    「あ……ひ、東ひがし森もりです……よろしくお願いします」


    　どうやら険悪そうな眼まな差ざしは、彼の生まれついてのものらしく、鷹兎に対する敵意の表われというわけではないらしい。しかし鷹兎はビクビクとおびえ、早く手を離してくれないかと密ひそかに願った。


    「あの、お父さま……この子が東森の影かげ子こ、ハルハです」


    　伽夜が、鷹兎の隣にいるハルハを手で示す。修三は鷹兎の手を離し、ハルハをじろっと見み据すえた。その眼差しを受けて、ハルハは臆おく病びような小動物のように、ささっと鷹兎の後ろに隠れる。


    　ハルハの能力を、伽夜が簡単に説明する。


    　修三は黙って伽夜の話を聞き、小さく二、三度うなずいた。


    「ふん、なかなか期待のできる能力のようだな。事実、早速今日、夜や獣じゆうを仕留めてくれたわけだ。……ところで伽夜」


    「は、はい」


    「おまえの任務はなんだった？」


    「!?」伽夜は心臓を鷲わしづかみにされたみたいに、ギョッとした顔で目を見開く。「……そ、それは……」


    　彼女の体が、一瞬ぶるっと震ふるえたのが、肩を貸している鷹兎にも伝わってきた。ボロボロになりながらも、夜獣を相手に一歩も引かなかった気丈な彼女が、この男の前ではまるで形かたなしだった。恐る恐るといった感じに、伽夜は答える。


    「私の任務は、夜獣の足止めでした。……しかし、能力に目覚めた東森が応援に駆けつけてくれたので……」


    「任務の内容を自分の判断で変更したというわけか。まぁそれはいい。私が知りたいのは、その東森くんが来てくれなかったら、おまえは本来の任務を果たすことができたか？　ということだ。明日の朝まで、夜獣を足止めできたと思うか？」


    「それは……で……できなかったと思います……」


    「そうだろうな。──そのありさまでは」


    　服はズタボロ、体中傷だらけで、鷹兎の支えがなければ歩くこともままならない伽夜。


    　修三はそんな自分の娘の姿を、口をへの字に曲げ、不ふ機き嫌げんそうに眺め、


    「やはりおまえに夜獣との戦闘は無理だな。よくわかった」と言い捨てた。


    　伽夜はなにも言うことができず、悲しそうに顔を伏せた。


    （先輩は……こんなになるまで頑がん張ばった……命いのち懸がけで任務を果たそうとしたんだ……なのにそんな言い方って、あんまりじゃないか……）


    　鷹たか兎との中で、怒りの感情が小さな火をともす。


    　修しゆう三ぞうはそんな鷹兎の胸の内に気づく様子もなく、話を続けた。


    「で……だ、東ひがし森もりくん、君は伽か夜よと結婚する気はあるのかね？」


    「……は？　け、結婚ッ？」寝耳に水の話に、鷹兎は跳び上がりそうになる。


    「お父さま、それはまだ……ッ」


    「なんだ、まだ言ってなかったのか？　では私が一から説明しなければならないのか、やれやれ……」


    　修三は忌いま々いましそうに舌打ちした。そして、影かげ子こ使い同士で子供を産むと、影子適応者になる可能性が高くなることを説明する。


    「我われ々われは常に新しい戦力を求めている。そのために影子使いとなった君には、同じ影子使いである伽夜と結婚して、影子適応者を産み出すことに協力してほしいのだ。伽夜が気に入らないのであれば、別の候補者もいる。君の好きなタイプを選んで結婚すればいい。しかし私としては伽夜で手を打ってほしいところだがね」


    　中指でくいっと眼鏡めがねを持ち上げて、修三はこう続けた。


    「伽夜は戦闘では使いものにならん。せめて結婚して、適応者を産んでもらわなければ、まったくの役立たずだ」


    「……ッ!?」


    　伽夜の体がビクッと跳はねた。


    　鷹兎がちらっと見た彼女の横顔は──病人のように青白く、ふるふると小さく震ふるえていた。


    　眉み間けんに刻まれたしわの深さが、彼女の受けたショックの大きさを表わしている。


    　今にも涙があふれ出しそうに滲にじんだ瞳。それを必死にこらえるように、ぐっと唇を嚙かみ締しめていた。


    （あ……）


    　鷹兎の中でスイッチが入った。自分のことなら我慢した。それが鷹兎の〝賢かしこい生き方〟だった。


    　しかし。いくら親でも、いくら上じよう司しでも、いくら合理主義者でも──、


    （先輩への、今の言葉は……許せないッ！）


    　胸の内で燃える炎が、ごおっと勢いを増した。


    「……一つ、いいですか」感情を押し隠すように、静かな口調で鷹兎は言った。


    「なにかね？　質問なら、一つと言わず、いくつでも構わんよ」と修三。


    「先輩から、〝影子使いとして一緒に夜獣と戦ってほしい〟と言われました」


    「うむ、そのとおり。それがもっとも大事な用件だ。それで？」


    「〝一緒〟なら、ＯＫです」


    　修三はぴくっと眉を揺らす。「……どういう意味かね？」


    「先ほど僕が夜や獣じゆうを倒せたのは、先輩のサポートがあったからです。一人では絶対に無理でした。だから今後も先輩が僕のパートナーになってくれるのなら、僕はまた夜獣と戦います。そうでなければ返事は〝ノー〟ですッ」


    　声高にはっきりと宣言して、鷹たか兎とは修しゆう三ぞうを見み据すえた。先ほどまで決して他人に〝ノー〟と言えなかったはずの自分が、今どうしてこんなにも堂々としていられるのかわからない。しかし、自分が変わりつつあるという実感と、ひとつの確信があった。


    　今の自分は正しい──。


    「……！」伽か夜よが切れ長の瞳を大きく開き、わずかに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、鷹兎の横顔を見やった。


    「な……にィ……？」


    　修三は、突然の鷹兎の勢いに押され、戸惑っているようだった。


    「東ひがし森もりくん……〝一緒に〟とは、そういう意味ではない。……パートナー、だと？　そんなのは、無能の証あかしだよ、君ィ……」


    「結構です。おっしゃるとおり、僕は一人じゃなんにもできない無能です。先輩に守られ、ハルハの力を借りて、やっと夜獣を倒せました」


    「影子の力を借りて、だ？」はっ、と修三は吐はき捨てるように笑った。「君は勘違いをしているな。影子の力は、影子使いが使いこなすものだ。──借りる？　そのような認識では、いつまで経っても一人前にはなれんぞッ」


    「はい。だから先輩にサポートしてほしいんです」


    「く…………ッ」


    　修三は歯をむき出しにして、明らかにいらだっていた。鋭く、陰いん湿しつそうな眼まな差ざしが、鷹兎を射い貫ぬく。


    　だが鷹兎は退しりぞかなかった。怖くないと言えば噓うそになる。だが、伽夜の名めい誉よを守るためにも、ここは絶対に退けなかった。胸の奥で燃え上がる炎を頼りに、両足を踏ん張る。


    　睨にらみ合いのような状態がしばらく続いた。


    　が、やがて──突とつ如じよ修三はスーツの胸ポケットからハンカチを取り出し、眼鏡めがねを外してレンズを拭ふきだした。


    「……ッ？」先の読めない相手の行動に、鷹兎はごくりとつばを飲み込む。


    　かなり念入りにレンズを拭いてから、再び眼鏡を装着して、落ち着いた声で修三は言った。


    「それが君の提示する条件なら……いいだろう、呑のもうじゃないか」


    「ほ……本当ですか、お父さまッ」伽夜が驚きに目を見開く。


    「噓は言わん」


    　修三はジロリと伽夜を睨にらんだ。「あ……す、すみません……ッ」伽夜は小さくなる。


    「ふんッ…………東森くん、それだけ私は君に期待しているということだ。私の期待を裏切らないよう、頑張ってくれたまえよ」


    　胸を張り、余裕たっぷりに微笑ほほえむ修しゆう三ぞう。


    「そうそう、それから──最初の私の質問にも答えてほしいね。伽か夜よをパートナーに指名するということは、結婚の意思はあると受け取っていいのかね？」


    「えッ……い、いや、それは……」


    　修三が意外にあっさり折れたことで、肩かた透すかしを食らったような気分になり、心の中の火勢が多少弱まった。その隙すきを衝つくような問いかけに、鷹たか兎とはうろたえ口ごもる。


    　助けを求めてちらっと伽夜に視線を送ると、伽夜は顔を真っ赤にしてうつむき、ばつが悪そうにもじもじしていた。


    （ああ……先輩も困ってる……。ど、どうすれば……）


    　と、それまで黙っていたハルハが口を開いた。


    「ねぇタカト、ハルハもタカトと結婚したい」


    　その言葉に、その場にいるハルハ以外の全員が、目を丸くする。


    「……ッ？」「……！」


    　鷹兎も伽夜も、驚きのあまり声も出せない。ほかの者たちも同様だった。


    　一瞬、しーんと、静せい寂じやく。


    　しばらくして、最初に沈黙を破ったのは修三だった。


    「ハルハ、といったな。……結婚したいだと？　本気で言っているのか？」


    　くいっと、眼鏡めがねのブリッジを中指でずり上げ、冷たい声でハルハに問うた。


    　鷹兎の背中にぎゅっとしがみつきながら、ハルハは「ほ……本気だもんッ」と答える。


    「ね、いいでしょ、タカト？　ハルハと結婚しよーよー」


    「い……いや……あのね、ハルハ……」


    　お菓子をねだるように、鷹兎に身をすり寄せるハルハ。鷹兎はどう答えていいかわからず困こん惑わくするばかり。


    　そこに、伽夜が割って入った。鷹兎の肩から腕を外すと、足元をふらつかせながらも敢かん然ぜんと言い放つ。


    「ハ……ハルハはダメだッ！」


    「ええ～ッ、なんでよぉ」ハルハはほっぺをふくらませて、伽夜を睨にらむ。


    「む、そ、それは……」伽夜は逡しゆん巡じゆんするようにぐるぐると視線を泳がせる。「……ハルハ、おまえは結婚がどういうものかわかってないで言っているだろう？　だ、だからダメ！」


    　胸を張って、腕を組み、威圧するようにズン！　と仁に王おう立だちする伽夜。しかしハルハも負けていない。


    「ふーんだ、知ってるもん。結婚って、好きな人同士でするんでしょ。ハルハはタカトのことが大好きだから、結婚できるんだもーん。ね～、タカト？」


    　ハルハは伽夜から距離をとるように移動して、鷹兎の腕にぎゅ～っと抱きついた。


    　鷹たか兎とはあわあわしながら、対立する伽か夜よとハルハを交互に見て、


    「あ……はは……」もう笑うしかなかった。


    「むううっ……」伽夜は顔を真っ赤にし、握にぎった拳こぶしをぷるぷる震ふるわせていた。


    　しかし、やがて意を決したかのように、口を開く。


    「わ……私だって……！」


    　だが。


    「ゴホッ……ゴホンッ！」修しゆう三ぞうが乱暴に咳せきをして、伽夜の言葉をかき消した。


    「支部長補佐とはいえ、私だって忙しい身なんだ。茶番はそこまでにしてくれないかね」彼は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言った。「結婚の件は、今日明日中に結論を出さねばならぬ問題ではない。少なくとも東ひがし森もりくんが十八にならねば、話にならないからな。それまで、じっくり考えるといい。それでいいかね？」


    　そして、眼鏡めがねのブリッジをくいっと中指で押し上げ、鷹兎を見み据すえる。


    　鋭い目つきに貫つらぬかれ、鷹兎は背筋を走る寒気に、ぶるっと震えた。さっきまで自分を支えてくれていた胸の中の炎は、いつの間にか消えてなくなっていた。


    「わ、わかりました」がちがちに固まった首で、なんとかうなずく。


    「ふむ、よろしい。話は以上だ。今後のことは追って連絡するので、そのつもりでいたまえ。……では私は失礼する」
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    　修しゆう三ぞうはくるりときびすを返し、歩きだす。が、すぐに立ち止まり、


    「おっと……一つ忘れていた」


    　振り返って、最後にこうつけ加えた。


    「君は自分の影かげ子こにずいぶんと思い入れているようだが、そんなくだらない感情はさっさと捨てて、〝道具〟と割り切りたまえ。そのほうが君のためだよ。……これは忠ちゆう告こくだ」


    　そう言い残して、足早に車に乗り込み、去っていった。


    　その途端、鷹たか兎との膝ひざがガクガクと震ふるえだし、かくんと折れた。地面にべちゃっと崩れる。


    「わっ……タカト、どうしたの？」


    　ハルハも驚いてしゃがみ込む。鷹兎はひくひくと頰ほおを痙けい攣れんさせ、引きつった笑みを浮かべていた。おまけに涙目だ。


    「は……ははっ……腰、抜けた……」
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    　帰りの車の中。


    　ジャージに着替えたハルハはシートに着くなり、うつらうつらと船をこぎ始めた。


    「初めての戦闘で疲れたのだろう」と伽か夜よは言い、影の中に入って休むことを勧める。しかしハルハは首を振って〝いやいや〟した。


    「やん……タカトのそばがいい……」鷹兎の腕にしがみつく。


    「いつでもそばにいるよ。でも今日は疲れたでしょ？　無理しないで、影の中でおやすみ」


    　鷹兎が優しく諭さとすと、ハルハは「……はぁい」と言って、鷹兎の影の中に沈んでいった。


    「お二人もお疲れでしょう。ここから不ふ二じ沢さわまでは二時間少々かかりそうですから、到着するまで仮眠をされてはいかがでしょうか？」早はや瀬せ運転手が言う。


    　そうだな、よろしく頼む、と言って、伽夜はシートに体を預け、まぶたを閉じた。


    　薄暗い車内から、鷹兎はぼんやりと窓の外に視線を向ける。


    　街の明かりらしきものが、遥か遠くに見えた。


    　ベンツの心地よいエンジン音が子守歌になり、急激な睡魔に襲われる。


    　眠りに落ちる前、鷹兎は盗み見するように、そっと伽夜を眺めた。


    　安らかな呼吸に合わせて、伽夜の胸元がゆっくりと上下していた。


    （先輩は、寝ていても綺き麗れいだな……）


    　途切れ途切れの意識で、そう思った。


    



    



    「着いたぞ、東ひがし森もり……起きてくれ」


    　伽か夜よが鷹たか兎との肩を揺する。


    　はっと目を覚ますと、車は止まっていた。


    　窓の外には見慣れた景色。自分の住む家の前だ。


    　鷹兎は頭を振って、朦もう朧ろうとした意識をある程度まで覚かく醒せいさせた。


    「あ……ありがとうございました……ではまた、明日……」


    　そう言って、車を降りようとする。が、地面に足をついたところで、上着がなにかにひっかかった。振り返ると──伽夜が、鷹兎の上着の裾すそをつかんでいる。


    「東ひがし森もり……」伽夜がつぶやく。車内は暗く、彼女の表情は見て取れない。


    「…………先輩？」


    「……まだちゃんと言ってなかった」


    「………………？」


    「…………来てくれて、ありがとう。……本当に嬉うれしかった」


    「あ……」彼女がなにを言っているのか理解するまで、少し時間がかかった。「ぁあ……ど、どうも……」


    「…………あの、な……」伽夜はまだなにか言おうとする。


    「…………はい……？」


    「さっきお父さまが言ったことなのだが……」


    「あ……だ、大丈夫です。別に真まに受けたりしてませんから」


    「む、どういうことだ……？」


    「え？　け、結婚の話、ですよね……？」


    「……そうだが」


    「つまりその……任務で結婚なんて、よくないですよね。だから、先輩のお父さんには、いずれちゃんとお断りします」


    「え……」


    　いつか伽夜と恋仲になりたいという希望を捨ててしまったわけではない。しかし、彼氏彼女の関係をすっ飛ばしていきなり結婚と言われても、もはや嬉しいんだか嬉しくないんだかもわからないほど、想像を絶していた。


    （それに……任務で結婚してもらうなんて、やっぱり嫌いやだ……）


    〝任務だから、結婚してもらえた〟


    〝任務じゃなかったら、僕なんかと結婚してくれるわけない〟


    　そんな惨みじめな思いを一生引きずって生きていくことになるような気がした。そんな人生は歩きたくないし、そんな人生に彼女をつき合わせたくない。


    「やっぱ結婚は……あ、愛ですよね。だから、好きな人同士じゃないとダメですよ。……あ……はは……さっきのハルハじゃないですけど」


    　彼女いない歴十五年の自分が結婚について語っているのが急に恥ずかしくなって、鷹たか兎とは熱く火ほ照てった頰ほおをポリポリかきながら、作り笑いを浮かべる。


    　伽か夜よは黙り込んでしまった。


    （あれ……なんか、まずいこと言っちゃったかな……？）


    　作り笑いがだんだんつらくなってきた頃、ようやく伽夜がぼそっとつぶやいた。


    「……うん、そうかもしれないな……」


    　上着の裾すそをつかんでいた彼女の指がすっと離れる。


    「それでは……これで失礼する。今日は本当にありがとう。充分に体を休めてくれ」


    　そして伽夜は、座席の奥に引っ込んでしまった。


    　早はや瀬せ運転手が後部ドアをゆっくりと閉め、


    「わたくしからもお礼を言わせてください。東ひがし森もりさま、本当にありがとうございました。これからも伽夜さまをよろしくお願いします」


    　そう言って、鷹兎に深々とお辞じ儀ぎをする。しばらくしてようやく頭を上げた早瀬運転手は、運転席に乗り込むと、速すみやかに車を発進させた。


    「あ……ど、どうも、お疲れさまでした……」


    　鷹兎はぺこりと頭を下げる。車はあっという間に夜の闇やみに消えていった。遠ざかっていくエンジン音も、すぐに聞こえなくなった。


    「さてと…………おおッ」


    　不意に、地面がぐらりと揺ゆれるような感覚とともに、めまいに襲われた。足がもつれ、危あやうく転びそうになる。


    「あっぶな……、やっぱ疲れてるなぁ。……やれやれ明日も学校か。早く寝よ……」


    　鷹兎は街灯の明かりで財布を照らし、ホルダーについた家の鍵かぎを出す。


    　そして、真っ暗な玄関に向かって歩きだした。
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    「任務で結婚はよくない、か……」


    　流れていく夜の風景をぼーっと眺めながら、


    「早瀬さん」伽夜は運転席に向かって呼びかけた。


    「はい、なんでしょうか」


    「……私は、間違っていたのかな……？」


    　ベンツは人ひと気けのない静かな道路を走っていた。と、正面からトラックがやってきて、ヘッドライトで車内を照らす。伽夜はトラックとすれ違うまで、まぶたを閉じた。


    「任務のために己おのれを捨てなければならないときもあるでしょう。それが間違いかどうか、わたくしにはなんとも申せません。ただ……」


    　早はや瀬せ運転手は落ち着いた声で言い、さらにこう続けた。


    「結婚に関しては、わたくしも東ひがし森もりさまの意見に賛成です」


    「……そうか……」


    　車が川の上の橋に差しかかる。一瞬、窓の外の視界がぱっと広がった。


    　ダタン──ダタン──と揺られながら、伽か夜よは雲間から顔を覗のぞかせる月を見上げ、ふふっと静かに笑った。


    「結婚は愛……か」
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    　次の日の朝、鷹たか兎とが家を出る前に携帯を確認すると、


    〈昨日はご苦労さまだった。私は怪け我がが治るまで少し学校を休むので、よろしく〉


    　という伽か夜よからのメールが来ていた。


    　鷹兎は多少の疲労を引きずりつつ駅に向かい、ホームで電車待ちをしながら、


    〈お見舞いに行ってもいいでしょうか？〉


    　と返信した。が、


    〈ありがとう。気持ちだけで充分だ〉


    　というメールがすぐに返ってきた。


    　ハルハは相当疲れていたらしく、学校にいる間、人目につかない場所で何度か声をかけてみたが、返事はなく、ずっと寝ているようだった。


    　放課後、鷹兎が家に帰って、居間で一人ぼんやりしていると、


    「ふわぁあ～、お腹なか減ったァ」


    　大あくびをしながら、やっと影から出てきた。


    



    



    　翌々日、夜や獣じゆうとの戦闘から三日経ったその日、ハルハと朝食を食べているところに、来客を告げるチャイムが鳴る。まさかと思って玄関の扉を開けると──制服姿の伽夜がいた。


    「せ……先輩ッ？　怪我はもう、平気なんですか？」


    　鷹兎は目を丸くする。


    　伽夜は痛みなどまるでないように、膝ひざをビシッと伸ばして立っていた。


    　スカートの裾すそと靴くつ下したの間のむき身の領域は、朝日を浴びて真っ白く、みずみずしく輝いている。先日、夜獣との戦いが終わったあとの彼女の脚には、見るも無む惨ざんな赤い傷跡が幾いく重えにも走っていたはずだが──。


    「む……コホンッ」


    　伽夜が咳せき払ばらいをした。鷹兎は、彼女の太ももをまじまじと見ている自分に気づき、慌あわてて顔を上げる。頰ほおを赤く染めた伽夜が、面おも映はゆそうに鷹兎を見つめていた。


    「あ……ああッ……す、すみませんっ！」


    「ん……いや、気持ちはわかる。あれほどの傷がもう治っていたら、それは驚くだろう」


    　伽夜の説明によると、槇まき村むら家けには〝秘伝の薬〟があるという。それは夜獣の死し骸がい──あのドロドロの粘ねん液えき──を原料に使ったもので、人間の持つ自じ己こ治ち癒ゆ力りよくを強烈に活性化させる働きがあるとのことだ。


    「幸さいわい、膝ひざもちょっと骨にひびが入っただけだったらしくてな。昨日まではまだ少し痛みが残っていたが、今朝起きたときにはもうすっかりよくなっていた。ほら、このとおりだ」


    　コンコン、トントンと、伽か夜よは右足で三和土たたきを蹴ける。


    「な？　もうまったく問題ない。君には心配を──ムッ」


    　突とつ如じよ、伽夜の顔が苦痛にゆがむ。


    「先輩！　だ、大丈夫ですか!?」


    　伽夜は右膝を押さえて、ごまかすように苦にが笑わらいをした。「大丈夫。ちょっと疼うずいただけだ」


    「えっ……先輩、無理しないで、もう少しおうちで休まれたほうが……」


    「無理などしてない。本当に大丈夫だ」


    「でも……」


    　どうも彼女は、自分自身に対して無理をしがちな性格のようだ。放っておくとすぐ無茶をする。ある意味、ちっちゃな子供のように危なっかしい──と、鷹たか兎とは思った。


    　彼女の体を案じるあまり、なおも食い下がろうとすると、伽夜は恨うらめしそうにじとっと鷹兎を睨にらんで、こう言った。


    「そんなに私に帰ってほしいのか？　……私は、一刻も早く君に会いたかったのに」


    「え……」


    　鷹兎は目を大きく見開いたまま、言葉を失った。


    （い……今の先輩の台詞せりふ……なんだか、まるで、こ、恋人同士みたいな……!?）


    　みるみる顔を赤面させ、鷹兎は呆ぼう然ぜんと伽夜を見つめる。


    　そんな鷹兎の視線を受けて、伽夜の顔も耳まで真っ赤に染まった。


    　しばし見つめ合う二人。


    　先に耐えきれなくなったのは、伽夜のほうだった。


    「い、一日も早く、元気になったこの姿を見せたかったのだ！　悪いかッ？」


    「い、いいえッ、ありがとうございます！」


    　目を吊り上げて怒鳴る伽夜。ぺこぺこ頭を下げる鷹兎。


    （な、なぁんだ、そういう意味だったのか……）


    　鷹兎は頭を下げながら、ちょっとがっかりしたような、複雑な気持ちになる。


    『ああ、もう、なに言ってるんだ、私』とばかりに、彼女が自分の頭をコンと殴なぐったことには、気づかなかった。


    　やがて、小さなため息と、彼女の声。「顔を上げてくれ、東ひがし森もり。君は私のことを心配して言ってくれたのにな。……すまない」


    　鷹兎がそーっと頭を上げて、上うわ目め遣づかいで様子をうかがうと、吊つり上がっていた伽夜の目はもう元に戻っていた。顔はまだ少し赤かったが。


    「でももう、本当に大丈夫なんだ。君には、お見舞いのことなど、いろいろと気を遣つかわせてしまったな。申し訳ない」そして今度は、彼女がぺこりと頭を下げた。


    「あっ……い、いえ、そんな……と、とんでもないです……！」


    　鷹たか兎とが両手をぶんぶん振ってあたふたしていると、玄関の騒ぎを聞きつけたのか、オレンジジュースの入ったグラスを持って、ハルハがとことことやってきた。


    「あ、カヨ、おはよー」


    　平然と呼び捨てにするハルハに、「ちょっ……ハ、ハルハ……！」鷹兎はさらに恐きよう縮しゆくする。


    　が、しかし。


    「うむ、おはよう、ハルハ」


    　伽か夜よは顔を上げると、なんでもないことのようにさらりと流して、にっこり笑った。


    　黄金ブレンドの微笑ほほえみ──久しぶりに見たような気がした。
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    　さらに二日後の日曜日。


    　子供たちの黄色い声援が、晴れ渡った青い空にこだまする。


    



    　デラ・ストレートぉ～ッ！


    



    　セットが組まれたステージの袖そでから、アニメ『ふたりはラブＤＸデラツクス』のキャラクター〝デラ・ストレート〟が、日本舞ぶ踊ようを踊るかのように優雅に現れる。


    　ここは遊園地デストロイランドの屋外ステージ。


    　鷹兎たちは再びこの場所を訪れていた。しかしハルハの能力はもはや覚かく醒せい済み。今日は百パーセント遊び目的である。


    　ステージの端っこでマイクを握る進行役のお姉さんが、満員御礼の客席に呼びかける。


    『さぁみんなー、それじゃあもう一人のラブデラも呼ぼ～ッ、せぇーのォ！』


    「デラ・ウルフぅ～ッ！」


    　扇おうぎ形の階段席最後列で、ちびっ子たちに混じってハルハが叫んだ。


    　すると客席の後ろから、〝デラ・ウルフ〟がいつの間にか姿を現す。階段を颯さつ爽そうと駆け下りて、『とーうッ！』勢いよくステージに上がった。


    　そして悪の秘密組織〝キラーペイン〟の怪人たちとラブデラ二人のバトルが始まる。


    「きゃあ～ッ、頑張れ、ウルフぅ～ッ！」


    　両方の手を口の端に当てて、ハルハが声援を送る。客席のあちこちから、奇異なものを眺めるようなチクチクする眼まな差ざしを向けられ、鷹たか兎とは顔を下に向けた。


    　ちらっと横を見ると、伽か夜よは頰ほおを赤らめ、口をへの字に曲げて、空を見上げていた。


    「……すみません、先輩……。ハルハが、どうしてもラブデラショーが観たいって……」


    　鷹兎が謝ると、伽夜は視線を下ろして、ふふっと苦にが笑わらいした。


    「いや、いいんだ。君とハルハは私の命の恩人だし、それに君たちのおかげで、私はこれからも影かげ子こ使いとして戦うことができる。遊園地に連れてくるくらい、お礼のうちにも入らんさ」


    　それに──と、伽夜は鷹兎の耳元に顔を寄せて囁ささやく。


    「前に約束しただろう？　〝漫画選びとトイレ以外なら、どこへでも、なんにでもつき合う〟……とな」


    「あ……っ」


    　そういえばそんな約束をしていた。鷹兎はすっかり忘れていたが、伽夜はちゃんと覚えていてくれた。それがなんだかとても嬉うれしかった。


    　鷹兎は伽夜のほうを向く。


    「先輩…………わっ」かなり近い距離で、見つめ合う形になる。


    　伽夜は鷹兎の眼まな差ざしを受け止め、「ん？」と、黄金ブレンドの笑顔をはじけさせた。


    　鷹兎の心臓が、ドクンッ！　と鳴った。


    　グロスが塗ってあるのか、伽夜の唇はつややかに濡ぬれ光っていた。鷹兎はその輝きから目が離せなくなる。


    　そのとき、


    「危ないっ！　ウルフ、後ろ後ろぉッ！」


    　ハルハが大声を上げながら、勢いよくしがみついてきた。


    　鷹兎の体が押される。


    



    　二人の唇が、


    　触れ合いそうな距離まで接近して、


    　しかしすれ違い、


    　──むにゅっ。


    



    　気がつくと、鷹兎は伽夜の胸元側面に顔を突っ込んでいた。


    「…………ッ？」


    「…………ッ！」


    　しばらく硬直する二人。


    　サイズは控ひかえめだが、腐くさっても鯛たい、ちっちゃくてもおっぱい──やっぱり柔やわらかい。


    （って、そんなこと考えてる場合じゃなくて……ッ）


    　ガバッと顔を離す。


    　伽か夜よは顔を真っ赤にしてうつむいていた。


    「あ……す……すす……ッ」頭の中がパニックになり、言葉が空から回まわる。


    「き……気にするな……不可抗力だ」


    　伽夜は引きつった顔で、ぎこちなく笑った。


    「すっ…………すみませ──」


    



    　ワアアアアアアアアア～ッ！


    



    　一回ごくっとつばを飲み込んで、ようやく出せた鷹たか兎との言葉は、大歓声にかき消された。


    　何事かとステージを見ると、デラ・ストレートとデラ・ウルフが、ステージ中央で決めポーズをとっていた。どうやらクライマックスらしい。


    『痛いの痛いの』


    『ボラーレ・ヴィーア！』


    　二人の掛け声、必殺技炸さく裂れつの効果音──そしてキラーペインの怪人は、ステージの袖そでに吹っ飛ばされて消えた。


    「きゃあああ～ッ、やったぁ～！」


    　興奮のあまり、鷹兎にしがみつくハルハの腕に、ぎゅううっと力がこもる。


    「……ちょっ……ハ……ハルハっ……いきなり抱きついてきたら、危ないで──」


    　言いかけて、鷹兎は気づいた。


    「ハルハ……なに、もぞもぞしてるの……？」


    「え？」


    　今日のハルハはジャージではなかった。せっかくレジャー目的で遊園地に行くのだし、少しでもよそ行きの恰かつ好こうにしてあげたいと思って、鷹兎は自分の持っている服の中から、女の子が着てもおかしくなさそうなのを選んであげた。


    　白いＴシャツとサロペット。ウエストが合わないが、これならなんとか着られた。


    　そして今ハルハは、サロペットの脇から手を入れて、なにやら胸元をもぞもぞといじっている。


    「──だって、なんだかムズムズして、かゆいんだもん」ハルハはステージから目を離さずに答えた。


    「かゆい……？」


    「む、ど、どうした？」伽夜が身を乗り出す。


    　刹せつ那な、客席が拍手と歓声であふれた。ショーが終わったのだ。ハルハは鷹兎の腕にしがみつきながら、ぴょんぴょんと体を揺する。


    「わぁ～っ、ウルフぅ～ッ！」


    　ステージで、拍手に応えてお辞じ儀ぎをするラブデラの二人に、ハルハはぶんぶんと手を振った。──と、


    「あ、はがれちゃった」


    　ハルハの動きがピタッと止まる。


    　サロペットの内側に手を突っ込んで、Ｔシャツをぺろんとめくり上げた。


    「どうしよう、タカト、はがれちゃったよ？　ほら」


    　前身ごろ脇の隙すき間まから、半分ほどあらわになった胸元が覗のぞけた。ふくらみの下部分に、はがれた絆ばん創そう膏こうがだらしなくプラプラと垂たれ下がっている。


    「わわッ……!?」


    「バ、バカッ！　こんな所でめくり上げるなッ！」


    　伽か夜よは慌あわてて腕を伸ばし、ハルハのＴシャツをグイッとずり下ろす。


    「え？　なんで？」ハルハはびっくりしたように、目をぱちくりさせた。


    　ショーが終わったので、観客たちが席を立ち始める。すぐに客席は、鷹たか兎とたちと、弁当を広げ昼食を食べ始めた客を除のぞいて、すっからかんになった。


    　自分たちに向いている視線がないのを確認して、伽夜は己おのれの影に呼びかける。


    「しましま、救急ポーチを出してくれ。……隠おん形ぎようを忘れるな？」


    　しばらくすると、影の表面から白いポーチがぬーっと浮き上がってきた。次いで、それを持つしましまの前足が。隠形状態なので、鷹兎にはうっすらと透すけて見える。


    　伽夜がポーチを受け取ると足は引っ込み、今度は三角形のとんがった耳、そしてつぶらな瞳の顔が現れた。


    「しゅ？」


    　しましまが顔をちょこんと傾ける。『それでよかったですよね？』と言っているようだ。


    「ああ、ありがとう、しましま」


    　人差し指で伽夜がしましまの頭を軽く撫なでてやると、しましまは嬉うれしそうに「しゅ～っ」と一声鳴いた。絆創膏を取り出して、ポーチを返すと、しましまはまた影の中に戻っていった。


    「影の中に、物をしまっておけるんですか？」


    　鷹兎が尋たずねると、伽夜は「ああ」とうなずく。


    「影かげ子こに持たせれば、影の中に物を入れることが可能だ。君も活用するといい。──さ、行くぞハルハ」


    「行く？　どこに？」


    　ハルハはきょとんとしたまま伽夜に連れられていった。五分ほどして二人は戻ってくる。トイレで絆創膏を貼はり直してきたのだ。


    「や～ん、やっぱりかゆいィ～」


    「こら、かくなッ。またはがれてしまうだろう」


    　胸元をいじろうとするハルハを制してから、伽か夜よは羞しゆう恥ちまじりの顔を鷹たか兎とに向けた。


    「ハ、ハルハの下着を買いに行かねばならないのだったな……。いろいろゴタゴタしていたから、すっかり忘れていた。すまない」


    「あ……い、いえ……じゃあ、近いうちに、よろしくお願いします」


    　気まずそうに視線を泳がせて、鷹兎は頭を下げる。


    　と。


    「カヨはかゆくないの？」


    　ハルハが、伽夜のチュニックワンピースを、ベロンとめくり上げた。


    　チュニックワンピースの裾すそは股また下した五センチ程度で、彼女のちょっとした所しよ作さで裾がひらりと揺れ動くたび、鷹兎は今にもちらりと見えてしまうのではとドキドキしていた。


    　が、見えたのは──パンツはパンツでも、ホットパンツだった。鷹兎はちょっと裏切られた気分になる。


    　しかしそれもつかの間、チュニックの裾は伽夜の首回りまでめくり上げられ、カップの縁へりをフリルで飾られた白いブラジャーが、余すところなくむき出しになってしまっていた。


    「あ、カヨは絆ばん創そう膏こうじゃないからかゆくないんだ」納得いったとばかりにハルハはうなずく。


    「…………ッ……!!」


    　一方、あまりのショックに石像のように固まってしまっていた伽夜だが、すぐにハッとした顔になり、ハルハの手からむしり取る勢いで裾を下ろす。


    　鷹兎は目を丸くして、言葉を失っていた。


    　その後ろ、少し離れた階段席で、サンドイッチにかじりつこうと大きく口を開けた家族連れのお父さんが、鷹兎と同じように目を丸くしてこちらを見ていた。


    「こッ…………」伽夜の顔が、耳が、喉のどの辺りまで、みるみる真っ赤に染まる。切れ長の瞳がキリキリと吊り上がり、肩がわなわなと震ふるえる。下まぶたにはうっすらと涙がたまっていた。


    「こんな所でめくり上げるなと言っただろうがぁッ!!」


    「え？　カ、カヨもダメなの？」


    　ハルハは鷹兎の背中に逃げ込む。


    「なっ……なんでおまえがダメで私ならいいんだッ？　小さい胸は見られてもいいって言うのかッ？　悪かったなー、貧乳で!!　ブラが必要なおまえがブラしてなくて、必要なさそうな私がブラしているのが、そんなにおかしいかッ!?」


    「せ、先輩……落ち着いてくださいっ」


    　鷹兎がハルハの壁になったせいで、伽夜が覆おおいかぶさるように迫ってくる。


    　ギヌロ！　と鷹兎を睨にらみつけ、


    「君も君だ！　そんなに巨乳が好きかッ!?」


    「ぇえッ？　ちょっ、先輩……は、話がずれてますっ？」


    　伽か夜よが冷静さを取り戻すまで、そののち十数分ほどかかった。
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    　昼食を終え、レストハウスから出るやいなや、


    「じゃあタカト、あれ！　まずあれ乗ろう！」


    　眼前にそびえる海かい賊ぞく船型超巨大ブランコ〝パイレーツ・イン・ザ・スカイ〟を指差して、ハルハが鷹たか兎との手を引っ張る。


    「あれに？　う、うん」


    　鷹兎は後ろを歩く伽夜を振り返り、


    「あの……じゃあ、行ってきます」と言った。


    　伽夜はなにも言わず、うつむいていた。


    （あれ？　ご飯食べてるときは、もう機き嫌げん直ってたみたいだったのに……？）


    　そう思いながら、乗り場入り口に向かって歩きだそうとすると、


    「………………」伽夜が、鷹兎の左腕の袖そでをぎゅっとつかんで引き止めた。


    「え……な、なんですか？」


    「わ……」


    　伽夜はうつむいたまま、何度も口を開きかけてはためらい、しばらくしてようやくぼそりとつぶやく。


    「私も、乗る」


    「はい？　……先輩って、こういう乗り物、嫌いだったんじゃ……？」


    「嫌いというか…………怖い」


    「え……!?」


    　意外だった。彼女にはあの父親以外怖いものなどなにもないような気がしていた。


    「タカト～、どうしたの、早く行こーよー」ハルハが引っ張る。


    「あ、ご、ごめん、ハルハ──ちょっと待ってくれる？」


    「え～？　なんでぇ？」


    「なんでって、その……先輩が、なんだか大事な話があるみたいだから……」


    「大事な話？　ハルハも聞かなきゃダメ？」


    「え……いや、ハルハは聞かなくてもいいと思うけど……」


    「ほんと？　じゃあ、先行って待ってるね」


    　そしてハルハは、鷹兎が止める間まもなく、元気に駆けていった。


    　伽夜はまだ鷹兎の袖そでから手を離そうとしない。数秒、二人の間に重苦しい沈黙がのしかかる。が、やがて彼女は、遊園地の喧けん噪そうにかき消されそうなか細い声で語り始めた。


    「小学生の頃、な……学校の行事で初めて遊園地に行って、これと同じような絶叫マシンに乗った。本当は乗りたくなんかなかったのだが、クラスの男子に〝怖いんだろ～〟とバカにされて、つい向きになってしまった。だから、乗った」


    　袖そでを握る手に、ぎゅっと力がこもる。


    「そうしたら、想像以上に怖かった。泣きながら〝お願い、もう止めて〟と何十回も叫んだ。もちろんそれで止まるわけもなく、私は結局……」


    　伽か夜よは視線をあちこちさまよわせて、さんざんためらったあと、ぼそりとこぼした。


    「私は…………お……お漏もらし、してしまった……」


    「おもら…………せ、先輩が、ですかっ？」


    　なにをやってもさまになるクールビューティー伽夜にそんな過去があったとは──本人からの告白を聞いても、にわかには信じがたい。イメージできない。


    「……」しかし伽夜は、眉み間けんにしわを寄せ、顔を真っ赤にしてうなずいた。


    「そ……そうだったんですか……。じゃあ……やっぱり無理に乗らないほうがいいんじゃないですか……？」


    　鷹たか兎とがそう言うと、伽夜はぶんぶんとかぶりを振った。


    「嫌いやだ」


    「で、でも、そんなトラウマがあるんじゃ──」


    「君たちが楽しそうに乗っているのに、私だけ……なんて、嫌なんだ」


    　伽夜が頭を上げる。その顔は親とはぐれてしまった幼子のようだった。独りぼっちで、不安で、寂しくて──今にも泣きだしそう。


    「だから……乗っている間、君の手を握にぎっていてもいいだろうか？　そうしたら、耐えられるような気がするんだ……」


    　すがるような眼まな差ざしをまっすぐに向けてくる伽夜。


    （先輩が、あの先輩が……僕を頼っている……こんな僕に……）


    　鷹兎の胸が熱く震ふるえだした。


    　熱く、熱く──燃え尽きそうなほど。


    　左手をそっと広げて、鷹兎は言った。


    「ぼ……僕の手でよかったら……どうぞ」


    　伽夜は鷹兎の手のひらを見つめ、大きく開いた瞳を輝かせる。


    「あ……ありがとう……！」


    　これまでで一番の微笑ほほえみを浮かべ、鷹兎の袖から手を離した。


    　そして二人は手をつなぎ合い、走りだす。


    



    



    　数分後。


    　ゆっくりと動き始めた〝パイレーツ・イン・ザ・スカイ〟は、空気を切り裂きながらさらに大きく、さらに大きく、揺ゆれ続ける。


    　ギイイィ、ギイイィ、と軋きしむ音。


    　最終的には地面を真下に眺めるほどの揺れ幅に。


    「きゃ～、くふふふふふふっ！」


    　ハルハの楽しそうな黄色い声が響いた。


    「きゃああああああああッ！」


    「いやぁ～～～～～～ッ！」


    　伽か夜よの、普段からは想像できない悲鳴も。


    　彼女の手が、鷹たか兎との手をぎゅ～っと握り締めてくる。極度の緊張と恐怖のせいか──まさに血の気が引いたような、とても冷たい手だった。


    　鷹兎は少しでも伽夜を温めてあげたくて、ちょっとだけ力を込め、その手を握り返す。


    　つないだ手と手の間で、二人の温度が溶け合うように一つになった。

  


  
    　あとがき


    



    　先日、中学校の先生をしている友人から聞いたのですが、彼の生徒のお母さんが僕のデビュー作『その日彼は死なずにすむか？』を読んで、大変気に入ってくださったそうです。


    「次回作はいつ出るんですか？」とまでおっしゃってくださったそうで。作家として、こんな嬉しいことはありません。ありがとうございます。


    　で──すみません、その〝次回作〟は、こんなことになっちゃいました。


    　いや、でもですね、女の子の裸はだかが出てくるからって、即〝けしからん本〟とか決めつけないでほしいのです。いわゆるあれですよ。『ストーリーに必然性があれば脱ぎます』というやつですよ。ね？　ね？


    　……えー、言い訳はこの辺にしまして。今回、素晴らしいイラストを描いてくださった梅うめ原はらえみか先生、本当にありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。次巻も裸シーンを入れるかどうかは、目もつ下か構想中です。


    　そしてこの本を読んでくださった読者の皆さまに、心からお礼を申し上げます。僕の作家生命は皆さまの手にかかっております。どうか見捨てずに、温かい目で見守ってやってくださいませ。


    　それでは、また皆さまにお会いできることを祈りつつ──小こ木ぎ君きみ人とでした。

  


  
    小木君人


    Kimito Kogi


    



    猫が好きです。ひっかかれても噛かまれても、猫が好きです。名前を呼んでも無視されたり、写真を撮ろうとしてカメラを構えると、嫌いやそうに目をつぶってそっぽを向かれますが、やっぱり猫が好きです。猫のお嫁よめさん募集中。
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